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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　──異世界召喚。

　時には勇者と呼ぶ者を召喚し、時には偶然によって行われるもの。

　そして、その際に意図せぬ出来事が起こる場合もある。

　例えば巻き込まれて他の人間も一緒に召喚されてしまうこと。望まれた以外の人物も一緒に召喚されてしまった場合、巻き込まれた者は何を思うのだろうか。

　望まれて召喚された人物も意図せず召喚されているのだから、共にふざけるなと怒鳴るのか。それとも元の世界へ戻るために必死になるのだろうか。

　それは当事者たちにしか分からないことだが、だからこそ希け有うな例を挙げるのであれば、巻き込まれて召喚されたところで何一つ問題ない人間たちもいる、ということだ。

　その場所、その世界に大切なものが一緒に来たのだとしたら。大切な〝彼ら〟が一緒にいるのなら、巻き込まれて召喚されたことも些さ細さいでしかない。

　何な故ぜなら自分たちにとって、元の世界において大切にしていたことは〝四人でいること〟以外は他にない。世界がどこであろうと、共にいることが出来ればそれでいい。






第一話






　何とも信じがたいことではあるが、目の前に荘厳な城がある。

　高校一年生の少年──宮みや川がわ優ゆう斗とは周囲を見回すと、小さく溜ため息を零こぼした。

「これって……あれかな？」

　優斗は側そばにいる友人たちに同意を求める。

「まあ、そーじゃね？　他に思い当たるもん、俺は知らねーぞ」

　まずは長身短髪の少年──内うち田だ修しゆうが気軽に頷うなずいた。

　どうやら起こった事態に対して驚きは一切ないらしい。次いで修の隣にいる一番背の低い少年──佐さ々さ木き卓たく也やが、口をあんぐりさせながら大きなジェスチャーで肯定した。

「た、たぶんな。信じられないけど、そうだと思う」

　正直、信じられないことではあるが知識としては彼も知っているので、かろうじて呆ぼう然ぜんとはなっていない。そして最後は優斗の隣にいるボサッとした、やぼったい髪型をした少年──豊とよ田だ和泉いずみが一切表情に感情を出さず肯定した。

「無論、そうだろう。それが一番、俺たちの身に起きたことに対して理解が生まれる」

　友人たちと共通の理解があることを知って、優斗はさらに溜め息を吐ついた。

「どうしてこうなったのかな？」

　意味が分からないし、状況が一切合切理解出来ない。

　それは友人たちも同様で、今この瞬間の状況を説明出来る人物は一人たりともいない。

　とはいえ優斗は周囲を見回し、

「一応、こうしておいたほうがいいのかな」

　両手を上げた。彼の行動が意味するところは全員が理解しているので、友人たちも優斗に倣ならって手を上げる。

「ほんと、どういうことなんだか」

　優斗は意味不明な状況を前に呟つぶやく。

　そう、彼らの今の状況は──剣の柄に手を置いている騎士たちに囲まれていた。




　高校一年の春休み、優斗たちはスキー旅行を予定していた。少しばかりとはいえ休みに入ったということもあるし、高校生なのだから親友たちと旅行に行きたい願望もあった。

　そうして優斗、修、卓也、和泉の四人はスキー旅行に行くことにしたのだ。

　夜行バスに乗って行く初めての旅行に全員が図はからずもテンションが上がったけれど、次の日の朝には銀世界が待っているから、遅くまで起きているわけにもいかない。

　なので夜中の一二時を過ぎた頃には全員、寝静まった。

　そしてバスが後一○分ほどでパーキングエリアに入り休憩を取る、というアナウンスがあった後だった。大音量ではないにしろ、その声を確かに優ゆう斗とは聞いていて、薄っすらと耳に残っているのは覚えている。しかし数十秒後、だっただろうか。

　大きな揺れを感じた優斗が何事だろう？と思って目を開けた瞬間、視界の全てが真っ白な光に覆い尽くされていた。




　そして現在へと至る。

　とりあえず全員で手を上げると、騎士たちは彼らを丁重に城の中へと導いていった。

　一様に注意をこちらへ向けながらも、戸と惑まどった表情を浮かべている。

　四人が耳を傾けてみれば、何を喋しやべっているのか分かった。

　どう見ても日本人ではなく、さらに騎士のような風体の方々からは『まさか!?』とか『どうしてここに？』などといった言葉が聞こえてくる。

「なんかあいつらの言葉が理解できんの、俺だけ？」

　修しゆうが全員に訊きいてみる。もしかしたら自分だけ分かるのではないかと思った結果の質問だったが、それは杞き憂ゆうに終わる。

「いや、少なくとも俺は修と同様に問題がない」

　和泉いずみが同意する。耳の中に指を入れたり叩たたいたりしてみるが、それでも変わらずに言葉が理解出来ている。優斗も卓たく也やも頷うなずきを返した。

「僕も分かるよ。それに口の動きからして、別の言語を話してるようには思えないかな」

「オ、オレも分かっちゃってるんだけど」

　けれど唯一、卓也だけが落ち着かない様子だ。

　先ほどからテンパっている彼の様子に優斗が思いっきり呆あきれる。

「いい加減、卓也も落ち着いたら？　慌てたって何の得もないよ」

「いや、だっておかしいだろ優斗!?　バスに乗ってたはずなのに広場にいるし……っていうか城が目の前にあるなんて意味が分からない！　しかも明らかに日本語じゃないのにオレたち、言葉が理解出来てるって何なんだよ!?」

「まあ、ごもっともなツッコミではあるんだけどね」

　確かに分かりやすいほどに変だと優斗も思う。ちらりと騎士っぽい方々の様子を見れば、口を挟みはしないものの自分たちの様子を窺うかがっていた。

「さっきも言ったけどさ。これ、やっぱりあれだよね」

　優斗の断定するような言葉に全員で頷く。四人の共通した知識は一つの結果を示している。案の定、和泉が躊躇ためらうことなく言葉にした。

「異世界召喚だろう」

　ゲームや小説でよくあるネタの一つ、異世界召喚。まさか自分たちの身に降りかかるとは考えもしなかった。優斗はふむ、と考察するように顎あごに手を当てる。

「異世界召喚って空想の産物だと思ってた。正直、僕が今まで持ってた常識の範はん疇ちゆうは平然と超えてるかな」

「だけどよ、優ゆう斗と。想像出来るものって全てが実際にあり得ることだって聞いたことあんぞ。だから異世界召喚だってあるだろ」

　修しゆうが心から愉快そうな表情を浮かべた。

　楽しいことが好きな彼は嬉き々きとして現状を受け入れており、それは和泉いずみも同様だ。

　一方で卓たく也やは親友たちが落ち着き払っている姿を見て、呆あきれ果てるように項垂うなだれた。

「……お前たちを見てると、慌てるのが馬鹿らしくなってくる」

「修や和泉はともかくとして、これでも僕は驚いてるんだよ」

「……優斗。だったらオレぐらい表情に出してくれ」

「そんな無茶なことを言わないでよ」

　とはいえ、だ。確かに随ずい分ぶんと余裕のある会話をしていると優斗は思う。

　気付いたら変な場所にいるし、騎士のような方々に囲まれて歩いているというのに。

「さて、と。卓也も慌てるのを諦めたことだし、状況を考えよう」

　優斗は落ち着き払った様子で会話を切り出した。

　言葉には僅わずかに真剣さが帯び、目も微かすかに細まる。

「たぶん、というより高確率で僕たちは異世界へ飛ばされた。理由は幾いくつかあるけど、確実なのは時間帯と気候が違い過ぎる」

　夜中に雪国を目指していたのに、今の自分たちがいる場所は真っ昼間。しかも三月とはいえスキーをする場所へ向かうための格好が、気温以上に暑さを感じさせた。

　左腕に嵌はめている腕時計を確かめてみても午前二時前を指しており、自分たちが眠ってから二時間と経たっていない。太陽が真上にあることも証拠を確かなものにしている。

「外国だとしても、どうやって？　ってことだよね」

「まあ、そりゃ外国とかはねーよな。しかもロマンを感じないから却下だ」

　修がトンチンカンな感想を言いながら、ニヤっとした笑みを零こぼす。

「それにオタクって言える範疇にいる俺らがよ、二次元展開を否定したら終了だろ」

　一応は彼ら四人ともゲームやアニメ、ライトノベルを好んでいる。ゲームに至ってはＲＰＧやスポーツ系はもちろんのこと、ギャルゲーだって平然と手を出しているのだから、こういう状況だって知識としてはある。

「だからって自分の身に起こると思わないだろ……」

　卓也がげんなりとしながら反論した。アニメはアニメ、ゲームはゲームだと言いたい。

　だが修は分かってない、とばかりに首を横に振った。

「俺はちゃんと、こうなった時の妄想もばっちりしてたぞ」

「……人によるだろ、そういうのは。オレはそんな妄想、やったことない」

　事実としては受け止めなければいけないのだろうが、普通は軽く順応出来るわけがないと卓たく也やは思う。もちろん彼らのことをよく知っている身としては、順応出来ることがおかしい、などとは露ほどにも考えないが。

　と、兵士たちが止まった。目の前には厳おごそかな扉があり、いかにも王様とかが待ち構えていそうな場所だ。和泉いずみがしげしげと扉を見つめる。

「謁えつ見けんの間というやつか。ということはデフォルトな異世界召喚から考えると、勇者認定か要らない子扱いかのどちらかだろう」

　あくまで和泉が知識として知っている展開だと、基本的な王道であれば勇者と認定され、魔王を倒せと言われる。違った方面であれば、要らない子と言われて放り出される。

「出来れば前者がいいんだけどね。余計な面倒がなくて助かる」

　優ゆう斗とが希望を言葉にし、

「オレも優斗に同意だよ。これ以上、変なことにならなければいいな」

　卓也が頷うなずき、

「まあ、話せば分かんじゃん。今からネガティブに考えたってしゃーないだろ」

　修しゆうが結論付ける。そして優斗が真剣さを帯びた声音を出した。

「さて、どうなるだろうね」

　少なくとも連れて来られている最中も悪い感じはしなかったのだから、最悪な結果になることはないだろう。そう優斗は踏んでいた。




　玉座のすぐ近くまで通される。

　真っ正面を見れば長い顎あご髭ひげを蓄え、いかにも威い厳げんありそうな王様っぽい男性がいる。

　傍らには王妃、そして──おそらくは彼らの娘であろう王女のような女の子がいた。

　男性は優斗たちの姿をしっかり認めると、ゆっくりと口を開く。

「我はリライト王国の国王、アリストだ。君たちが異世界の者か？」

　威圧しているわけではないが、聞いただけで『ああ、王様だな』と実感させられる声音が四人の耳に届く。

　加えて王様の言葉から、この場所が自分たちのいた世界とは別であることを確信する。

「おそらくは、そうなのだろうと思います」

　返答は優斗がした。キッチリとした場面の時は基本的に優斗に任せるのが、彼らの中での必然的な役割分担だった。

「そうか。まずは唐突に召喚を行った非礼を詫わびよう」

「ということは貴方あなた様が我々をこの地へ呼んだ、と解釈してよろしいのでしょうか？」

「その通りだ」

　一も二もなく頷く王様。優斗は真実を見定めるかのように王様から視線を動かさず、

「何な故ぜ？　とお尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「もちろん、全てをきちんと説明させて貰もらおう」

　王様は蓄えた髭を撫なでると、四人を見回す。

「君たちに『勇者の刻印』を持つ者がいる。その者に我が国の勇者になって貰いたい」

「勇者の刻印、ですか？」

　優ゆう斗とが努めて平然と聞き返す。だが四人の内心は総じて『前者来た！』と喜んでいた。

　王様はさらに言葉を続ける。

「そうだ。先代の勇者が老衰で亡くなり、後任を呼ばなければならなかった。我が国では代々、異世界人を召喚して勇者になって貰っているのだが……」

　不意に困ったような表情になった。何事かと訝いぶかしんだ優斗だが、すぐに王様の表情が変わった理由を理解することになる。

「その……だな。四人も異世界の人間が来るとは予想外だった」

　本当に想定外だったのだろう。威い厳げんありそうな顔や雰囲気からは想像も付かないほどに、申し訳なさそうに落ち込んでいた。

「それはもしかして、勇者以外の我々は……」

　優斗はある程度、事態の想像が付いた。勇者を呼び出したにもかかわらず、四人もいることで困ったやら申し訳なさそうな顔の王様。要するに、

「勇者以外の異世界人は巻き込まれた、ということでしょうか？」

「……そうだろう。勇者にも申し訳ないことをしているのは分かるのだが、勇者以外の者にはさらになんと言えばいいのやら」

　本当に申し訳なさそうに頭を下げる王様。優斗としても巻き込まれた、というのは意外だったが四人一緒に異世界へ来たのは心強くもある。

「いえ、気になさらないで下さい。それで勇者の刻印というものは、どこにあるのでしょうか？」

　動揺した様子もなく優斗が訊きくと、王様は気を取り直すようにかぶりを振って答える。

「右手の甲だ。強く力を込めて念じれば浮かび上がってくる」

　説明を受けると優斗は振り返って卓たく也や、和泉いずみと三人で修しゆうを見た。

　けれど注目を浴びた修は首を捻ひねり、

「なんで俺を見てんだよ？　一緒にやりゃいいだろ？」

「俺たちが面倒なことをやる必要がどこにある。主人公体質であり〝チートの権ごん化げ〟であるお前のことだ。確実に刻印を持っているだろうから、さっさとやってしまえ」

　和泉が問答無用でやらせようとする。というのも修は運動神経抜群、一応は勉強もできるし顔もイケメンで『何かを持っている』と思わせる雰囲気を醸かもし出している。

　若干オタクなのが全てをぶち壊しているが、それでも言ってしまえば修は紛まごうことなき主人公体質だ。なので優ゆう斗とや卓たく也や、和泉いずみは自分たちの中で誰をリーダーとして中心に動いているか、と問われれば間違いなく修しゆうと答える。

「しゃーねーな。出なかったら何か奢おごれよ」

　ぶつぶつ言いながらも、修は右手の甲に力を込める。そして勇者の刻印は──あっさりと浮かび上がった。当然の結果といえば当然の結果なので、修以外の三人は驚きを示すことすらしない。優斗は修を手の平で示しながら王様へ結果を報告した。

「勇者の刻印を持っているのは彼、内うち田だ修という者です。他の三人──宮みや川がわ優斗、佐さ々さ木き卓也、豊とよ田だ和泉は何の力も持っていない異世界人ということになるのですが……どうすればよろしいでしょうか？　元の世界に戻されたりするのでしょうか？」

「……重ね重ね申し訳ないが召喚は一方通行であり、元の世界に帰す方法は現在に至っても確立されていない。しかし異世界の者たちは皆、基本的に優れた能力を持つはずだ。勇者の刻印がなかろうとな。そして勇者の年齢が若いということもある。出来れば友人である君たちが勇者を支えてくれると助かるのだが」

　ここで帰れない宣言が来た。もちろん優斗としても修を残して元の世界に帰ることは考えていなかったし、全くと言っていいほどショックは受けていない。

　しかも勇者の刻印とやらがなくてもチートがあることも判明した。優斗が視線で卓也と和泉に王様の発言に乗っていいか確認を取ると、すぐに頷うなずきが二人から返された。

「そのご提案に乗らせていただこうと思います。彼を一人にするのは心配だったもので」

　と、ここで確認し忘れていたことに優斗は気付く。今のところは修が勇者をやる、といった方向性で会話をしていたが、肝心な本人に確認を取ることを忘れていた。

　どうせ返答は決まっているけれど、一応は確認しておく。

「そういえば修、お前はこの国の勇者になるんだよね？」

「ん？　まあ、勇者やったほうが楽しいだろ」

　分かりきっていた答えをあっけらかんと言われ、優斗が苦笑した。

「というわけで、よろしくお願いいたします」




　王様と一応の話が終わると、傍らにいた王女様が優斗たちのところまで寄ってくる。

「貴方あなた様が新しい勇者様なのですね！」

　美しく長い金髪。吸い込まれそうな碧へき眼がん。そして均きん整せいの取れたプロポーションを持つ王女様。まるで絵本から出てきたような彼女は、修の手をしっかりと握った。

「わたくし、王女のアリシア＝フォン＝リライトと申しますわ。アリーとお呼び下さい」

　修の手を握りながら、他の三人にも頭を下げる。

「皆様もよろしくお願いいたしますわ」

　挨拶されたと同時に優斗、卓也、和泉の頭に直感が過よぎった。












　早速、修しゆうはフラグが立っているんじゃないか、と。

　勇者の刻印を持つイケメン勇者。召喚した国の王女である美少女。

　テンプレ展開と思うには十分過ぎるだろう。卓たく也やが優ゆう斗との肩をトントン、と叩たたく。

「どう思う？　オレはフラグが立ったと思う」

「僕も同感。立ったと思うには十分なやり取りだよね」

　二人はニヤリと笑みを浮かべる。しかし和泉いずみが僅わずかに眉を下げて、

「だが王女様に修を攻略できるのか？　あいつを攻略するのは、至難という言葉さえ簡単に思えてしまうほどだ」

　和泉が身も蓋ふたもないことを言う。全員、リアルで恋愛などしてきていないし、彼女や恋人などいたこともない。修に至っては恋愛に興味があるのかどうかすら怪しいほどだ。

「お前ら、なに喋しやべってんだ？」

　男三人で密談していると、修が王女様に話し掛けられている合間を縫って訊きいてくる。

「修は気にしないでよ。どうでもいい話し合いだから」

　優斗は手を横に振りながら、王女様の相手は修に任せることにしようと決めた。

　むしろ一応の話が終わっただけであって、王様へ訊かなければならないことは多い。

「僕は話を詰めてこようと思う。王様、よろしいでしょうか？」

　確認するように尋ねると、素直に了承して貰もらった。ついでに卓也か和泉のどちらかを連れて話を聞こうと優ゆう斗とは考えていたのだが、揃そろってお見送りをしてくる。

「オレたちはゆっくりしてるから、後は頼むな優斗」

「俺は修しゆうと王女様とのやり取りを楽しむつもりだ。王様との話し合いは任せた」

「……お前たちも来てよ」

　と言いつつも優斗は素直に諦めて、王様と今後のことについて話し合うことにした。




　数時間後。あらかた話し合いが終わり、優斗は修たちがいる客室へ送り届けられる。そして部屋に入ると、ベッドの上でのんびりしている三人に話し合いの結果を報告し始めた。

「とりあえずは分かった状況と決まった現状を最初から確認していこう」

　まず自分たちは異世界に来た。そして王様に修が勇者と認定された。

　優斗たちは彼をフォローするためにこの国へ残る。

「ここまでは修たちもいた場所で話したこと。それで、ここからが追加情報だよ」

　自分たちは年齢が若いことから魔法学院に通うということ。寝食はその学院にある寮を使うこと。異世界人というのはやはり目立つらしく、基本的に隠したほうがいいこと。

　まあ、どこにでもあるような異世界物語の流れではあるが、その中で修は一つの単語に大きく頷うなずきを見せた。

「やっぱ魔法もあるってのは、さすが異世界って感じだわな」

「異世界のデフォルトみたいなものだけど、実際にあるって聞くと感慨深いよね」

　ゲームやアニメでしか存在せず、実際にはあり得なかった魔法が使える。

　しかも後少しで実感できるとなれば、少々興奮しても仕方ないことだろう。

「後はバッドニュース？　なのかは判断できないけど、王様と話していて分かったこと。僕たちって向こうの世界で死ぬ直前だったみたい」

「「「……はぁ？」」」

　優斗の想定外な話にハテナマークを灯ともす三人。いきなり死ぬ直前だと言われて、はいそうですかと理解できる人間はそうそういない。

「さっき王様に訊きいたんだよね。『召喚される人って偶然で選ばれるんですか？』ってさ。そしたら基本的に異世界の人間が召喚される条件って『死にそうな者』らしいんだよ。つまりはこっちに来ても問題ない人が、この世界へ召喚されてるっぽい」

　何な故ぜそのような条件が付ふ随ずいしているのかは王様も分からないらしいが、今まで召喚された者は総じて『死にそうな者』だったらしい。

「少なくともスキー旅行に行く状況で僕たちが死のうとするわけがない。そして僕は召喚される直前に揺れる感覚があったことを覚えてる。これって召喚されてるからこそ揺れてると思ってたけど、実はあれってバスが横転しただけなんじゃないかなって考え直した」

　召喚される際に感じる目眩めまい……だと優斗は思っていたが、実際は全然違ったらしい。

「たぶん、僕たちって元の世界だと死亡扱いだよ」

　おそらく向こうでは大惨事として、ニュースで大々的に報道されていることだろう。

「まさしく死ぬ瞬間だった修しゆうが召喚されて、僕たちは固まって寝てたから巻き込まれてこっちに来た……というのが僕の予想」

「なるほど。要するに修様々ということか」

　和泉いずみが端的に述べる。つまるところ修が主人公体質だから異世界召喚されたわけだ。

　何な故ぜか自慢げに胸を張る修だが、和泉は優ゆう斗とに改めて問い掛ける。

「しかし、だ。優斗に修、それは〝どこまでが本当のこと〟だと思っている？」

　不意に真面目な話になり、卓たく也やも少しだけ身体が強張る。

「確かに気になるところではあるよな。簡単に信じられる状況でもないし」

　はいそうですか、と何も疑うこともせず信用出来るような展開でもない。

　だからこそ和泉は問い掛けた。彼らの判断ならば、間違いはないと断言出来るから。

「……そうだね。少なくとも王様は噓うそを吐ついている感じはしない。あくまで見ている通りの感情は持っているみたいだね。僕たちに対して『召喚して申し訳ない』と思っているのもね。修はどう？」

「信用してもいいと思うぜ。王女様と話したけどよ、どうにも悪い感じはしねーから」

　二人の感想に卓也と和泉が肩の力を抜いた。

「お前たちがそう言うなら、別に気にする必要ないってことだな。変に重い展開とかになるのは嫌だからよかった」

「俺は少し楽しみにしてはいたんだが。内政に巻き込まれる、というのも乙だろう」

「……和泉。オレはそんなもの楽しめない。心臓に悪すぎる」

　げんなりした様子の卓也に、優斗が肩を震わせて笑った。

「他にも異世界人っているらしいし、他国に召喚されていたらあったかもね」

　いきなりの発言に、思わず優斗以外の三人が目を丸くした。

　優斗は笑みをさらに濃くすると、自分が得た面白い情報を伝え始める。

「召喚陣、少なくとも二桁はあるらしいよ。修以外の異世界人勇者も三人いるし、ご当地勇者も四人いる。勇者って計八人いるんだってさ」

「何だよ、それ。幾いくら何でも多過ぎじゃないのか？」

　卓也はあんぐりと口を開ける。和泉も自分の知っているファンタジーとかけ離れていることに、意外だと言わんばかりの表情を浮かべた。

「基本から外れ過ぎてやしないか？　俺たちのように巻き込まれて召喚される作品に覚えはあるが、召喚陣がたくさんある作品というのはあまり記憶にない」

「それがこの世界の異世界人召喚ってことなんだと思うよ。いつか会うこともあるんじゃない？　特に異世界人の勇者とかはね」

「かもしんねーな。俺も同じ勇者なんだしよ」

　修しゆうとて異世界人の勇者という枠にいる以上、出会う機会はありそうだ。

「あっ、一応だけどお前らに訊きいておくとすっか」

　すると修が軽い調子で三人に声を掛ける。

「元の世界に戻れないって話だけどよ。『戻りたい』って奴はいんのか？」

　念には念を入れて確認しておく。普通なら誰もが元の世界に戻りたいと言うだろう。

　けれど自分たちは違う。そんなことを思えるような集まりではない。

　案の定、優ゆう斗とが肩を竦すくませて笑い飛ばした。

「お前たちと一緒にいるんだから、僕が『戻りたい』なんて言うわけがない」

　あの世界は宮みや川がわ優斗にとって、碌ろくでもない世界だ。

　不条理で、情など唾だ棄きすべきもので、親だろうと親族だろうと誰一人信じることは出来ず、信じてはいけなかった世界に誰が望んで戻りたいと言うものか。

　卓たく也やも当然とばかりに首を横に振った。

「オレだって同じだよ。修も優斗も和泉いずみもここにいるのに、あんな親がいる世界に戻りたいと思うバカにはなれないって」

　佐さ々さ木き卓也にとって、元の世界は決して優しかったわけではない。

　理不尽な痛みや不当な傷を与える存在がいる世界に帰る理由は何一つない。

「俺も同様だ。帰るための理由も意味も存在しない」

　そして豊とよ田だ和泉にとっては元の世界に戻ることなど、何ら興味がない。

　孤独を味わった世界に対して、何の理由があって戻る必要があるのか見出せない。

　だから和泉は皆を見て、自分たちにとって絶対の真実を口にした。

「俺が大切にしている〝家族〟はお前たちだ」

　親族というわけじゃない。血は繫つながっているわけでもない。同じ家に住んでもいないし、周囲の誰もが友人関係なだけだと言うだろう。それでも四人にとっては関係なかった。

　自分たちは間違いなく──家族だ。たった四人、親も誰もいない状況だとしても、唯一信頼し合えるからこそ特別な絆きずながある。

「まあ、家族丸ごと異世界に来て文句言う奴は俺らの中にいねーわな」

　内うち田だ修にとっても、それは変わらない。優斗たちと一緒にいるからこそ、自分の居場所がここにある。そう思っているのだから。

「僕たちにとって大切なものが全てある。だったら帰る必要なんて一切ないし、戻れないとしても関係ないよね」

　優斗は柔らかい表情を浮かべ、面倒な話は終わりとばかりに大きく伸びをした。

「大体の話は片付いたし厄やつ介かいな確認も済んだけど、他に何か聞きたいことある？」

　穏やかな声音で問い掛けてみると、修が手を挙げた。

「そんじゃあ、質問。魔法って簡単に使えんのか？」

　今、自分たちが一番興味を持っているのは魔法のこと。

　しかもチートが付ふ随ずいしているとなれば、興味を持って当然の代物だ。

「簡単に使えるみたいだよ。簡易的なやつなら、どんな人でも魔法は使えるみたい」

　優ゆう斗とが答えると、続いて和泉いずみが部屋の中にある書棚を指差して問い掛ける。

「会話は大丈夫だったが、文字はどうだ？　さっき一冊取って読もうとしたが無理だった。何か特殊な魔法で読めるようになったりするのか？」

「残念だけど、そんな魔法は存在しないっぽいよ」

「……優斗。それは俺たちに文字を覚えろということか？」

「そういうことなんだけど、たぶん大丈夫だと思う」

「何な故ぜだ？」

　和泉は独学で覚えられる自信はない。授業で習っている英語であればどうにかなりそうなものだが、全然違っている。理解不能の文字に対して、どう対処するのだろうか。

「王様が僕たちのために一人一人、家庭教師を付けるって言ってたから」

　確かにマンツーマンで教えて貰もらえるのはとても助かるし、優斗としても断る理由はなかったので提案には素直に乗らせて貰うことにした。

「今のところ決まってるのは修しゆうの家庭教師だけ。他三人は明日中に王様が決めて、明後日あさつてに顔合わせする手て筈はずになってるよ」

　さらっと優斗が一つの決定事項を言うと、修だけはつまらなそうに眉を寄せる。

「何で俺だけ決まってんだ？」

「僕が『王女様でいいんじゃないですか？』って言ったから」

　修とのやり取りを見ている限り、彼女に邪気も悪意も敵意もないことは優斗も把握済み。

　しかもフラグが立った疑惑もある。だとしたら面白さを求めても問題ないだろう。

「修は王女様が家庭教師になって、何か困ることでもあるの？」

「ん～……いや、別に何か困るのかって言われたら何も困んねーよ」

「だったら別にいいでしょ。王女様が家庭教師でさ」

　修的には何か釈然としないが、とりあえず優斗がくすくすと笑っていることから遊んでいることだけは理解できた。

「一人だけ決まってるのはつまんねーけど……まっ、別にいいか。それよりも明日の予定はどうなってんだ、優斗？」

「明日は学院に通うための制服の採寸とかあるからね。起きて朝食を食べたら王様のところに向かうよ」

　なのでそろそろ寝ておいたほうがいい、と優斗が言うと三人は素直に頷うなずいた。

「そんじゃ、今日はこんぐらいで寝とくとすっか」

　そして修しゆうの合図で四人がベッドで横になる。

　今日は色々なことがあったからか、すぐに四人から寝息が聞こえ始めた。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　異世界に来てから二日後。昨日も服の採寸だったり何だったりと忙しかった優ゆう斗とたちは今日、家庭教師と対面するためアリーに連れられて城の一室へと集まっていた。

　長テーブルに修、優斗、卓たく也や、和泉いずみの順に座る。

「どんな人が来るんだろうね？　僕は正直、楽しみにしてるんだけど」

「ざます、とかいう家庭教師が来なければ誰でもいい」

　絵に描いたような人物だけは勘弁だと和泉が言う。卓也も自らの願望を口にした。

「オレは優しそうな人がいい。怖い人だと心臓に悪いから勘弁願いたいな」

「和泉も卓也もいいよな。俺だけその楽しみが全くねーし」

　修がつまらなそうに口を尖とがらせる。

　だが対面にいるアリーが僅わずかに悲しそうな顔になったので、慌てて弁明した。

「べ、別にアリーが嫌とか言ったわけじゃねーからな」

「それならいいのですが……」

　あまり納得いっていない様子ながらも、アリーは表情を切り替える。

「家庭教師は同じ学院、同年代で信頼できる貴族の学生ですわ。学院生活では何かしら不便なことが多いと思いますから、そのサポートも兼ねています。何か分からないことがあれば、遠慮なくおっしゃって下さい」

　そして扉に向かって合図を送る。傍そばに控えていた侍女が扉を開けると、しっかりとした足取りで優斗たちと同年代の少年少女が制服姿で入ってきた。

　各々が担当する異世界人の対面で立ち止まると、アリーが一人ずつ紹介を始める。

「まずはフィオナ＝アイン＝トラスティ。彼女はユウト様の家庭教師となりますわ」

　艶やかな黒髪が背中まであるストレートヘアー。出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでいるモデルのようなスタイル。あまり日本人のような体型ではないが、大和やまと撫子なでしこを連想させる和風の美少女だった。

「よろしくお願いいたします」

　ただ、表情があまり動かない。ほとんど感情を表に出さないタイプなのかもしれない、とも優斗は感じた。

「続いてココ＝カル＝フィグナ。彼女はタクヤ様の家庭教師となります」

「あ、あの、よろしくお願いします」

　同年代の少年少女と比べると、かなりちんまりとしている。が、栗色のショートカットと愛らしい瞳が身長と相まって可愛かわいらしさを引き立てていた。卓たく也やも同年代では少し小さいほうだが、それでも彼女と並べば実際の身長より大きく見えるだろう。

「最後にクリスト＝ファー＝レグル。彼はイズミ様の家庭教師となります」

「よろしくお願いします」

　キラリ、と白い歯を見せて微笑ほほえむクリスト。

　何というか、さわやかな金髪の王子様が絵本から飛び出てきたようだった。

「……何な故ぜだ」

　すると突然、和泉いずみが声を震わせる。いきなりのことに面を喰くらう家庭教師陣だが、和泉はもう一度、同じことを口にした。

「何故なんだ？」

「あ、あの、イズミ様？　その、わたくしたちが選んだ方々に何か不都合なことがあったのでしょうか？」

　アリーが狼狽うろたえてオロオロし始めた。

　家庭教師三人もどうしたのか、何か自分たちに粗そ相そうがあったのかと不安が生まれる。

　だが優ゆう斗とたちは和泉が何を言いたいのか分かったので、とりあえず代表して隣にいる卓也が頭を叩たたいた。そして優斗が小さく頭を下げる。

「気にしないで下さい。自分だけが男の家庭教師だったので、何故『女の子』じゃないんだと思っているだけですから」












　異世界情報の媒体など二次元しか存在しないが、それでも情報は情報だ。

　しかも修しゆう然しかり、優ゆう斗と然り、卓たく也や然り、ちゃんと美少女が家庭教師になっているというのに、何な故ぜか和泉いずみだけが王子様系イケメン。

　和泉も別に家庭教師は美少女がいい、というわけではない。ただ単にテンプレと違うので納得いかなかっただけだ。

「特にそちらが何かをしたわけではありませんから、問題ありませんよ」

　優斗が和泉の態度など気にするな、といった体でフォローした。アリーはほっとして、

「それならばよろしいのですが……」

「よろしくない！　何故、何故俺だけがこんなイケメン家庭教師なんだ!?」

　頭を叩かれた和泉が勢いよくテーブルに手を打ち付ける。クリストも褒められているのか貶けなされているのか分からないので、曖あい昧まいな表情を浮かべるしかない。

　アリーも同様に曖昧な表情を浮かべながら返答する。

「何故、と申されましても……信用に足りうる方を選別した後、一番良い相性のペアを作っただけなのですわ」

　だから正直、変更させるにしても難しいものがある。

「なるほど。ちょっとした興味なんですが、どのように作られたのですか？」

　優斗が問い掛けると、アリーは素直に答える。

「我が国の宮廷占い師によって相性診断をして貰もらいましたわ」

　リライト王国の一番偉い占い師が行ったことなので間違いはないと思いますわ、とアリーは付け加えた。優斗は説明に対して感謝の意を述べてから、和泉に向き直る。

「そういうわけらしいから、和泉も諦めたほうがいいよ。別に男が嫌ってわけじゃないんだから、これ以上の面倒な発言は許可しないからね」

　優斗が窘たしなめ、隣に座っている卓也が落ち着けるために和泉の肩を優しく叩こうとする。

　しかし和泉は明後日あさつての方向へ発想を転換させた。

「いや、待て！　イケメンなのだから女装をすれば──ッ!!」

　トンチンカンな発言をしようとした和泉を、卓也が椅子ごと蹴り飛ばした。

　座っていた和泉が椅子から投げ出され、地面へ這はいつくばるように崩れ落ちる。

「…………」

　あまりにとんでもない光景を目にして、理解の範はん疇ちゆうを超えたアリー以下家庭教師三人。

　優斗は和泉が復活しないのを見届けてから、何もなかったかのように言葉を続けた。

「相性のことについては理解しました。こちらとしても色々と教えていただく立場です。何かと問題は多いかとは思いますが、よろしくお願いいたします」

　慇いん懃ぎんに優斗が頭を下げる。それに倣ならって修と卓也も頭を下げた。

「え、えっと、その……いえいえ、わたくしたちこそ勇者様御一行に粗そ相そうがないように気を付けますので……」

　言いながらもアリーはちらっと和泉いずみを見た。あれは大丈夫なのだろうか、と。

　フィオナもココもクリストも、視線だけは崩れ落ちた和泉の姿に向けられている。

　けれど優ゆう斗とは爽やかな笑みを浮かべて、

「皆様も和泉については気にしないで下さい。クリスト様もあんなのが生徒では苦労すると思いますが、是非とも見捨てないでいただけると助かります」

「いえ、見捨てることは絶対にしないのですが……。それに、そもそもリライトにおいて皆さんは自分たち、貴族よりも上の立場です。ですから丁重に扱わせていただくことが重要だと自分は思っています」

　クリストが畏おそれ多いとばかりに優斗の発言を否定する。

　しかし、それだと本当に疲れるだろうと優斗は思っているので首を振った。

「そんなそんな。和泉を含めて僕たちをそんな風に扱っては駄目です。ぞんざいに、テキトーにあしらう術すべを持って下さい。でないとストレスになってしまいます」

「だな。テキトーにやってくれねーと、お互いに疲れちまうだろ」

「その通り。礼儀正しく接せられると困るよな」

　修しゆう、卓たく也やと異世界組は異論ないと頷うなずく。

「僕たちが生徒なのですから、貴族である皆様から丁重に扱われても困ります」

　こちとら日本で言えば一端の平民だ。クリストから自分たちの方が立場として上、と言われたところで実際の学院生活では矛盾が生じる。

「僕たちとしましても、異世界から来たことを基本的には隠して過ごすことになっています。皆様に丁重に扱われると訝いぶかしむ人がいると思いますよ」

　優斗に反論されて、困ったような表情をアリーたちは浮かべた。先ほどクリストが言った通り、異世界人は最高級の客人であり、貴族よりも位が高い方々だ。

　だからこそアリーは彼らの反論を容易に認めることは出来ない。

「ですが──」

「あ～、もう、やめやめ!!　丁寧過ぎる言葉は駄目！　面倒なの禁止！」

　すると修が停滞しそうになった空気をぶった切る。これ以上は同じことの繰り返しだ。

　どうせ解決なんかしないし、時間を消費するだけで無駄にしかならない。

「同年代で同じ学院の生徒、それ以上でもそれ以下でもなし！　だから面倒なことは置いといて気楽に行こうぜ！」

　そして問答無用とばかりにパパッと自己紹介をする。

「俺は内うち田だ修。勇者の刻印とかあって、この国の勇者をやることになった。こいつらからは残念リーダー扱いされてる。修って呼んでくれ、よろしく！」

　大きな声で胸を張って言い切る修しゆう。

　突然のことにポカン、とした表情を浮かべたのは家庭教師たち。彼女たちの呆ほうけた反応はあまりにも場面相応で、それ故に優ゆう斗とと卓たく也やは大きな声で笑った。

　そう、これが修だ。シンプルな考えが彼の真しん骨こつ頂ちようであり美徳。

　だから二人とも修が強引に作った流れに乗っかった。

「続いて佐さ々さ木き卓也。料理が得意なので、この世界の料理を作れるように頑張ろうと思う。卓也って呼んでくれると嬉うれしいな」

「さらに続けて宮みや川がわ優斗。本とかに興味があるので、早く読めるようになりたいと思います。優斗と呼んで下さい。皆さん、よろしくお願いします」

　ついでに優斗は右手で和泉いずみを示す。

「倒れてるのが豊とよ田だ和泉。バカ。以上です」

　簡潔に和泉のことを説明する。そして異世界人三人の注目は家庭教師陣へと向いた。

「では、そちらも改めて自己紹介をお願いします」

　優斗がアリーから促す。流れるようなやり取りに困惑し固まる隙さえなく、アリーも慌てながら自己紹介を始めた。

「ア、アリシア＝フォン＝リライトです。この国の王女ですわ。アリーと呼んで下さい。後は、お、お友達募集中ですわ！　次、フィオナさんお願いしますわ」

　フィオナも表情を微かすかに動かして驚いたが、素直に続ける。

「私はフィオナ＝アイン＝トラスティです。趣味は……しいて言えば読書でしょうか。ココさん、お願いします」

　次いで振られたのはココ。前の二人と同じように驚きながら彼女も答える。

「わ、わたしはココ＝カル＝フィグナです。ココと呼んで下さい。目標は身長を後一○センチ伸ばすことです。よ、よろしくです！　最後はクリストさんです！」

「クリスト＝ファー＝レグルと申します。クリス、と呼んでいただけると助かります。どうぞよろしくお願いします」

　爽やかな笑顔を浮かべるクリス。一応ではあるが、全員の自己紹介が終わった。

　無茶苦茶にも程がある自己紹介の流れではあったが、変に固い空気がなくなったのは僥ぎよう倖こうだ。修は満足したので大きく頷うなずく。

「そんじゃ、せっかくだしよ。この世界の簡単な授業を頼むな」




　修のお願いに沿って、最初にアリーが簡単な世界史を始める。

「まず、この世界は『セリアール』と呼ばれています。三つの大国を中心として大小様々な国が存在しており、その全てが基本的に不可侵条約で結ばれていますわ。シュウ様たちがいるのは大国の一つ、リライト。この世界では珍しい四季というものが存在する国です」

「春夏秋冬があるってことか？」

　修しゆうが口を挟む。どうやら自分たちが住んでいた国と大した違いがないように思える。

「そうですわ。季節折々の風景を見ることができるのは、旅人にとって絶好の観光になります。なので長期滞在者が多いのも特徴ですわ。そろそろ春真っ盛りになりますので、桜などが見頃になります」

　そして元の世界とセリアールは日時の誤差も少ないらしく、三月の終わりに召喚された修たちは同じく三月の終わりにセリアールへと到着したようだ。

「また、月や日数など時間の刻み方に関してもシュウ様たちの世界と同一になりますわ」

「へぇ～。つまり向こうとこっちで、あんまり違いがない……ってことか？」

「はい。その通りですわ」

　一年は三六五日であり、一日の時間も変わらないので大きな違和感はないはずだ。

　特にリライトは修たちがいた国と同じ気候をしているとアリーは聞いたことがあるので、他国に比べればとりわけ順応は早いのではないかと考える。




　次にクリスがお金の説明をした。

「この世界の通貨は『エン』となっています」

「円？」

　和泉いずみが聞き返し、聞き覚えのある単位に物珍しそうな顔をした。

「少し発音に違和感がありますが、その通りです」

「……ふむ。クリス、何な故ぜ通貨の名称が『円』なんだ？」

「異世界人の勘定方法から始まった、という風に自分は聞いています。同じように異世界人からの知恵は、色々なところに活かされています」

　セリアールは異世界人の恩おん恵けいが多々、存在する。電化製品などは存在しないものの、似たようなものが情報として伝わり魔法具へと成り代わっているからだ。

　召喚される前の世界では物理学や化学、科学が発達したからこその建物や便利品が多々あるが、この世界では魔法がそれに準じた発達を見せている。家の明かりなどもスイッチでオンオフ出来る電球に似通っていて、魔力を込めることによって明かりが灯ともされる。

「なるほど。つまりは電気の代わりに魔力があり、電化製品の代わりに魔法具がある。そのように考えることも出来るか」

　世界が違っても、技術の発達具合が物によって差はないのだから面白いと和泉は内心で笑う。よくある展開だと異世界は技術が遅れているから、知識でかなりの無双が出来るものだが、セリアールではそうでもないらしい。

　けれど挑む価値がある、と和泉はニヤけた。今まで自分が得てきた知識とこれから知っていくセリアールの知識。この二つを掛け合わせて誰もが想像出来ないことを創り出す。

　科学好きな自分だからこそ、やってみたいと心底思った。




　さらにココが学院の存在理由を簡易的に教える。

「この世界には魔物というものが存在します。えっと、魔物はランク付けされていて、ランクが高いほど怖い存在になります。討伐するには王国の兵士団や騎士団、他にもギルドがあります。わたしたちの学院に通っていた卒業生は、大体が兵士団に入るか冒険者となってギルドの依頼をこなし生活を送っています。また貴族や王族は優秀な血を集める傾向があるので、魔法を扱う素そ養ように長たけた人が多いです。なので自衛を覚えたり交友を作ったり、また家を継がない人たちは騎士を目指したりと色々な理由で入学してるんです」

　これに関してはオーソドックスだと卓たく也やは思った。しかも詳しく訊きけば魔物はランク付けで強さが設定されており、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅといった順に強い仕様。

　だからこそ卓也は諦めの境地に達する。

「……やっぱり魔物とかいるし、ランク付けされてるんだな」

「はい。あっ、でも普段は絶対に関わらないです！」

　ココが取って付けたように加えるが、卓也は遠い目をした。絶対に関わらない、などあり得ない。特に強い魔物は半年以内に確実に出会ってしまうだろう。

「納得はしたくないけど、いつかは絶対に戦うことになるよな」

「ど、どうしてです？」

「修しゆうとか和泉いずみとか修とか修とかがいるから、意気揚々とバトルするに決まってる」

　こんな面白そうなことない、と言って大笑いしている修に連れて行かれる未来が簡単に想像できてしまう。何度も名前を口にしたように、修は面白いことが大好きだからこそ魔物なんてファンタジーな生き物がいたら、確実に目を輝かせて会いに行く。




　次にフィオナが魔法や文字の説明を行った。

　渡された紙に書かれてある文字の解説を聞いて、優ゆう斗とが目を瞬またたかせる。

「文字は基本的に僕たちがいた国の平仮名と片仮名を崩して合わせたもの、と考えたほうが早いのかな。しかも英字っぽいのまであるとか、本当にご都合主義っぽい展開だね」

　もちろん文字としては違うものの、感覚的に似ているものがある。

「分かりやすい。これなら近いうちに覚えられそうだね」

　おそらく数日のうちに習得できるだろう。

　ほっと安心した優斗に、フィオナはもう一つの説明を始めていいか尋ねる。

「続いては魔法についてですが、始めてもよろしいでしょうか？」

「お願いします」

　優斗が頼むと修、卓也、和泉も乗り出して耳を傾けた。

　目もつ下か、彼らが一番楽しみにしているのは魔法だ。わくわくした感情が抑えられない。

　フィオナは乗り気な優ゆう斗とたちに疑問を抱きつつも、涼しげな声で魔法の説明を始める。

「僭せん越えつではありますが、魔法についてお話しさせていただきます。まず初めに魔法は基本四属性──火、水、風、地となっています。そこから氷や雷など様々に派生していき、多種多様な魔法が存在します。大抵の人は属性によって得手不得手がありますが、日々の生活を行う際には特に気にする必要はないと思います。また精霊術というものも存在しますが、こちらは使い手が少数な上に皆さんが触れる機会は少ないと思いますので、今回は割愛させていただきます」

　そして、とフィオナは続ける。

「皆さんが通うリライト魔法学院では座学もありますが、実技は魔法や体術の授業を行います。どんな者でも最終的には中級魔法を二つ、ないし三つ以上使えるようになること。初級攻撃魔法の幾いくつかを詠唱破棄できるような魔法士になることを目標とします」

　ざっとした説明のため、理解できないものも多かった。優斗が手を挙げて質問する。

「魔法は威力によって階級が分かれているんですか？」

「はい。初級、中級、上級、神話となっています。上級魔法を使えるとなると、兵士団やギルドで重宝されます。また神話魔法は世界でも数人しか使えない、凄すさまじい威力を持つ魔法だと考えて下さって結構です」

「では詠唱破棄というのは？」

「魔法は言葉だけによって発動する、というわけではありません。言葉が意識を作り、イメージを呼び、定型された魔法陣を作り出して魔力を送り込み魔法が発動する、と言われています。言葉は魔法を使う上で一番簡単なツールということです。つまり詠唱というのは、魔法を使うにあたって万人が共通してイメージを持てる『世界から定められた文言』だと考えて下さい。詠唱破棄とは、その簡単なツールを手放して魔法を使え、ということです。とはいえ、詠唱せずに魔法を行使すると大抵の人は威力が落ちますし、そもそも実力がなければ詠唱破棄することは不可能です」

　ただし、とフィオナは補足を忘れない。

「これはあくまで上級魔法に関してまでです。神話魔法は詠唱が言こと霊だまに成り代わり、言霊によって『世界からの制約』という枷かせを外し、神の如き魔法を呼び出します。つまり神話魔法からは詠唱──言霊を言い切る必要がある……らしいです」

「らしい、というのは？」

「私も実際に見たことはないので、教科書の記述をそのまま言わせていただきました」

「了解です。ご説明、ありがとうございました」

　属性によって得手不得手があったり威力による区分けなどがあったり、魔法というものにおいてはマンガやＲＰＧに似ている部分があるのだろう。

　レベルやステータスが上がれば上級魔法が使えるようになるのだろうし、高レベルまで行けば神話魔法とかいう秘奥義っぽいものが使える、ということ。

　とはいえ安易にゲームと混同させるのは駄目だろうな、と優ゆう斗とは思う。

　──単純といえば単純だけど……ゲームじゃなくて現実だから、決まった経験値を得られるわけでもないし、そもそも何が使えるのかも分からないんだから、単純に上う手まくいくものじゃないかもしれないね。

　実際はステータス画面なんて出てくるわけもなく、現実では経験値なんて数値で示されず曖あい昧まいでしかないのだから。




　最後にアリーが皆をリライト城の敷地内にある訓練場まで連れて行く。

「せっかくなので簡単な魔法を使ってみましょう」

　優斗たちが凄すごく興味を持っていたので、実際に使って貰もらうことにしたのだ。

「皆様、どちらの手でもいいので人差し指をまっすぐ立ててイメージして下さい」

　アリーに言われた通り優斗たちは右手の人差し指を立てる。

「大きな火が指先にあること。そして大きな火が纏まとまっていき、段々と指先に集まる」

　説明している彼女の指先が僅わずかに陽炎かげろうのように揺らめいた瞬間、小さな火が生まれた。

「魔法陣すらも浮かびませんが、これが魔法というものですわ」

　四人とも、立てた右手の人差し指に集中する。

　すると全員の指にもアリーと同じように指先から小さな火が出た。

「おお、いきなり火が出たぞ！　すげーな、これが魔法なのかよ！」

「なんか不思議だな。こんな簡単に出来るなんて思わなかった」

「これは面白い。どのような原理で火が生まれているのか、非常に気になってくる」

「火だっていうのは分かるけど、指先が熱くないから変な感じがするね」

　修しゆうが感動し、卓たく也やが不思議がり、和泉いずみが愉快そうな顔をして、優斗がマジマジと指先の火を見る。思いの外、簡単に全員が魔法というものを使えた。

「なんつーか、あれだ。向こうの世界で目を瞑つむったら〝気〟を操れそうな気分になったけど、それがマジになった感じだな」

　懐かしそうに修が呟つぶやく。小学校低学年ぐらいの男の子なら、大抵が身に覚えがあるかもしれない。手や指先に集中すれば〝気〟を操っているような気分になって、光線やら何やら出せそうだと思うこと。それがこっちでは現実として出来ている。

　次いで優斗たちは初級の攻撃魔法などを習い始めた。

　異世界の人間の能力が高いというのは本当らしく、初級の魔法も簡単に使えた。

「アリーさん。一応は僕たち、初級魔法までは使えるようになりましたけど、このまま中級魔法も試していったほうがいいですか？」

　優ゆう斗とが質問すると、アリーは考えた仕草を見せた後に首を振った。

「いえ、学院で魔法を使う分には最低限、これだけで十分ですわ。後はそれぞれの家庭教師と相談しながら、魔法を覚えていったほうがいいと思われます」

　特性や才能に違いがあるから、ここから先は別々のほうがいい。

　なるほど、と優斗は頷うなずいて再び質問する。

「ちなみに皆さんはどのレベルの魔法まで使えるんですか？」

「わたくしは基本四属性の上級魔法を使えますわ」

　これはアリー。次いでココ、フィオナ、クリスの順に答える。

「わたしは地と水の上級魔法を使えます」

「私は風と水なら上級まで扱えます」

「自分は火と地は上級まで大丈夫です」

　つまりは家庭教師全員が重宝される上級魔法の使い手だということ。

　思わず異世界組も彼女たちの凄すごさに驚いてしまった。

「僕たちもいずれは上級魔法を使えるようになるのでしょうか？」

　優斗がチートによってどこまで魔法行使能力が底上げされているのか質問する。

　アリーは再び考えた仕草を取ると、

「やはり上級魔法を扱えるようになるには、相応の実力が必要とされるので何とも言えませんが……異世界の方々ですので、シュウ様以外でも二、三ヶ月ぐらいで使えてしまうのではないかと」

「ということは、修しゆうはもう上級魔法が使用可能だということですか？」

「はい。勇者様ですから大丈夫だと思いますわ」

　異世界人の勇者は、普通の異世界人と一歩目から違う。国を守って貰もらうために召喚したリライトの勇者は、他の異世界人よりも隔かく絶ぜつした能力を持っている。

　優斗は笑みを浮かべて、さすが修だと納得した。

「なるほど。やっぱり勇者は凄い、ということですね」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　そして優斗たちが異世界に来てから一○日後。大体の一般常識を習った彼らは、晴れて魔法学院へと編入することになった。








第二話






　無事にリライト魔法学院へと編入出来た異世界四人組。一週間ほど家庭教師にはつきっきりで教えて貰もらえていたのも、当時は春休みだったかららしい。

　クラスは三クラスあり、生徒の数は一クラス三○人ほど。異世界から来た四人をフォローするためにも、家庭教師含め全員が二年の同じクラスに固まった。

　ついでに優ゆう斗とたちは自己紹介で田舎から編入してきた、ということにしている。

　特に問題を起こすことなく始業式を過ごし、ホームルームも終わり、

「さて、と。それじゃ帰るとするか。長くいるとボロが出るかもしれないしな」

「だね。変に長居する必要もないと思うよ」

　卓たく也やと共に優斗も鞄かばんを持って席を立つ。まだ異世界の常識を詳しく知っているわけでもないので、たくさん勉強することがある。

　当然のことではあるが、いきなり問題を起こすわけにもいかない……のだが、

「アリー、クリス、ココ、フィオナ！　お前らも一緒に帰ろうぜ！」

　修しゆうが何も考えず同じクラスにいる家庭教師たちに大声で呼び掛けたことに、優斗は思わず額に手を当てた。

　──うわっ、やっちゃった。

　そして優斗の予想通り、教室がざわざわと騒ぎ始める。

『何、知り合い？』

『アリーって……アリシア様のことよね？　呼び捨てなんて何考えてるの？』

『王家や公爵家になんてぞんざいな口の利き方なんだ、あいつは』

　などなど、礼儀のなってない馬鹿扱いされる。しかも制服に煌きらびやかな装飾を施ほどこした男子が、二人のお供を引き連れて修に歩み寄ってきた。

「おい、そこの田舎者。王族や公爵家の者に対して口を慎つつしみたまえ」

「んなこと言われても……。つーか、お前は誰だよ？」

　ピクリと相手の眉が動いた。優斗が今度は手で顔を覆い、隣にいる卓也に確認を取る。

「怒るよね、あれだと」

「当たり前だろ。わざと喧けん嘩かを売ってるんじゃないかって疑うレベルだな」

　修の空気の読まなさに優斗たちは慣れている。なので、この後の展開も大体分かる。

　案の定、修に歩み寄っていった男子の眉が釣り上がった。

「わ、私を知らないのか!?」

「田舎者なんだから知るわけねーだろ。お前が言ったことじゃん」

　あまりに有名な貴族ではない限り、むしろ知ってるほうがおかしい。

　当然といえば当然である修の返答だが、この場においては最悪な返し方だ。

「私は貴族、パリーニュ子爵の息子であるラッセルだ！」

「で、そのパリ何ちゃら子爵の息子が何の用なんだ？」

「アリシア様たちに対して口を慎つつしみたまえ、と言ったのだ。王族や貴族に対して無礼だぞ」

「そんなもんはあいつらが決めることだ。お前に言われることじゃない」

　修しゆうはばっさりと切り捨てる。他人にとやかく命令されたところで聞くわけがない。

「そんじゃ帰ろうぜ」

　ラッセルの横を通り抜けて歩き出す修と、溜ため息を吐つきながら付き添う異世界組三人。

「お～い、お前らも行くぞ」

　ニッ、と屈くつ託たくのない笑みを修が浮かべる。アリーは少し顔を赤くし、ココは慌てた表情で、フィオナは無表情、クリスは苦笑しながら彼に従って歩き出す。

　後に残ったのは……怒りに顔を歪ゆがめるラッセルと、戸と惑まどった表情を浮かべるクラスメートだけだった。




　そして学院を出た八人は現在、リライト公園という国の中でも一番大きい公園の中にいる。緑生い茂る芝生の上には腕を組んでいる優ゆう斗とと、正座をしている修の姿があった。

　もちろん、登校初日に問題を起こしてくれた修を反省させるためだ。

「……なあ、優斗。俺はいつまで正座をしてればいいんだ？」

「もちろん、いつものように僕が許可したら正座やめていいよ」

「……了解」

　優斗に逆らえないのか、黙って正座を続ける修。

　けれど、さすがに可哀かわい想そうに思ったアリーが優斗に温情を求めた。

「あの、わたくしたちに害があったわけではありませんし、あのように接していただいて嬉うれしかったので、そろそろ勘弁してあげてはいかがですか？」

「アリーさん、温ぬるいです。修がやったことは確かにアリーさんたちにとって、褒められることではあります。しかし残念なことにその後の対応が最悪なんです。反省させるためにも正座は続行させます」

「で、ですがリライトの勇者であるシュウ様に正座をさせるというのは、なんとも畏おそれ多いというか……」

　あれこれ取りなそうとするアリーに対して、卓たく也やが何な故ぜか笑みを浮かべる。

「大丈夫だ。勇者の前に〝バカ二号〟である修だし、反省させられることは慣れてるよ」

　そして遠い目をしながら、今までにあったことを語る。

「懐かしいな、優斗。後先考えずに修が不良から女の子を助け出したら案の定、翌日に不良八人に囲まれたこと」

「そうだね、卓也。近くの海へ遊びに行った時、浮き輪に摑つかまって流されてる子供を見つけてロープも何も持たずに飛び込んでいったことが、今でも腹立つくらいに思い出せるよ」

　その他、あれやこれやとエピソードを列れつ挙きよしていく卓たく也やと優ゆう斗と。

　そのどれもが修しゆうによって引き起こされた出来事だ。

「そ、それってシュウさんがたくさん人助けをしてるってことです？」

　ココが頑張って修のフォローをしてみるが、実に見当違いだ。

「違いますよ。あいつが何も考えずにやるから周りが大変という話です」

「事件があって解決しようとするのはいいんだけど、その後が面倒なんだよ。主に優斗、次にオレが被害にあってるんだ」

　修の手に負えない状況になっているわけではないが、一緒にいるが故に巻き込まれて被害にあっている。

「不良に囲まれた時、とかです？」

　恐る恐るココが尋ねると、優斗が大きく頷うなずいた。

「ええ。あの時は修が四人、僕が三人、和泉いずみと卓也で一人を受け持ったんです。学校にばれたら停学になるんじゃないか、などなど考えて裏路地で潰しました。僕も厄やつ介かいなことがある度に『もっと考えて行動しろ』と言っているのですが、あいつも懲こりずに事を起こすので、何かやらかしたら正座させることにしているんです」

「まあ、やってることは良いことだから怒れないしな」

　とはいえ頭で考えないで反射的に行動を起こすので、反省ぐらいはして欲しい。

「で、ではイズミさんはどうなのでしょうか？　自分も家庭教師として、一応は伺っておきたいのですが……」

　今度はクリスが心配そうに話し掛けてきた。修がこの扱いなら、バカ一号である和泉はどうなのか、と。皆の視線が豪快に寝転んで昼寝している和泉に向く。

「大丈夫です。和泉は基本的に害がないバカですから心配しないでいいですよ。言動は頭のネジが一、二本ほどぶっ飛んでたりしますけど、ほとんど無害です」

「時折、修より酷ひどいのをやらかすけど、その時は罵ば倒とうして蹴りでもかまして延々と説教して終了って感じだな」

　優斗の簡単な説明と卓也の荒っぽい対処方法に、クリスが驚きで目を見開いた。

「よ、よろしいのですか？」

　今一度、クリスが確認を取ったが優斗は問題ないと首肯する。

「いいんです。和泉のお守りはこれからクリスさんの役割ですから。前にも言いましたが普段のネジがぶっ飛んだ発言は、強制的に終わらせたほうがクリスさんの身のためです」

　でなければ精神的によろしくない。バカをまともに相手しては疲れるのはこちらなのだから、ぞんざいに扱う程度が丁度いい。

　したり顔で頷く優斗と卓也に対して、アリーが小さく笑みを零こぼした。

「それにしても、皆様は仲がよろしいですわね。昔からお知り合いだったのですか？」

　たくさんのエピソードがある。少し話を聞いただけでも、彼らは本当に仲が良いということが分かる。長年の付き合いなのだろうか？

「まあ、かれこれ三年ほどの付き合いになりますから」

　優ゆう斗とが指を折りながら年数を答える。

「最初から皆様は仲がよろしかったのですか？」

　さらに訊きくと、卓たく也やと優斗は顔を見合わせて噴き出した。

「ど、どうしたのですか？」

　自分は何か面白いことを言ったのだろうか、とアリーが困惑する。

　けれど卓也が手を振って否定した。

「いやいや、オレたちの出会いを思い出したら可お笑かしくって」

「だよね。あんな出会い方、誰が予想できるんだって話だよ」

　大きな声で笑ってしまう二人。そんな二人を不思議そうに見つめるのは家庭教師四人組。なので卓也と優斗が懐かしむように語る。

「オレたちの出会いってさ、三年前に通ってた学校のクラス替えの時だったんだよ。最初はお互い、クラスメートであって友達じゃなかったわけだ」

「僕たちは四人とも、初対面だったわけです」

　顔すら知らなかった。個々に繫つながりがあったわけでもない。

「それで、みんながクラスに慣れてきた一ヶ月後だったかな。放課後になって部活へ行こうとしたら、和泉いずみがオレたちに『屋上で待っている』って呼び出したんだよ」

「知らない人が唐突にそんなこと言うから、変人ってイメージが和泉に定着しましたよ」

　笑いながら優斗も茶々を入れる。まだ女の子であれば何かしらのイベントだと思うことも出来るだろうが、相手は男である和泉。そのようなことを考え付くわけもなかった。

「もちろんオレだって訝いぶかしんだけど、とりあえず行ってみるかと思って屋上に行ったんだよ。そしたら先に修しゆうと優斗がいて、フェンス越しに下を見る和泉がいた。それでオレたちが全員、集まった時に言った台詞せりふが強烈だったんだ」

「何て言ったんです？」

　興味津々にココが尋ねる。

「オレたちの世界にはアニメっていう動く絵の演劇みたいなものがあって、その中にある台詞を使ったんだよ」

　卓也も優斗も懐かしさに目を細める。本当に予想外過ぎる台詞だった。

「『人というのは儚はかないものだな』って」

　当時の和泉を卓也が模も倣ほうする。第一声がそれだったものだから、本気で驚いたことを今でも鮮明に覚えていた。

「和泉いずみの台詞せりふは国民全員が知っているような台詞なんだけど、そんなもの突然言うと思わない。当然、オレも優ゆう斗とも修しゆうも不意打ちを食らって大笑い。腹がよじれるほど笑って、ようやく息が整った時に和泉がこっちへ振り返って『ようこそ、同士諸君。俺はお前たちのことを歓迎しよう！』とか言ったんだよ」

　まさしく意味が分からない。むしろ和泉の行動と言動をすぐに理解し納得できる人がいたら、教えて欲しいぐらいの酷ひどさだ。

「な、なんていうか……凄すごいです」

　ココが少しだけ引いた素振りを見せる。

　卓たく也やも否定する要素が全くないので、そのまま話を続ける。

「さすがにオレたちも引いたんだ。そしたら和泉、摑つかみを失敗したことに気付いたらしくて『あ、ちょ、そうじゃない！　俺はお前たちが同属だと思ったから、こういう演出をしたまでだ！』なんて、あたふたし始めてさ。あいつの姿を見て、また大笑い」

　ようはオタクの匂いを感じたので友達になろう、ということだ。

　けれども和泉は演出過多で伝えてきた。ただのギャグにしか思えないのも仕方がない。

「まあ、こんなぶっ飛んだやり取りをした後、とりあえず話してみたら似たような趣味を持ってるっていうのが分かって、オレたちは仲良くなったんだ。それで一つ上の学校でも同じところ入って、相も変わらず一緒に連つるんでるってわけだな」

　卓也は本当に懐かしい、と感慨深くなる。たった三年も前の出来事ではあるが、深く付き合ってきたからこそ余計にそう感じるのかもしれない。

「じゃあ、皆さんが仲良くなった切っ掛けはイズミさん、ということです？」

　ココの言葉に優斗は力強く頷うなずいた。

「ええ。馬鹿らしいと断言できるくらいの切っ掛けですが──最高の出会い方でしたよ」

　だからこそずっと一緒にいた。

　今までも今も、そしてこれからも一緒にいようと思える仲間に出会えた。

「そうだな。あいつがいなかったら、今のオレたちはないよ」

　三人とも和泉には感謝している。と、ここで卓也はアリーたちにも話を振ってみた。

「みんなは似たようなことないのか？」

　さすがに自分たちレベルの酷い展開はないとしても、ちょっとしたことぐらいはあるだろう。卓也は軽い調子で問い掛けたのだが……甘かった。フィオナ以外が一斉に暗くなる。

「え、と……地雷踏んだか？」

「だと思うよ。表情が大変なことになってるから」

　特にアリーは友達募集中とか言っていたので、見えた地雷だったかもしれない。

　ココとクリスは友達がいそうな感じがするけれども、暗くなっているということは何かしらあるのだろう。アリーが沈んだ調子で話し始める。

「お、お友達……いませんわ。王族なので畏おそれ多いと思われているのですわね、きっと」

　大国リライトの王女であるアリーは、やはりというか王族なので近付きがたくクラスメートも寄り付いてこない。次いでフィオナ、ココ、クリスも残念な現状を話し始める。

「私もいません。基本的にクラスメートと話すことがありませんから」

「わ、わたしもです。ちょっと喋しやべってくれる人はいるんですけど、基本的に遠慮されてるというか……。やっぱりお父さんが公爵だからでしょうか」

「自分も公爵の息子だからでしょうか。女子とは少しばかり話すのですが、男子からは突き刺さるような視線しか貰もらいません。愛想はよくしているつもりなのですが……」

　揃そろいも揃って友達いない発言。とはいえ異世界人である自分たちのことを知ることが出来る貴族の御子息令嬢となれば、貴族の中でも高位の存在とは思っていた。

　全員が全員、公爵以上の家とは思わなかったが。けれど問題はそこではなく、

　──全員、友達がいないって……。

　優ゆう斗とは呆あきれてしまう。幾いくら何でも作り下手すぎるだろう。

　まあ、アリーとココは王女や公爵令嬢だということがネックであったのかもしれない。

　クリスの場合は嫉妬云うん々ぬんがありそうで、フィオナに関しては完全に自業自得。

　もちろん、この状況を打破することは簡単だ。

　言ってあげたほうがいい台詞せりふなど、幾らでも優斗は思い付く。

　──とはいえ、それを本当に言っていいのかは……判断が難しいね。

　口先だけの言葉をどれだけ並べたところで意味はない。

　優斗たちにとって他人はどこまで行っても他人だ。たった四人で生きてきて、たった四人で完結して過ごしてきたから、容易に他人を受け入れる機会は今まで存在しなかった。

「なあ、優斗。別に構わねーだろ」

　だから、それを分かった上で何かを動かすのだとしたら、やはり始まりを作るのは修しゆうだ。

「どうせこれからも一緒にいるんだろうし、アリーたちみたいな奴らが残念なことになってるってことはよ。この出会いは和泉いずみがやってくれた時と同じだと俺は思うぜ」

　和泉が作ってくれた切っ掛けと同じくらいの出会い方だ。

　異世界召喚なんて破は天てん荒こうなことがあったからこその出会いを、そんじょそこらの出会いと一緒にしてはいけないし、そうじゃないと修は思う。

「お前は俺の勘を信じらんねーか？」

　ニッ、と笑って尋ねる修に、優斗は首を振って破顔する。

「そんなことはないよ。お前が言うなら間違いないって信じてる」

　修がそう感じているのだとしたら、たとえ論理的でなくとも偶然だとしても信じられる。

「だったらやることは決まったね。正座は終了、こっち来て」

「りょ～かい。地面が芝生だったから、あんま痛くなかったわ」

　修しゆうはパッと立ち上がり近くまで寄ってくる。次いで優ゆう斗とは卓たく也やに声を掛けようとして、

「卓也は和泉いずみを……っと、さすが。もう連れてきてくれたんだ」

「これから何をするのか、はっきりとしてるしな」

　当たり前のように卓也が頷うなずいた。和泉は昼寝をしていたので何も分からないだろうが、空気を読んで合わせてくれるだろう。

「まずは全員、円になって下さい」

　優斗の言葉に修と卓也は納得しながら、他の面々は意味が分からずとも言われた通り集合して円になる。

「右手を出して下さい」

　いきなりのことにアリーたちが戸と惑まどった。だからまず、修が最初に手を出す。

　続いて和泉が修の上に手を重ねたことで、アリーたちも戸惑いながらではあるが手を重ねていく。最後に卓也、優斗と手を乗せたところで修が話し始める。

「最初に言っとくけど、そんな小難しく考えることなんてないと思うぞ。確かに俺らとお前らはまだ、出会って少ししか経たってない。けどよ、家庭教師をやって貰もらってるし今日だって一緒に帰ってる。もう友達みたいなもんだろ？」

　軽い調子で言われたことに、思わずアリーたちが驚きを表した。

　やっぱりというか何というか、予想外なことだったらしい。だからさ、と修は続ける。

「改めて伝えるぞ。アリー、フィオナ、ココ、クリス」

　修は全員と視線を交わしながら、自分たちと彼女たちにとって大切なことを言葉にした。

「俺らと友達になってくれねぇかな。これはもちろん俺ら異世界組の総意だ」

　優斗、卓也、和泉が修の言っていることを肯定するように頷いた。

「俺らが馬鹿やりそうになった時、困った時、色々とあるだろうけど、その時は『異世界人』だからじゃなくて、『家庭教師』だからじゃなくて、『友達』として助けてくれ。今日、早速だけど馬鹿なことしちまったし」

　ホントだよ、と優斗が疲れたように言うと全員が少しだけ笑った。

「そんで俺がやった馬鹿とは別の意味で、一緒に馬鹿なことやろうぜ。買い食いだって何だって付き合う。やったことないだろ？」

　訊きけば、家庭教師四人とも頷いた。

「俺たちのように一緒に旅行へ行くのもありだろう」

　和泉の言葉に四人はさらに頷く。次いで優斗が優しい口調で話し始めた。

「修があのように言ったんです。皆さんは僕たちのこと、友達だと思ってくれますか？」

「も、もちろんですわ」

　代表してアリーが答える。そして彼女たちが自分たちのことを友達だと思ってくれたのであれば、優斗が続ける言葉は簡単だ。

「世の中には便利な台詞せりふがあります。『友達の友達』は『友達予備軍』だと。つまり貴方あなたたちだけで『友達予備軍』です。僕たちを介している『友達の友達』なのですから。どうせなら友達になってはどうでしょうか？」

　アリーたちは左右を見る。ここ最近でかなり見知った顔がそこにあった。

「貴族や王族ですから、友人関係になるにしても何かしら難しい問題があるかもしれません。ですが、どんなことがあっても主に修しゆうを使って叩たたき潰すから大丈夫です」

「俺かよ!?　みんなで、とかじゃねーの!?」

「そういう時のためのリーダーだよ」

　修に対する優ゆう斗とのぞんざいな扱いに、今度は全員が大きな声で笑う。

「要は難しいことを考えずに全員で友達になりましょう、ってことです」

　これから長く関わっていくはずだ。だとしたら異世界人だの貴族だの王族だのと面倒なことは考えず、より良い関係を望んでも罰は当たらないだろう。

「だが、ここまで大人数だと友達の集まりというよりは軍団のように感じる」

　和泉いずみが口を挟む。すると卓たく也やが考えるような仕草を取り、

「軍団はおっかないから『チーム』でいいんじゃないか？」

「卓也、それ採用！　なんかいいじゃん！」

　修が嬉き々きとして卓也の案を受け入れる。そして再び、全員を見回した。

「いいか、みんな。これから俺らは『チーム』だ！　たくさん遊んで、たくさん馬鹿やって、たくさん勉強……はしたくないが、とにかく全員で楽しく過ごそう！」

　元気よく号令を掛ける。さらに、したり顔で卓也と優斗に合図を送った。

　修の意図を理解した二人は集合している右手を上から押し下げる。突発的に始まった展開に家庭教師陣が戸と惑まどっていると、今度は修と和泉が下から力を込めた。

「よっしゃ！　景気よくいくか！」

「せっかくのことだ。派手にやるとしよう」

　勢いよく全員の手を上に持ち上げ、強く弾はじく。綺き麗れいに広がった八人の右手は、これから彼らが友達として、仲間として過ごしていくことの証明。

　そして互いが大切な人間になっていくからこそ、助け合っていくための誓いだ。








第三話






　四人の異世界人が来て、そろそろ三週間ほどになる。アリーは他の家庭教師がどのように授業を進めているのかが気になったので、和泉に連れ回されているクリス以外の家庭教師を日曜日に集めて訊きいてみた。

「お二人は普段、どのような授業をされているのですか？」

「わたしは基本の魔法講座とか、リライトの歴史とかを教えてます。魔法はタクヤさんが防御系や治療系が得意みたいなので、今の二つを重点的にやって貰もらってます」

「私は魔法の理論とかを主に」

　ココとフィオナは問われたことに対して、簡単に現状を説明する。

「そうなのですか。わたくしはシュウ様が勉強をあまり好きではないらしく、雑談程度に授業をしていますわ」

　修しゆうは不真面目ではない。だが真面目とはお世辞にも言えないので、真っ当な授業など一切合切期待出来ない。

「アリーさんは苦労してるんです？」

「いえ、ココさんが仰おつしやったように苦労しそうなものですが、シュウ様は一度聞けば大体覚えて下さるので、特に困ったことはありませんわ。普段、真面目に聞いてくれないのが難点ですが。後、ここにはいませんがクリスさんはどうなのでしょうか？」

「大変みたいです。イズミさんって魔法の理論とかそっちに凄すごく興味があるらしくて、専門的なことを詳しく訊きいてくるそうです。さらに王都中の武器屋巡りをしたり、いきなり突飛な行動をするみたいです」

　今日も今日とて振り回されている唯一の男性家庭教師のことを思い、ココがくすくすと笑い声を漏らしながら彼の苦労を語る。

「確かに大変そうですわね」

　アリーも同じように笑って、しみじみと頷うなずく。

　まだ数週間しか一緒にいないが、彼女たちも異世界組の生態を把握し始めていた。

「シュウ様やイズミさんに比べたら、タクヤさんとユウトさんは特に苦労なさそうですわ」

　この間の友達宣言によって修以外の様付けが抜けたアリーは、ココとフィオナが担当している二人の授業風景を想像してみる。

「タクヤさんは一生懸命な人です。わたしが困ることは絶対にしないんです」

「ユウトさんは非常に真面目です。物腰も柔らかくて穏やかで、私たちと同年代だとはとても思えません」

「それはわたくしもユウトさんに対して思っていましたわ」

　アリーが大きく頷いた。あの四人の中でも、とりわけ精神年齢が高いように思える。

　と、ココがそこに追加情報を加えた。

「でもタクヤさんによると、あそこまでのレベルだと〝作っている〟みたいです。本来はもっと砕けてるらしいです」

　曰いわく、あれは余よ所そ行きの態度らしい。アリーも優ゆう斗とが異世界組と話している時の様子を思い返して、確かにと納得する。

「わたくしたち以外と話している時は、もっと砕けて話してますわね」

「時間が経たてば変わるらしいので、しばらく待ってあげてくれって言ってました」

　ココの説明にアリーは再び頷うなずく。

「本当に申し訳ないとしか言えないのですが、いきなりリライトに召喚されて気苦労もたくさんあるでしょうし、基本的にはユウトさんが纏まとめているようなものですから」

　あれほど個性の強いメンバーを従えるのは大変なはずだ。

「あれ？　でもリーダーってシュウさんのはずじゃないです？」

　ココが首を捻ひねる。彼ら……というか自分たちのリーダーは修しゆうのはずだが、どうして優ゆう斗とが纏めているのだろうか。

「わたくしも気になって『シュウ様がリーダーではないのですか？』と尋ねましたら、『だって優斗の方が上う手まくやってくれるからな。俺はキメる時にキメればいいんじゃね？』と仰おつしやっていましたわ」

　要するに修はやるべき時にやればいい、ということらしい。

　確かに彼が真面目な様子で皆を仕切っていたら違和感が凄すごい。するとフィオナが続々と出てくる友人たちの情報に、僅わずかばかり落ち込む様子を見せた。

「……二人とも、よく知っていますね。私は勉強以外でユウトさんと話すことがないですから、少し羨うらやましいです」

　優斗との授業は本当に無駄な会話がない。というより授業内容以外の話題が一切ない、というのが正しい。つまり他の人たちと比べたら圧倒的につまらない状況だ。

「どうして話すことがないのですか？　ユウトさんでしたら雑談することを嫌がることもないでしょうし、問題ないと思いますわ」

　アリーとしてはフィオナが何かをしたい、雑談したいと思ったところで優斗が拒否するとは考えられない。しかし互いのことを知ろうとしている段階だからこそアリーも勘違いしたのだが、一番の問題は優斗ではなく、

「私は雑談が苦手ですし、ユウトさんも真面目に勉強しているので迷惑かな、と」

　元々、フィオナは他の人たちと比べて普通の会話をすることが得意というわけじゃない。

　授業で普通に話すことが出来ているのは、あくまで決められた台詞せりふを声にしているだけだからだ。質疑応答に関しても知識を言葉にするだけなので問題ない。

　ついでに言えば優斗が真剣な表情で授業を受けているので、授業以外の会話をする状況にならないのも、殊更に雑談がない原因の一つだ。

「もしかしてフィオナさんはユウトさんとお喋しやべりしたい、と。そう思っているのですか？」

「……はい。ユウトさんも授業だけではつまらないと思いますし」

　他の人たちは色々なことを話しながら授業をしているというのに、自分は彼に対して一切出来ていない。ちゃんと授業はしているので立場的に悪くはないと考えるが、他の人たちと比べると優ゆう斗とだけが格段につまらない日々を過ごしている。

「もしフィオナさんがそう感じているのであれば、ユウトさんも雑談して下さいますわ」

「そうでしょうか？」

　アリーが安心させようとフィオナへ笑みを浮かべてくれるが、やはり自分が不得手ということもあって、不安というのは取り除かれない。




　一方、優斗が学院寮の部屋のベッドで俯うつぶせに寝転がっていると、遊びに来ていた修しゆうが不意に訊きいてきた。

「お前さ、フィオナと普通に話したりしてんのか？」

「……はっ？　また、突然過ぎることを訊きいてくるね」

　脈絡一つない質問に優斗が目を瞬またたかせた。

「俺とかは雑談しながらやってんだけど、優斗とフィオナだとイメージが湧かなかった」

「なるほどね。まあ、予想は当たってるよ」

　深い付き合いである以上、優斗がフィオナとの授業を受けている際にどのような態度を取っているのか、簡単に把握出来るのだろう。

「緊張すんのか？」

「まあね。彼女と二人きりの空間は非常に緊張する。心臓に悪いって言い換えてもいいよ」

　フィオナは本当に美人だ。優斗は今までの人生で、あれほどの美少女を目の当たりにしたことはない。しかも公爵令嬢ということもあり、友達になったとはいえ妙にフレンドリーな態度になるのも変だと優斗は思っている。

「……お前、バカじゃね？」

「いや、だってあれほどの美少女と二人でいるんだよ。僕だってさすがに色々と考慮するって。彼女を真まっ直すぐに見たら、絶対に顔が赤くなる自信があるし」

「……うわ～、なんつーか典型的なオタクみたいな態度だな」

　珍しく修が大きく溜ため息を吐ついた。普段は冷静沈着なくせに、どうしてこういうことには弱いのだろうか。

「否定は出来ないけど、これでも頑張ってるんだよ。顔が赤くならないよう、授業に集中して平然を装ったりとかね」

「で、真面目ちゃんの仮面を被かぶるにあたって授業以外の会話をしないようにしてる、と」

「……なに、修。文句ある？」

「ねーよ。ただ、フィオナも口下手そうだからな。いつも堅苦しい授業してると息が詰まると思うぜ。これからもずっとな」

　ただでさえ異世界人ということで、それなりの気を遣わせているはずだ。

　その上、優斗が緊張して真面目一辺倒になっていればフィオナだって息苦しいだろうし、気軽に雑談もできないだろう。

「時には脱線してもいいんじゃねーの？　のんびり話してれば、お前だってフィオナの美少女っぷりに慣れるかもしれないだろ？」

「……かもしれないけどね」

　優ゆう斗とも修しゆうが言いたいことは理解できる。

　確かにずっとこのまま、というわけにもいかない。家庭教師と生徒という形を取っている以上、優斗はフィオナと一番長く関わっていくだろうから。

「お前にとっては難しいかもしれねーけど、一歩踏み込んでみろよ。それに異世界から来た奴と美少女ってのは、くっ付くのが相場だぜ？」

　ニヤリと笑って修がからかってくる。

「なっ!?　ちょ、修!?」

「まあ、頑張れや。俺が期待する展開、待ってるからよ」

　パンパン、と優斗の背中を叩たたいて修が部屋から出て行く。

　からかうために来たのか、と優斗は一瞬だけ思ったが違うだろう。

　修なりに優斗とフィオナの関係を気にしてくれていたからこそ、話を出したはずだ。

「……全く。ありがとう、修」

　だから優斗は小さな声で感謝した。




　とはいえ、どうしたらいいものか。

　今日も今日とて学院が終わった放課後、優斗とフィオナは図書館で授業を行っている。

「基本的な魔法は全てが『求めるは──』から始まっています。その後に続いていく詠唱に差異があるのみです。そして、その差異が魔法の用途を多様化させています」

「では神話魔法も全て『求めるは──』から始まるのでしょうか？」

「いえ。正確に伝えるのであれば、過去には独自詠唱による神話魔法を使う方もいたとされています。ですが、あくまで伝説上の人物の話です。基本的には『求め──』から始まるものが神話魔法だと考えていただければ結構です」

　いつも通りの状況。フィオナが説明し、優斗が質問をする。無駄な会話など存在せず、延々と同じやり取りの繰り返し。けれど今日だけは少し違った。

「あの……」

　不意にフィオナが声を発した。

「フィオナさん、どうしました？」

「その……」

　彼女は視線を右に左にさ迷わせながら、何かを言いたげだった。

　そして窓から見える風景を目にして、

「……良い……天気です」

　呟つぶやいた瞬間、ぶんぶんとフィオナが頭を振る。

「そうじゃなくて、ですから……」

　ぐっと身体に力を込めて声を発しようとして、何かを言おうとして、

「……何でもありません」

　それを飲み込んだ。けれど彼女の行動の意図を察した優ゆう斗とが逆に声を掛ける。

「勉強するのも疲れてしまったので、雑談の相手をして貰もらってもよろしいですか？」

　これで彼女が何をしたいのか把握出来なかったら、自分は大馬鹿野郎だろう。

　だから優斗は修しゆうからの応援を糧かてにして、改めて自分から頼んでみる。

「……えっと、ユウトさん。大丈夫……でしょうか？」

「何か問題があれば、僕はちゃんと言いますよ」

　だから安心して欲しい、と優斗は真まっ直すぐフィオナを見み据すえて話す。

　とはいえ心臓には本当に悪い。相性だの何だので決められた関係だというのに、こんな心境になるのは相性以前の問題だ。

　しかし彼女の行動を鑑かんがみれば、自分の動揺を押し隠して一歩踏み出すべきだろう。

　──美人だから緊張して話さないだなんて、あまりにも酷ひどい話だよね。

　せっかく雑談をしたいとフィオナが思っているのなら、彼女の想いを汲くむことこそやるべきことだ。優ゆう斗とは一度、大きく深呼吸をするとフィオナに笑い掛ける。












「じゃあ、まず質問です。お喋しやべり以外に何かやりたいことはありますか？」

「……やりたいこと、ですか？」

「前に修しゆうが言っていたでしょう？　買い食いでも何でも、やりたいことをやろうって」

　彼女がどこまでのことを考えているのか、優斗には分からない。

　けれど友達が出来たからこそ、やりたいことだってあるだろう。

　それを一番叶かなえられるのは、彼女の生徒として一緒にいる自分だ。

「フィオナさんはどんなことをやりたいですか？」

「……個人的に何かをすることは望みません。ユウトさんが楽しんでいただけるなら、私はそれで構いません」

　フィオナはゆっくりとした口調で、優斗だけが楽しければいい、と。

　そうした意味が込められた言葉を慎重に伝える。

「それだとフィオナさんがつまらなくないですか？」

「いえ、まずはユウトさんに楽しんでいただくことが重要だと私は思います」

「だとしたら、こう言い換えましょう。僕が楽しく過ごすために必要なことが、フィオナさんが楽しく過ごすことです」

　この世界の事情に詳しくないのだから、何が楽しいかなんて優斗にはまだ分からない。

　ならば彼女がやりたいことを一緒にやることこそ、自分が一番楽しめることだろう。

「……………………」

　けれど、何な故ぜかフィオナは言葉を失っていた。何かを言おうとしているのは優斗にも分かるのだが、どうしてここまで困惑した様子になっているのだろうか。

　何故だろうと疑問になりかけた優斗は、ふと気付く。

「もしかして、やりたいことが思い浮かばなかったりしてますか？」

　尋ねてみると案の定というか何というか、申し訳なさそうに彼女は首肯した。

「その……ですね。本を読むことも時間を消費するための行為でしたので、何をしたいかと問われても思い浮かばないというか……」

　フィオナとしては優斗が楽しめるように雑談をしたりすればいいと考えていたので、自分が何をしたいかと訊きかれても上う手まく返答することが出来ない。

　しかし優斗にとって彼女の困惑は何ら問題にならなかった。

「では、雑談の内容は決まりましたね」

　やりたいことが思い浮かばないのであれば、自分たちの雑談は単純明快。

「僕たちが何をやるか、二人で色々と案を出していくとしましょうか」

　とはいえ、彼女は基本的には大人しい性格だということぐらいは優斗も把握している。

　なので自分が主導権を握りながら会話をしなければならない。実際、そんなことを考えている時点で雑談失格のような気がするが、それは仕方ない。

　フィオナと正面切って話そうとしている段階で、優ゆう斗とは緊張しているのだから。

「とりあえず例として挙げますけど、和泉いずみはクリスさんを引っ張り回して武器屋巡りをしてますが……、フィオナさんは武器に興味があったりしますか？」

「……すみません。全く興味がありません」

　申し訳なさそうにフィオナが頭を下げるが、そもそも彼女が武器に興味を持っていたら別の意味で驚きだ。

「いえいえ、女性であれば興味なくとも当然ですよ。むしろアクセサリーや宝石の類いの方が、女性は興味があるでしょうから」

「……その、宝石なども興味がないんです。むしろ何に対して興味があるか訊きかれてしまうと、困るといいますか……」

　けれど次いで飛んできた言葉は優斗にも不意打ちだったので、表情には出さなかったものの内心ではかなり驚いていた。

　──もしかしたら……フィオナさんは想像以上に手強いかもしれない。

　おそらく彼女の反応からして、今までの人生で興味を持つものに出会ってこなかったのだろう。それが経験の少なさ故のものなのか、それとも生来の性格から来ているのかは判断できないが、彼女は何かに惹ひかれたことがない。

　──ということは、さっき僕が言ったことって大失敗だったんじゃ……。

　何をしたいかが分からないのであれば、色々と提案をすればいい。

　しかし何に対しても興味がないということは、行動にすら繫つながらない。

「……ん～、と。フィオナさんは今まで、どのように過ごしてきましたか？　例えば自発的に習い事をやったりはしましたか？」

「公爵家の娘として習うべきことは習いましたが、自発的に何かをしたことは一度もありません。親や家臣を除けば、誰かに話し掛けたことすら記憶にないので……」

　続々と笑えない情報が出てきた。優斗は引き攣つりそうな頰ほおをどうにか堪こらえる。

　──す、筋金入りの残念な娘こだね。

　フィオナの変人っぷりを聞いていたら、優斗もだいぶ緊張が和らいできた。

　こんなにも残念だと、美人であることの緊張すら明後日あさつてに飛んでいってしまう。

　──とはいえ彼女の性格を鑑かんがみると、考え方を変える必要があるかも。

　フィオナはやりたいことがない。何に対しても興味を持っていないからだ。

　──あれ？　そうなると、この状況はフィオナさんにとってどうなんだろう？

　ただ単純に気を遣われているだけなのだろうか。

「フィオナさんは今、こうして雑談していることを楽しいと感じますか？」

「えっと……はい。楽しいと思います」

　返答に若干の間があったので気を遣われたと優ゆう斗とは勘違いしそうになったが、彼女の表情は普段の真顔よりも僅わずかに柔らかい。噓うそは言っていないはずだ。

「であれば、色々とやってみるとしましょうか。僕と雑談していることを楽しいと思ってくれるのであれば、他のことをやっても楽しいかもしれません」

　何かをやったところで楽しいとさえ思えなかったら、さすがに優斗もお手上げだろう。

　けれど違うというのであれば、試すことは出来る。

「僕たちが何をやれば楽しく過ごしていけるのかを、探すことにしましょう」

　そう言って優斗は柔らかい笑みをフィオナに向けた。

　彼女は優斗の言葉に頷うなずくと、真剣な表情になって考え始める。

「……お茶会とかは楽しいのでしょうか？　それともダンス？　いえ、学生らしいことのほうがユウトさんも楽しく出来るでしょうから……」

　一生懸命にぶつぶつと呟つぶやきながら捻ひねり出そうとするフィオナだが、彼女の真剣過ぎる姿に優斗は慌てて取りなす。

「そ、そこまで真面目に考える必要はないんです。これから少しずつ話して、話題を共有していけばいいんです。だから今すぐに何がしたいのかを決める必要はありません。これからゆっくりと雑談しながら決めていくことにしましょう」

　今日で全てを決める必要はどこにもない。

　たくさんの日々の中で雑談をして、何をするのかを考えていけばいい。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　そして優斗とフィオナが少しずつ雑談をするようになって一週間。

　今、家庭教師たちの前にはハイタッチをしている異世界組の姿があった。

　クリスは彼らがハイタッチしている理由に対して、素直に賞しよう賛さんを示す。

「さすが、と言うべきなのでしょうが、自分は心底驚いています」

　ココもクリスの発言を肯定するように頷いた。

「全員が基本四属性の中級攻撃魔法を使えるようになっちゃったんですから、ホントにビックリです」

　そう。彼らはたった一ヶ月で使えるようになった。

　アリーとて知識として知っていたとしても、やはり驚きは隠せない。

「異世界人が魔法を扱う能力が凄すごいことは知っていましたが、目の前で実際に魔法を使用している姿を見てしまうと、啞あ然ぜんとしてしまいますわ」

　その中でも飛び抜けている人物にアリーは視線を向ける。

「やはりシュウ様は別格と言うべきでしょうか」

　詠唱をせずとも威力は変わらず。挙げ句に上級魔法まで詠唱破棄で平然と使える。

　四人の中ではあまりに突出していた。

「アリーさん。もしかしてシュウさんは神話魔法をすでに扱えるのでは？」

　クリスが尋ねると、アリーは少し考えた後におそらくは、と前置きした上で首肯した。

「歴代の勇者も八割は神話魔法を扱えましたし、それが『勇者の刻印』の力ですから」

　ただの異世界人でさえ、この世界では十分過ぎるほどの魔法を使えるようになる。

　けれど勇者として召喚された異世界人とでは、歴れき然ぜんとした差が存在する。

「父様が勇者を召喚せざるを得ない理由がここにあるのですわね」

　自国を守る。そのために必要とされる最大の存在が勇者。

「だからこそ今はゆっくりとして貰もらいたいですわ」

　現在、彼の存在を認識しているのはリライトの上位貴族と他国の王族のみ。

　彼らの存在が公にされず秘ひ匿とくされている理由は、まだ若いのだから今はゆっくりと遊んで欲しい、という謝罪まがいの理由だ。

「もう一ヶ月ほどになりますね。イズミさんたちが召喚されてから」

　クリスは自分の生徒が満足そうにしている様子に笑みを浮かべて、出会ってからの日々を思い返してみる。

「自分は一ヶ月前、友達が出来るなんて考えてもいませんでしたよ」

「わたしもです。公爵家であることが今は本当に良かったって思ってます」

　ココも嬉うれしそうな笑顔を浮かべ、同意するように何度も頷うなずいた。

「イズミさんの馬鹿騒ぎに巻き込まれるのは大変ですが、それ以上に充実した日々を過ごしていると自分は実感しています」

　さらに感慨深げにクリスが目を細めた。そして先ほどから一人だけ会話に入っていないフィオナに対しては、アリーが話題を差し出した。

「フィオナさんもユウトさんと仲良くなったみたいでよかったですわ」

　おそらく家庭教師と生徒というコンビでは、一番問題だったろう二人。

　けれど今は普通に雑談出来ているようでアリーも一安心だ。

「ユウトさんと何をするか、決まりましたか？」

「……えっとですね」

　フィオナは僅わずかに柔らかい表情を浮かべた。彼と勉強以外に話すようになってからというもの、フィオナの表情からは様々な感情が窺うかがえるようになっていた。

　しかも授業以外で話すことも上う手まくなってきているのが、今までと違う大きな変化だ。

「色々とユウトさんと検討してみた結果、まずは買い食いをすることになりました」

　他にも案は出ていたのだが、手短で妙に気負う必要がない買い食いをやることにした。

　もちろん決めたのは優ゆう斗とでフィオナは二つ返事をしただけなのだが、少しして重要なことを知らないことに彼女は気付いた。

「それで皆さんに質問なのですが、買い食いって……どうすればいいのでしょうか？」

　買い食いの〝作法〟がフィオナは分からない。やったことがないのは理解して貰もらえているのだが、作法自体を知らないとは優ゆう斗とも思っていないだろう。

　けれど聞き返しもせずに頷うなずいた手前、彼に尋ねるのも失礼に値する気がする。

　というわけで、フィオナはアリーたちに訊きいてみた。

　すると一番生徒に振り回されているクリスが手を挙げる。

「自分はイズミさんに連れられて、何度もやっていますよ」

「……ど、どのような感じで買い食いすればよろしいですか？」

「肩肘を張る必要はないと思います。あれが気になるから食べてみよう、これが美お味いしそうだから食べてみよう、といった様子で食べ歩きしながら雑談する形です」

　作法は存在しないと言ってもいい。別にテーブルマナーがあるわけでもないのだから。

「でも、何かしら粗そ相そうを働いたらユウトさんに迷惑を掛けてしまうんじゃないかと……」

　せっかく話せるようになったのだから、彼に嫌われたりしたらフィオナとしては困る。

　たかだか買い食いで困った様子を見せるフィオナに、クリスは一つの案を閃ひらめく。

「でしたら、午後は全員で買い食いするのも一興ではないでしょうか。皆さんなら喜んで行ってくれますよ。この世界の食材は彼らの世界とほとんど差異はないと仰おつしやっていましたが、それでも料理に違いはあるようですしね」

　彼らも興味が湧くだろう。と、ここでアリーは首を捻ひねる。

「異世界の料理自体はこの世界にもありますが、我々の知らない料理も多々あるということなのでしょうか？」

「わたしがイズミさんから聞いた話だと、おむらいす……という卵を使った料理が、タクヤさんの作る料理では一番美味しいって言ってました。かなりの頻度でタクヤさんのアルバイト先に行っては食べてたらしいです」

　異世界組のことについての何気ない会話の一つ。もちろん友人になったからこそ知り得た情報ばかりで、当然のように嬉うれしく思える会話内容……ではあったのだが、アリーは異世界の料理のことを聞いて不意に気付いたことがあった。

　──そういえばわたくしは以前、他国へ行った際に料理で思ったことがあったはず。

　他の国へ行った時、料理を前にして何を思ったのか。

　それを思い返した瞬間、アリーの表情は僅わずかに青ざめる。

　するとタイミングが良いか悪いか、異世界組も魔法で遊び終わって戻ってきた。

「おっし、そろそろ昼飯の時間だよな。今日は何が出てくんだろうな？」

「僕も何も聞いてないから楽しみだよ」

　修しゆうと優斗がわくわくしながら昼食に何が出てくるかを話している。

「辛いやつじゃなかったらオレはいいかな」

「俺のような辛いものが好きな奴からすれば、卓たく也やの味覚はお子様と言う他ない」

「和泉いずみは逆に甘いものが苦手だろ」

　卓也が和泉の頭を軽くチョップし、和わ気き藹あい々あいとアリーたちに近寄っていく四人。

　だが、待ち構えているアリーの表情が異様に固まっていることに気付いた。

「アリー、どうかしたのか？」

　訝いぶかしむように修しゆうが訊きく。彼女は狼狽うろたえるような様子を見せた後、口を開いた。

「皆様に尋ねなければならないことがありますわ」

　真剣な声音に優ゆう斗とたちが身構える。一緒にいるフィオナ、ココ、クリスも何事かと首を捻ひねった。アリーは訊くのが怖いと思いながらも、しっかりと四人を見る。

　──これは王族が一番抱えなければいけませんわ。

　アリーは他国へ行って料理を食べた時、ふと自国の料理が恋しくなる時があった。

　数日経たてば帰ることが出来るというのに、それでもリライトのことが恋しくなった。

　ということは、彼らも同じではないだろうか。今まであったものが突然なくなったも同然の世界に、強制的に引き込まれる理不尽が行われた。

「シュウ様たちが召喚されてから、一ヶ月になりますわ」

　でも、彼らは友達になってくれた。いつも気に掛けてくれていた。一ヶ月しか経っていないけれども、好きな人たちだと思えた。だからこそアリーは尋ねなければならない。

「皆様はやはり、元の世界に帰りたいと……思いますか？」

　実際には無理なのだとしても。帰る方法なんてないのだとしても。気持ちは別なのではないかと考えてしまう。

　しかし修たちはアリーの言葉の意味を咀そ嚼しやくし理解した瞬間、いきなり吹き出して笑った。

「ど、どうして笑ったのですか!?　わたくし、皆様には真剣に訊いていますわ！」

　彼らの反応が想定外でアリーが困惑する。

　けれど修が笑い声を漏らしながら、笑った理由を彼女に伝えた。

「だってよ、その話って召喚された日に俺らで話し終わってんだ。だから今更過ぎる話題で笑っちまったんだよ。問題は一切ねーから心配すんな」

　初日で確認済みだ。帰る意思がないことも、帰りたいと考えることすらないことも。

　修たちは『元の世界に戻りたい』という想いが根底から生まれていない。

「まあ、でも、気に掛けてくれてありがとな」

「で、ですがご両親や親族など大切な人たちがいたはずですわ。それなのに──」

「んなことねぇよ。俺らが大切にしている全て──俺らの家族はここにいる」

　修が一緒に召喚された面子めんつを見て、朗らかに笑った。けれど彼が何も問題ないように告げた話はあまりに歪いびつで、アリーたちの表情は皆が違わず険しくなる。

「シュウ様、それは……その、どのような意味なのでしょうか？」

「言ったまんまだよ。俺らの家族は俺らだけで、親だの何だのいないって意味だ」

　とはいえ、さすがにこれではアリーたちも意味が分からないだろう。

　修しゆうは考える仕草をした後に優ゆう斗と、卓たく也や、和泉いずみへ確認を取るような視線を向けた。

　三人とも、問題ないと同じく視線で了承を返す。

「そんじゃ、俺らが出会う前のことを話すとすっかね。優斗、後は頼むわ」

　進行役を投げ付ける修。優斗は苦笑いを浮かべたが拒否せず、頼まれた通り話を進める。

「さて、アリーさんが気に掛けてくれたことで、皆さんは僕たちに対して『故郷を奪ってしまった』という考えが生まれたことだと思います。なので僕たちは違うということを、今から貴方あなたたちに伝えようと思います」

　そして優斗は彼女たちに対して大前提を伝えた。

「最初に言っておきます。僕たちは元の世界にある自分たちの国で、周囲と比べてしまうと恵まれた境遇だったわけではないんです」

　世界的に考えてしまえば、それでも恵まれている立場だろう。

　けれど日本という国の中で考えてしまえば、自分たちがいた環境は確かにおかしかった。

「決して幸福だったとは言えない僕たちだからこそ、あんな馬鹿なことがあってから一緒にいました。誰もが同情するわけでもないし、嫌悪も侮ぶ蔑べつも抱くことがなかったから」

　自分たちの境遇は最悪で異い端たんだったとしても、一般常識から考えれば大いに不幸と呼べるものだったとしても。四人が同じように傷を持っていたからこそ紛れもなく〝自分〟でいることが出来た。優斗が合図を送ると、和泉から口を開く。

「端的に言えば、俺のところは何もない。本当に〝何も〟ない。両親共々、冒険者という怪しい職業で放任主義者。まともに顔を合わせることなど、俺が物心ついた以降の記憶が正しければ、数えるぐらいだ。俺が家からいなくなったところで、どうにかして生きろとしか思わないだろう」

　和泉の両親は己の興味を惹ひくものに出会ってしまえば、全てを投げ捨てても動いた。

　たとえそれが自分たちの息子だろうと、後悔することなく。

　故に和泉はずっと一人で生きてきた。中学時代、修たちとの出会いを求めたのはきっと、寂しかったからなのだろうなと和泉は思う。次に口を開いたのは修。

「うちはな、両親の仲が凄すごく悪いんだよ」

　その不仲となった原因が修であった。

「俺は母親が変な男と作った子供らくして、父親とは血が繫つながってない。だから父親は俺のことを完全に無視してるし、母親も母親で俺を産んでから後悔したらしくてよ。何か知らねーけど俺のことを存在しない空気みたいに扱ってる。それでも離婚しなかったのは、世間体の問題とからしいけどな」

　家の中で異物として扱われている。その場所に存在して当たり前だと思われていない。

　話し掛けようと返答はなく、死なない程度に食事が出る程度の関わり。

「…………」

　あまりに重い二人の話にアリーたちの表情は固まったが、修しゆうは逆に軽い表情を浮かべる。

「おいおい、俺らでそんなに引いてたら残りはもっと聞けねえぞ」

　まだ修と和泉いずみは四人の中では軽い方だ。残る二人はさらに話が重くなっていく。

「どうする？　オレと優ゆう斗とのはちょっとばかし強烈だから、時間を置いてもいいけど」

　卓たく也やがアリーたちへ優しく問い掛けると、固い表情のまま全員が首を横に振った。彼らが話してくれたのだから、友達としてしっかり聞こうとアリーたちは思っているからだ。

「あんまり気張って聞く必要ないからな。これは過去の話で、今のことじゃないんだから」

　再び優しい声を掛けてから、卓也も話し始める。

「オレは……児童虐ぎやく待たいって言ったらいいのか。小さい頃から父親にも母親にも暴言とか暴力を振るわれて、そのうち父親は蒸発。母親からは相変わらず暴力受けながら育った。中学の時はどうにかして部活と、優斗の紹介で隠れてバイトしてた。高校からはもっと金が掛かるようになって、バイトに専念してきたんだ。こっち来る前に行こうとした旅行は、みんなが金を出してくれて行けた初めての旅行だったんだよ」

　世界は決して優しくない。

　親が無条件に子供を守ることなど、卓也にとっては夢物語でしかなかった。

　もちろん、どこかに行ったことはなく何かを買って貰もらったこともない。

　全てを自分で揃そろえてやってきた。だからこそ、親友たちと行く初めての泊まり旅行は本当に楽しみに満ちていた。結果が異世界に飛ばされるというのは驚いたけれども、旅行としては楽しい出来事だったと今は思える。そして最後は優斗。

「僕は元々嫌いだった両親が目の前で殺されて、その後は僕に舞い降りてきた大金に目が眩くらんだ親戚知人一同を適度に追い払って、現在に至るってところです」

　端的ながらも語ったように思える優斗の言葉。

　けれど正確に過去を伝えるなら、最も酷ひどかったのは優斗だ。親からは〝道具〟として扱われ、やってくる悪意に対して信じられるものは何もなかったのだから。

「なあ、優斗。ちょっと端折はしよりすぎじゃね？　悲惨具合が九割引きぐらいになってんぞ」

「確かにいろいろと端折ってるけど、当時の事細かな事実を伝える必要もないよ」

　優斗が言葉を返すと修は確かに、と納得した。彼の過去を詳細に語ってしまえば、どうしたって壮絶なものになってしまうのだから。

　優斗は少し息を吐き、いつも通りの言葉遣いでアリーたちに話し掛ける。

「というわけで、僕たちは元の世界に未練は一切ありませんし、僕たちが大切にしているものは一緒にこっちへ飛んできています。テレビゲームが出来ないのは少々問題かもしれませんけど、この世界がゲームみたいなものですから楽しめます。何も問題はありません」

　少々、重たい話だったので茶目っ気を出して空気を変えようとする優ゆう斗と。

　けれど内容が内容だっただけに、アリーたちの表情は真顔で凍っている。

「……ったく。だから気張って聞く必要ないって卓たく也やが言ったじゃねえか」

　修しゆうが頭を搔かきながら、呆あきれるように溜ため息を吐ついた。

「昔、そういうことがあっただけなんだよ。確かに当時はキツいもんがあったけど、こいつらと出会うための必要なもんだしな。なかったことには出来ねえよ」

　辛つらい過去はないほうがいいのだろう。けれど過去があったからこそ修たちは一緒にいる。

　今の自分たちを否定したくないから、過去の出来事も否定するつもりはない。

「だからお前らも気にすんな。向こうの世界じゃ最悪だったから、こっちに来て大正解ってだけの話なんだから」

　問題ないと四人は笑うが、アリーたちの表情は全く以もって晴れなかった。

「ですが、シュウ様……。それでも貴方あなたたちを慮おもんぱかることはいけないことでしょうか？」

　必要な過去だから悲しむ必要も驚く必要もないと言われた。

「大切な貴方たちの苦難に対して、悲しいと思ってしまうことは当然ではありませんか？」

　共感することは難しいし、完全な理解は不可能だろう。

　けれど彼らの状況を可能な限り想像すれば、決して明るい感情は芽生えない。

「何な故ぜ貴方たちが苦しい想いを、辛い日々を過ごさねばならなかったのかと考えてしまえば、周囲や環境に対して苛いら立だちさえ覚えてしまいますわ」

　何故彼らを虐しいたげていたのかと思ってしまう。クリスもアリーに同意するように頷うなずき、

「たとえ貴方たちが出会うに必要な過去だったとしても、今に繫つながらない矛盾になるとしても、その想いは自分も変わりません」

　辛い過去があったから彼ら四人は出会って、異世界召喚へと繫がっていく。

　つまり彼らの受けた仕打ちがあったからこそ自分たちも修たちと出会えた。しかし彼らの身に起こった出来事に対して怒りを覚えなければ、友達ですらないとクリスは思う。

　そしてフィオナも淡々とアリーとクリスの意見に肯定を示した。

「私は、その……あまり難しいことは考えていません。ただ単純に皆さんの過去にいた人たちに対して許せない、と。そう思ってしまいます」

　彼らに、優斗に辛いことや悲しいことが起こったというのであれば、それが起こった環境や周囲に対して怒りを隠せない。ココも涙を零こぼしながら何度も頷き、

「わ、わたしはタクヤさんたちとその時、一緒にいれなかったことが悔しいんです！」

　ココの支し離り滅めつ裂れつな言葉と涙に、アリーもフィオナもクリスも涙が眦まなじりに浮かんだ。

　自分たちは彼らに助けて貰もらったというのに、未いまだ何も出来ることがない。

　すでに彼らで解決してしまったことだとしても、当時は世界すら別だったとしても、その時に助けられなかったことが悔しいと思ってしまう。

　一方、彼らの様子に慌てたのは異世界組だ。

「ど、どうするんだよ!?　オレたちの過去を喋しやべって泣くとか思ってなかったんだけど!?」

　家庭教師四人が泣き始めて、軽くパニック状態になる卓たく也や。

　普段は無表情な和泉いずみも僅わずかに困った様相を見せ、

「ありがたいと思う。嬉うれしいとも思う。だが暗い雰囲気はどうにも慣れん」

「僕だってこんな展開になるのは予想外なんだけど……。修しゆう、どうするの？」

「お、俺だってビックリし過ぎて、どうしていいか分からねえよ！」

　修もこのような展開になるとは露にも思わなかった。確かに重い内容ではあるが、決してアリーたちを泣かせようとか同情を誘おうとしたわけではない。

　自分たちは最低の過去があるからこそ、帰れなくても問題ないと伝えただけなのに。

「あ～、もうストップ！　泣くの禁止！　これから昼飯なんだから、湿っぽいの禁止!!」

　修がわ～、と騒いでどうにか和ませようとしている。

　その姿が少し可お笑かしくて、彼の気持ちが嬉しくて、アリーたちは僅かに表情を崩した。

「とりあえず飯だ、飯！　腹が減ってるから、この程度で気が滅め入いってくんだよ！」




　修のやけくそのような宣言により事態はどうにか落ち着き、皆は城の侍女たちによって運ばれてきた料理を口にする。

「そんで、だ。お前ら、午前中は俺らの魔法の勉強……つーかお遊びだったけど、午後の予定とかはあんのか？」

　野菜を咀そ嚼しやくしながら修がアリーに確認を取る。

「わたくしたちもどうしようか、と話していましたので何も決まっていませんわ」

「んじゃ、どうすっか。午後も勉強なんて、面倒だからやりたくねーんだけど」

　う～ん、と唸うなる修。するとココが、パッと手を挙げて発言する。

「あの、わたしはタクヤさんの〝おむらいす〟を食べてみたいです」

「オムライス？　おお、いいじゃん」

　修が同意した。卓也が作るオムライスは本当に美お味いしいので、材料さえ揃そろうのであれば断る理由はない。

「みんなも卓也のオムライスを食うってことでいいか？　おやつにしちゃ重いチョイスだけど、別にいいだろ」

　一人一皿で食べる必要はない。小腹を満たすぐらいに分け合って食べればいい。

「そんじゃ──」

　決定、と言い掛けたところでアリーが修の服を引っ張った。

「どうした、アリー？」

「あのですね。実はこのようなことがありまして」

　修しゆうの耳に顔を近付けて、何かしら内緒話を始める二人。

　ふむふむ、と頷うなずく修の表情がだんだんと悪わる巧だくみをするような顔に変わっていく。

　全てをアリーが伝え終わった頃には、完全にいやらしい笑みへと豹ひよう変へんしていた。

「おっし、決まったぞ。今日はこの後、城の厨房で卓たく也やのオムライス講座だ。参加するのは俺、アリー、卓也、ココ、和泉いずみ、クリスの六人ってことでよろしく！」

　堂々と修が告げる。だが彼が口にした参加メンバーには二人ほど抜けていた。

「……ちょっと待って貰もらえるかな、修」

　その抜けていた一人である優ゆう斗とは、馬鹿なことを言った修の肩を摑つかむ。

「何だよ、優斗？　俺のベストチョイスに問題あったか？」

「あるに決まってるよね。どうして僕とフィオナさんが抜けてるのかな？」

「いや～、何かお前ら一緒に買い食いするとか話してたらしいじゃん。だったら今日の午後はそれをやればいい、という俺のナイス判断」

「……あのね。僕は別にいいけど、フィオナさんだってオムライスを食べたいかもしれないでしょ？　ノリで決められても──」

「あの、私は買い食いで……大丈夫です」

　優斗が反論しようとした時、恐る恐るフィオナが声を発した。

　確かに〝おむらいす〟という食べ物も気にはなったが、それ以上に優斗と買い食いするのをフィオナは楽しみにしていたのだ。修の提案を断る理由はない。

「だってよ、優斗。フィオナは買い食いしたいらしいぞ」

　意地悪い表情を修が浮かべた。

　彼女の反応に対して、優斗がどのように動くか分かりきっているからこその笑みだ。

「……全く。フィオナさんが楽しみにしてるから、修の提案に乗るんだからね」

　優斗が大きく息を吐きながら周りを見れば、フィオナ以外はニヤニヤとしていた。

　──こいつら、絶対に楽しんでるよね。

　かといって買い食いを全力拒否することはしない。

　フィオナが自ら主張して買い食いしたい、と言ってくれたのだから買い食いするべきだと優斗は考える。

　──まあ、こんな風に行くことになるとは予想しなかったけど。

　とはいえフィオナが僅わずかでも表情を綻ほころばしているのだから、これはこれでいいか、と思っていいだろう。
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　フィオナはお昼を食べると王城を後にした。彼女は学院の制服で王城に行っていたのだが、せっかく街に出て買い食いするのだから私服のほうがいい、と優ゆう斗とを除く全員に断言されたからだ。

「ただいま戻りました」

　玄関を通り広間に向かうと、母親であるエリスがフィオナを出迎えた。

「あら、今日は帰りが早いのね」

「今日はこの後街に出ますので、着替えに戻っただけです」

「そうなのね。お友達と行くの？」

「はい。ユウトさんと一緒に買い食い、というものをすることになりまして」

　フィオナが淡々と言うと、エリスが嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「ユウトさんと……ねぇ。もしかしてデート？」

「……デート、ですか？」

　フィオナはオウム返しのように母親の発言を繰り返す。瞬間、意味に気付いたのか少しばかり慌てた。

「ち、違います。ユウトさんが一緒に行こうと言って下さっただけです」

　フィオナは否定するものの、彼女の様子に母親であるエリスは微笑ほほえましく思う。

　ここ最近における娘の変化は本当に目覚ましく、同じ公爵の子息令嬢どころか王女とも友達になった。そして異世界から来た方々とも友達になったらしい。

　中でも特に会話に出てくるのが〝ユウト〟という人物。

　あまり表情を変えないフィオナが一番、感情を発はつ露ろさせるのが彼のことだ。

　母親であるエリスが気にならないわけがない。

「フィオナと一緒に行動してくれるなんて、ユウトさんは優しい御方なのね」

「それはもう。ユウトさんの家庭教師で本当に良かったと思います」

「だったら今日は買い食いが終わったら、うちに連れてきちゃいなさい」

「……えっ？」

　フィオナが母の予想外な発言に固まる。けれどエリスは念を押すように、

「聞こえなかったかしら？　街で買い食いが終わったら、フィオナはユウトさんを家まで連れてきなさい。夕飯に招待しましょう」

「……お、お母様？　いきなり何を仰おつしやっているのですか？」

　母親の突然過ぎる発案に、フィオナは一切要領を得ない。

「私が気になるのよ。貴女あなたから話を聞いているんですもの」

　どんな人物なのか、母としては優斗に対して興味が尽きない。

「……で、でも急に家にお連れするというのは、失礼に値しないでしょうか？」

「私が言い出したことだから、フィオナが失礼というわけじゃないわよ」

　母の言葉にいまいちフィオナは納得しきれないが、結局のところ押し切られて優ゆう斗とを招待することを了承してしまった。




　そして待ち合わせの時間もあるので、部屋へ戻ったフィオナは気を取り直して着替えようとしたのだが、そこで困ったことが一つあった。

「お友達と出かける際、服装はどのようにすればいいのでしょうか？」

　何を着ればいいのか悩んでしまった。あれでもないこれでもないと服を出しては考え、自分の姿に合わせては鏡を覗のぞく。

　途中からは何な故ぜか家政婦長と母親が参加して、試着を繰り返してしまった。

　着ていく服がようやく決まり、フィオナは家を出る。予定より家を出るのが遅れてしまったため、出来る限り駆け足で、かつ服装や髪が乱れないように走る。

　そうして優斗との待ち合わせ場所に着いたのが約束の三分前。フィオナが約束の場所に近付くと、すでに優斗が待っていた。彼の視線がフィオナと合う。

「すみません、ユウトさん。お待たせしてしまいました」

「いえ。約束の時間前ですし、全然待っていませんよ」

　優斗は笑みを浮かべると、フィオナを促しながら商店街通りへ歩き出す。

「では、行きましょうか」












　二人で並びながら、けれど決して相手へ触れないように歩く優ゆう斗ととフィオナ。

「……あの、ユウトさん。何を食べるのか決まっているのでしょうか？」

「いいえ。歩いているうちに見つかった物を食べるのが、醍だい醐ご味みだと思ってますから」

「えっと……クリスさんも同じように仰おつしやっていましたが、そうなのですか？」

「ええ。予期せぬものに出会って感動を味わえるのも、買い食いの魅力の一つですよ」

　物凄すごくオーバーに言っている感はあるが、これも間違いではないはず。

　──とはいえ本当に困るよね。

　優斗はちらりとフィオナの姿を視界に入れる。

　一ヶ月ほど経たって初めて私服姿を見たが、とても似合っていた。

　僅わずかに色合いの違うタートルネックとフレアスカートを着こなしているフィオナは、本当にお嬢様然としていて普段の制服よりも一層彼女の魅力を引き立てている。

　──まさしく心臓に悪い。

　美少女が美少女っぷりを発揮しないで欲しいとさえ優斗は思う。

　平静を装っているとはいえ、ただでさえ彼女と二人きりで心臓に悪いのだから。

「……ん？」

　と、優斗が周囲を見回して気を落ち着けている時だった。

　一つ気になる店が優斗の目に入った。

「フィオナさん、あれって何ですかね？」

　優斗がある方向を指差す。カラフルな色合いの店に、幾いく人かの若い男女が並んでいた。

「あれは……何でしょう？」

　頭にハテナマークを浮かべるフィオナ。二人とも疑問形のまま目が合った。

　ふっ、と笑い声がお互いに零こぼれる。

「では、さっき言った通りに買い食いをしましょうか、フィオナさん」

　目当てのお店に二人で向かい、客が並んでいる列の最後尾に並ぶ。

　そして看板に書かれている文字を目にすると、優斗は僅かに驚きを見せた。

「えっと、クレープ？」

　先に並んでいた男女が通り過ぎる際に持っている食べ物や食べ方を見ても、優斗が元いた世界と何ら変わりはないようだ。けれどフィオナには馴染みがないらしく、

「その……どういうものですか？　クレープというのは？」

「僕たちがいた世界のものと変わりないのであれば、卵や小麦粉を使った薄い生地で甘いものを包んだ食べ物と言えばいいでしょうか。女性に人気があって美お味いしいんですよ」

「甘いんですか？」

「はい。もしかしてフィオナさんは甘いものが苦手だったりしますか？」

「いえ。甘いものは大好きです」

「ならよかった。きっと気に入ると思いますよ」

　列が捌さばけていき、優ゆう斗ととフィオナの順番になった。メニュー表を見れば種類も相違なく、優斗は安心してチョコカスタードクリームを、フィオナはイチゴクリームを頼む。

　手際よく作る店員にフィオナが少し見み惚ほれていると、あっという間にクレープが出来上がった。そしてお金を払い、初の買い食いによる食べ物をフィオナが恐る恐る手に取る。

　優斗は彼女が受け取ったのを確認した後、次の客の邪魔にならないように歩き出す。

　フィオナも優斗の行動に気付いて、すぐに付いていった。

「これがフィオナさんにとって初めての買い食いになりますね」

「そうなのですが……その、質問よろしいですか？」

「何でしょう？」

「フォークやナイフ、スプーンなどはないのでしょうか？」

「……へっ？」

　優斗も面を食らったが、少し考えたら彼女の疑問も納得した。

　買い食いをしたことがないのだから、食べ方だって分かるはずもない。

　さらには貴族だから、かぶりつくという概念がないのかもしれない。

「物によってはスプーンなどが付く場合もあるんですが、これはこのまま、ぱくっと食べるんです」

「……ほ、本当ですか？」

　信じられないようなものを見る目つきで、フィオナが問い返す。

「世の中、こういうものもあるんですよ」

「……ユウトさんが言うなら本当なのでしょうけど」

　けれどやったことがないため、フィオナは心なしか不安そうだ。

「じゃあ、とりあえず実践してみせましょうね」

　優斗は言いながら、クレープにぱくりと食い付く。

　元の世界と変わらない、思った通りの美お味いしさで自然と笑みが浮かんだ。

「こんな感じです。クレープは出来立てが一番美味しいんですよ」

「……頑張ります」

　フィオナも優斗の姿を目にして、心を決めた。

　少しばかり逡しゆん巡じゆんした後、意を決してクレープを口に運ぶ。

「……美味しい」

「でしょう？　こういうことがあるから楽しいんです」

　次第に食べる速度が上がっていく彼女に優斗は安あん堵どする。

「まあ、買い食いに問題点があるとしたら、食べ過ぎてしまって夕飯が食べられなくなるかもしれない、という点ですね」

　などと吞のん気きに言った優ゆう斗とだが、何な故ぜかフィオナが奇妙な表情になった。

「フィオナさん、どうしました？」

「……あの、ですね。今日、この後の予定は空いていたりしますか？」

「予定ですか？　特に埋まっているわけではないですよ」

「でしたら我が家に来ていただいてもよろしいですか？」

　フィオナのとんでも発言で一瞬、二人の間に沈黙が生まれる。

　特に優斗は理解不能の極みに陥っていた。

「……せ、説明を要求してもよろしいでしょうか？」

　優斗がお願いすると、フィオナは淡々と理由を話し始める。

　全てを聞き終えて、優斗はようやく彼女の発言の意図を理解した。

「つまりお母様が僕に会いたい、ということですか」

「私の友人ということもそうですが、やはり異世界から来たことに興味を持たれたのではないかと思います」

「でしょうね。僕も同じ立場なら興味を持ったと思いますから」

　異世界から来た、というだけで格好の話のネタだろう。

　けれどフィオナとしては、連れていくことを強制したいわけではないので、

「あの、でも無理にというわけでもありませんから、嫌でしたら断っても……」

「大丈夫ですよ。フィオナさんのお母様なのですから、変に何かをしてくることもないでしょうし。ですから安心して行かせていただきます」

　優斗の反応にフィオナもほっとした表情になる。

「そう言っていただけると私も嬉うれしいです」

　安あん堵どしたフィオナはクレープを再び食べ始める。

　小さい声で「美お味いしいですね」と呟つぶやいて、また一口と食べる。優斗は彼女が僅わずかに表情を綻ほころばせる姿を見ながら、一緒に買い食いが出来てよかったと心の底から思う。

　──たとえ、この後修しゆうたちにからかわれるとしてもね。

　買い食いのことにしても、フィオナの家に行くことについても。

　それでもこの瞬間を得られたのは、本当に良かったと思った。
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「ここが私の家です」

　フィオナが示したのは……紛まごうことなき豪邸だった。思わず優斗も呆あつ気けに取られる。

「凄すごいですね。このような家を見たのは初めてです」

　城を見た際も思ったが、この豪邸も本当に驚くべき大きさだ。リライトに召喚されて一ヶ月は経たっているが、改めて異世界に来たことを実感させられる。

　庭の花壇はまだ大丈夫だが、海外の上級セレブが住んでいそうな特大の家はテレビの中でしか見たことがない。それが実際、目の前にあるのだから圧倒されてしまう。

　家の門に兵士姿の警備がいる、というのもさらに異世界感を際立たせていた。

「バルトさん、ただいま帰りました」

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　守衛をしている初老の男性はフィオナの帰りに頭を下げると、隣の優ゆう斗とに目をやった。

「こちらの男性がミヤガワ様ですか？」

「はい。私のクラスメートでお友達のユウト・ミヤガワさんです。今日はお母様の招待で来ていただいたんです」

　フィオナの紹介に合わせて優斗が頭を下げると、バルトも同様に頭を下げた。

「今後とも、お嬢様をよしなにお願いいたします」

「いえ、こちらこそフィオナさんにはお世話になりっぱなしで」

　とてもではないが、お願いされる立場じゃない。だがバルトは優しげな目で、

「貴方あなたと出会ってからというもの、お嬢様が日に日に輝かれています。私にとっては日々の輝きを見るのがとても嬉うれしいのですよ。旦那様も奥様も喜んでおられます」

　どうやらバルトとトラスティ家は仲が良いらしい。

　この世界では珍しいのか珍しくないのかは分からないが、優斗には微笑ほほえましく映る。

　するとバルトが何かに気付いたのか、二人を玄関へと促した。

「あちらで奥様がお待ちになっておりますよ」

　腕を広げて指し示された先に優斗が視線を送ると、一人の女性が待ち構えていた。

　優斗と視線が合うと、女性は颯さつ爽そうと歩いて向かってくる。

「初めまして、ユウトさん。私がフィオナの母のエリスです」

　黒い髪を短く纏まとめ、フィオナをそのまま大人にしたかのような容姿。

　ただ、美しさは鳴りを潜めているわけではなく、年齢と共に円熟していった魅力というものが彼女にはあった。優斗は丁寧に頭を下げる。

「初めまして、エリス様。ご存知とは思いますが私は宮みや川がわ優斗と申します。この度はご招待していただき、ありがとうございます」

「あら？　畏かしこまらないでいいわよ」

　あっけらかんと言うエリス。というか第一声と口調が違い過ぎた。

「申し訳ありませんが、公爵の奥様にそのような言葉遣いは出来ません」

「フィオナには、もうちょっと砕けているのに？」

「彼女はお友達ですから」

「なら、母親である私も同じことよね？」

　遠慮をさらりとかわすエリスに、優ゆう斗とは内心でツッコミを入れる。

　──どういう理論なんだよ、それは。

　少なくとも元の世界において、一応は一般市民だった自分が公爵夫人に慇いん懃ぎんな言葉を使うなとか、何という無茶振りだろう。

　しかもエリスだって、最初の一言だけは優斗に対して丁寧な口調だったはずだ。

　すぐにざっくばらんな口調になっているが。

「……でも、しかし──」

「それに階級としても、異世界人である貴方あなたのほうがリライトでは高いわ。せめて堅苦しい言葉を改めてくれないと私が困るわよ」

　優斗はエリスに言われて、そういえばと思い出す。

　この国では王族の次に異世界人の位が高い、と。だとしても、少なくとも年上に対してぞんざいな口調など優斗には出来ない。

「わ、わかり……ました。努力はしますから、今日はある程度で勘弁していただけると嬉うれしいのですが」

「しょうがないわね。今日はこれくらいで許してあげるから、今度来た時にはもっと柔らかくなって頂戴ね」

「……はい。出来る限り、ご随ずい意いに」

　何というか優斗は負けた気分になった。

　丁寧な言葉を使ってはいけないって、どういう貴族様なんだろうか、と。

「早く家の中に入るわよ。今日はうちのコックが腕によりをかけて、ご馳ち走そうを作ってくれているから」




　食事をする広間へと案内される。優斗の眼前にあるテーブルの上には、想像していた以上の料理があって驚かされた。席に座って食事を取ろうとして、ふと優斗は気付く。

「この世界の食事の作法というものを知らないのですが……大丈夫でしょうか？」

　元の世界ならともかく、こっちの世界の作法なんて知っているわけもない。

「あら、気にしないでいいのよ。堅苦しい場でもないから」

　エリスがそう言ってくれたので、優斗は安あん堵どの息を吐いた。

「助かります。まだマナーなどは習っていなかったので」

　改めて優斗は食事を取る。あまり乱雑にならないよう、丁寧にナイフとフォークを使って綺き麗れいに食事を進めていく。

「今日は来てくれて嬉しいわ。いつもフィオナが話しているものだから、私もユウトさんのことが気になってたのよ」

　優斗がサラダや肉料理の美お味いしさに舌した鼓つづみを打っていると、エリスが話し掛けてきた。

　一旦食事を止めて優ゆう斗とも会話に応じる。

「そうですか。僕もエリス様とお話できて──」

「エリス〝様〟？」

　いきなり睨にらまれた。優斗は内心で勘弁してくれ、と嘆きながらも彼女が所望する通りの言葉遣いで言い直す。

「……エリスさんと話すことが出来て、僕も良かったですよ。貴族の邸宅、という建物の中にも初めて入ることが出来ましたし」

　正直、日本国民の誰もがイメージしている通りの邸宅だった。

「貴方あなたがいた国では貴族がないのよね？」

「そうですね。昔は存在しましたが、今はいません」

「じゃあ〝華族〟は？」

　いきなりエリスから問われたことに、優斗の表情は不意に真剣なものになった。

　──どういうことだ？

　そんなもの、まだ誰にも話したことがない。

　というか話すこともない。日本の昔々の歴史のことなんて。

「……どうして知っているんですか？　友人の誰かが貴女あなたに話しましたか？」

「違うわ。私たちは〝元々〟知っているのよ」

「それは──」

　再び問い掛けようとして……優斗は気付いた。

「なるほど。今までにやって来た勇者からの知識ということでしょうか？」

「ええ。そういうことよ」

　エリスは肯定すると、さらに優斗へ問い掛ける。

「ユウトさんは過去に我が国へ来た勇者の風ふう貌ぼうを聞いたことはある？」

「ありません。今まで、そのようなことを聞く必要もありませんでしたから」

　当然のように首を横に振る優斗。するとエリスは講釈するように指を一本立てた。

「これまで召喚した異世界人は自国、他国を問わず総じて黒髪に黒い瞳を持っていたわ。当然、リライトの勇者も先代、先々代と同じ容姿を持っていたわ」

　歴代、リライトに召喚された人物はみな同じ風貌をしていた。

　これは召喚の存在が認識されてから、一〇〇〇年に及ぶ歴史で分かっていること。

　セリアール全体から見ても同様のことが言える。

「同じということは、どういう意味か分かるかしら？」

「……ふむ。つまり今までの異世界人は僕たちと同じ世界どころか、特定の場所からやって来たというお考えで？」

　優斗が彼女の予想を察して問い返すと、エリスは素直に頷うなずいた。

「そうよ。今まで勇者がどこにいたのか、なんて考える人はいなかったわ。誰もが異世界の人間は総じて〝そのようなもの〟だと考えている。けれど少し考えれば分かることよね。この世界だけでも様々な容姿を持つ人間がいるのに、どうして異世界人だけは同じように黒髪、黒目なのか不思議に思わないかしら？」

　それがエリスにとって疑問の始まりだ。つまり召喚とは、ある特定の世界──特定の場所と繫つながっているのではなかろうか、と。

「だとしたら、どうしてエリスさんは疑問を持たれたのですか？」

　優ゆう斗との質問にエリスは笑って答える。答えは単純だ。

「我が家は異世界の血を取り込んでいるからよ」

　突然の爆弾発言をされて、優斗は思わずエリスとフィオナの容姿を確認してしまった。

　──あ～、確かに否定できる要素はないね。

　優斗がフィオナに対して最初に抱いた感想は〝大和やまと撫子なでしこ〟のような女の子。

　そう感じた自分は間違いではなかったのか、と今更ながらに再認識する。

「先祖に異世界人がいる、ということですね」

「ユウトさんは理解が早くて助かるわ。私より三代前、我が家はリライトにいる『勇者の刻印』を持つ異世界人と結婚をした。そして公爵まで上がっていった。私が生まれた頃にもご健在だったから幼い頃は時折、異世界についての話を聞いていたわ。この世界とは違うことを聞けるのが楽しくってね」

　自分たちが生きているセリアールとは全くの別世界で、本当に夢物語のようだった。

「では、続きが気になって今日は僕を呼んだのですか？」

「あらあら、違うわよ。私が興味を持ったのは貴方あなた自身。フィオナの会話にあれほど出てきたのは後にも先にも貴方だけだから。母親として興味を持つのは当然じゃない？」

　軽やかな口調のエリス。確かに幼い頃は異世界の話に多大な興味を持っていた。

　けれど今日は違う。注目すべきは彼がどのような人物なのか、だ。

「というわけで、今日はフィオナとの馴なれ初めとか聞かせて貰もらうわよ？」

　ガッツリと話す気満々のエリス。だが、そこでフィオナが口を挟んだ。

「お、お母様。ユウトさんに、その……迷惑ですから」

　彼にとっては初対面である友人の母親が、意気揚々として話そうとしているのはフィオナでも不ま味ずいと分かる。

　なので今日はこれぐらいで終わりにしたいと思ったのだが、エリスは肩を竦すくめるだけ。

「ユウトさんは迷惑かしら？」

「いえ、問題ありませんよ。エリスさんの性格も少しは把握しましたから」

　優斗とエリスが笑い合う。この後、エリスに尋ねられるがままに優斗はフィオナと出会ってからのことを話し始めた。




　その頃、王城に残ったメンバーは厨房の一つを使わせて貰もらって、オムライスパーティーをやりながら駄だ弁べっていた。

「今日、あいつらの仲が進展したと思う奴、挙手」

　修しゆうがオムライスを頰ほお張りながら採決を取る……が、誰も手を挙げなかった。

「お～い、誰かが手を挙げないと賭けになんねーぞ」

「そんなこと言っても、優ゆう斗ととフィオナだからな。特に優斗がどうこうしてるなんて、オレは思えないんだけど」

「期待するだけ無駄だ。ギャルゲーのような展開になっているわけがない」

　卓たく也やと和泉いずみが手を挙げることを拒否する。けれどアリーが頑張って否定してみた。

「そ、そんなことはありませんわ。フィオナさんとユウトさんだって、二人っきりでデートをすれば少しぐらい意識するはず──」

「じゃあ、アリーは手を挙げんのか？　そっちの方が俺的に面白いんだけど」

　修がにんまりと笑うと、アリーは途端に自信がなくなったようで、

「それは、その……や、やっぱり手は挙げませんわ」

「んじゃ、進展するほうに賭ける奴がいなかったから、今回の勝負はなし。次回の卓也特製プリンは、じゃんけんで勝った奴が多く食べれるってことでいいか？」

「「「「「賛成!!」」」」」

　こうして六人のおやつタイムは、優斗とフィオナを会話の肴さかなにして大賑わいした。








第四話






　五月も半ばに入った頃には優斗たちも異世界での日々を日常と思えるようになり、至って健康的に異世界での生活を送っている。

　その中で優斗とフィオナは、半月前から毎日のように雑談を続けていた。

　今日も今日とてエリスが学院終わりに優斗を連れてくることをフィオナに命じ、三人での雑談タイムが始まった。

「僕が学院で驚いているのは、貴族至上主義のような方々が何人かいることですね。王女であるアリーさんは平民や貴族の違いを気にしていませんし、大多数の貴族子息や令嬢も同じです。だというのに、どうしてそのような方々がいるのでしょうか？」

「リライトの貴族の在あり方が他国と比べると変、というのはあるけどね。ただ、同じクラスのパリーニュ子爵の息子……だったかしら。あの子は過激派みたいなものだと思うわ」

「なるほど。世界が違えど、そういう方々はどこにでもいるんですね」

　学院生活で目もつ下か問題となっているのが、編入初日に修しゆうが問題を起こした相手のラッセルだ。貴族へ気安く話し掛ける修たちが気に食わないのか、兎とにも角にもうるさい。

　とはいえ修や和泉いずみは全く気にしていないし、優ゆう斗とや卓たく也やはタイミングを見計らって話しているので、自分たちにとっては問題になっていないが。

「後はフィオナさんが話すようになって、クラスメートが大変驚いてますね」

　優斗がにっこりと笑みを浮かべてフィオナに話を振る。

　彼女も自分の変化には気付いていたので、しっかりと頷うなずいた。

「そうですね。教室内でユウトさんと話している姿を見たクラスの皆さんが、大層驚かれていたのを私も覚えています」

　教室内では常に一人で誰とも話していなかったフィオナが、半月前からアリーやココと雑談や談笑をしているのだから、クラスメートも驚いて然しかるべきだろう。

　それは当然、母親であるエリスも同じことで、

「我が家以外の人たちと普通に話せるようになるなんて、驚きを通り越してもいいくらいね。正直、誰と出会っても変わらないと思っていたもの」

　彼女があまり表情を動かさなかったり、誰かと話そうとしないのは生来の気質だ。

　それがエリスは悪いことだとは思っていなかったし、無理矢理に娘の性格を変えようとも思っていなかった。

　しかし偶然にも出会った人たちによって、一六年間変わらなかったフィオナの性格が変わっていく様を見てしまえば、エリスとて驚いてしまう。

「その、それは変……ということでしょうか？」

　フィオナが若干、不安そうに訊きいてきた。だからエリスは力強く首を横に振る。

「そんなこと言わないわ」

　確かに普通から考えれば、僅わずか一ヶ月半での変わりようは違和感が生まれるだろう。

　けれどエリスは一切、そのようなことを思わない。

「ただ、良い出会いがあったと思うだけよ」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　だが翌日の朝、フィオナは教室で母の言葉を重く捉えていた。

「確かに変……と言ってしまえば変ですよね」

　思えば、自分の変わりようはおかしい。

　今までのフィオナ＝アイン＝トラスティは、基本的に誰のことも意に介さなかった。

　貴族故にパーティーに参加することもあるが、歳の近い男性や女性に声を掛けられたところで、冷たい反応を返すだけ。喋しやべりたい、など露ほども考えたことがない。

　なのに彼らと出会った後の自分は優ゆう斗ととお喋しやべりしたいと思って頑張ろうとしたり、今ではかなり普通に話せるようになっている。もちろん切っ掛けがない、とは言わない。

　友達が出来たという最大の切っ掛けがフィオナの中にはある。

　けれど、それだけで変わるものだろうか？

　一六年間ずっと変わらなかった自分が、たったそれだけのことで変わってしまうのは違和感しか生まれない。しかし一人で考えたところで答えが出ない、というのもフィオナは分かっているので友達に声を掛けてみる。

「あの、アリーさん。相談事があるのですが、よろしいでしょうか？」

「わたくしに相談事ですか？」

　席について本を読んでいたアリーは本を閉じ、フィオナへと向き直る。

　そして彼女の表情を見た瞬間、簡単な相談ではないと気付いた。

「どうやら気軽な話ではないのですね？」

「そう……なんでしょうか？　気軽ではないと思いますけど、暗い話でもないと思います」

　尋ねたアリーに対し、首を捻ひねって答えるフィオナ。

　彼女自身、気軽な相談だとは思わないが重苦しい相談だとも思っていない。

　アリーはフィオナの様子と返答に一定の理解を示すと、周囲を見回す。すでにクラスの半分が登校している状況で、彼女の相談を受けるのは得策と言えないだろう。

「人も多くなってきていますので、教室内で相談を受けるというのはやめておきますわ。学生が少なくなった放課後……いえ、せっかくなのでお泊まり会でもしませんか？」

　アリーの提案にフィオナはきょとん、とする。

「お泊まり会、ですか？」

「今日は金曜日ですので、明日は学院もありません。お泊まりであれば夜の時間を気にする必要もありませんし、ゆっくりとお話出来ますわ」

　どのような相談内容なのかは分からないが、それでも時間があるに越したことはない。

「そうですね。アリーさんの仰おつしやる通り、ゆっくりとお話出来たほうが私も嬉うれしいです」

「後、もし可能ならばココさんもお呼びしたいのですが、フィオナさんは構いませんか？」

「問題ありません。ココさんにも相談しようと思っていましたので」

　アリーは彼女の了承に笑みを浮かべると、小さく手を叩たたいて喜んだ。

「でしたら今日は、女性陣でお泊まり会をしましょう」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　ココも無事に誘うことが出来て、学院が終わった後にフィオナとココはリライト城へと泊まりに行った。正直、公爵令嬢とはいえ王城に泊まる機会があったわけではないので、まさか友達のお誘いで泊まるなど考えもしなかったフィオナとココ。

　アリーが大歓迎しながら自室に招き、まずは全員で風呂に入ろうと意気揚々に提案する。

　別に二人も拒否する理由がなかったので、素直にアリーに連れられて大浴場へ向かう。

　そして大理石で出来ている、一○人以上は余裕で入れそうな浴槽を前に髪と身体を洗い、三人揃そろって湯船に浸かったところでココの顔が凍り付いた。

　眼前にある光景を疑いたくて、何度も目を擦こすって確認する。

「う、浮いてます……っ！」

　ココの視線の先にあるのは、二人の胸。

　女性の視点から見ても魅力的な豊かさを持った二人の胸が、水面を浮遊している。

「か、格差が……っ！　格差がありすぎます！」

　ココは自分のスカスカな胸元に手を当てる。多少はあるとか、ありそうだとか、あるかもしれない、という希望を一切見出せないくらいに自分の胸はない。

「ココさん、どうされたのですか？」

　衝撃を受けているココの表情に気付いたアリー。

　可愛かわいらしく小首を傾げる王女だったが、ココは半泣きになる。

「ど、どうして二人はそんなに胸が大きいんです!?　何かやったんです!?」

　さすがに女性として胸が一直線で真っ平らなのは悲しすぎる。なので彼女たちが何かしらやっているのであれば、ココは藁わらにも縋すがる思いで頑張りたいのだが、

「いえ、わたくしは何かやったわけでは……」

「私も自然とこうなりました」

　案の定、ココの希望を打ち砕く返答が二人から飛んできた。

「せめて半分……三分の一でもいいのに、どうしてわたしは大きくならないんです!?」

　ココの母親も胸は真っ平らなので、遺伝という点を考えれば無理な話かもしれない。

　けれど目の前に胸の大きな二人がいるとなると、やはり悲しくなってしまうものだ。

「じょ、女性の魅力は胸だけではありませんわ！」

「肩が凝るだけなので、あまり重要視するのはどうかと私は思いますよ」

　アリーがココの必死な形相に取りなそうとするが、フィオナはココを煽あおっているようにしか思えない。まあ、彼女に悪気がないことは分かっているのでココも怒ることはない。

「い、いいです。もしかしたら数年後にはアリーさんたち以上になるかもしれませんし、諦めたら負けです」

　自分自身に無理矢理な希望を見出すと、ココは気を取り直すように別の話題を振った。

「それにしても、アリーさん発案でお泊まり会ってビックリです。どうしてやろうって思ったんです？」

　もちろんやったことがないのでココとしても嬉うれしい。フィオナの相談に乗るために時間をたっぷりと作るのであれば、夜中まで一緒にいることは間違っていない。

　けれど放課後の時間だけで相談に乗るのが不可能か、と問われたら答えは否だ。

　アリーはココの質問を聞くと顔をほのかに朱に染めて、

「……えっと、ですね。実はわたくし、学生っぽいことに憧あこがれているのですわ」

「学生っぽいこと、です？」

「その通りですわ。今まで王族ということでお友達もいませんでしたが、今はフィオナさんやココさんがいますので、少しでも学生っぽいことをしたくて……」

　せっかく学生として過ごしているのに、今までは全くやらずに過ごしてきた。

　それも仕方ないと諦めてはいたのだが、修しゆうたちが召喚されたことによってアリーを取り巻く状況は一気に変わった。であれば、元より諦めていた『学生っぽいことをする』という気持ちが再燃したとしても仕方ないことだろう。

「あっ、それはわたしも分かります。クラスメートの人たちが遊びに行く話をしてると、羨うらやましかったです」

「私は羨ましいと思ったことはありませんが、アリーさんとココさんと一緒に過ごす日々が嬉しい、と今は感じています」

　ココは何度も何度も頷うなずき、フィオナは興味がなかったからこそ肯定は出来なかったが、それでも今の状況が楽しいと感じることは出来ていた。

　アリーは二人から好意的な意見を貰もらって喜んだものの、自分語りをしてしまって次第に恥ずかしくなったのか、さっさと湯船から身体を出すことにした。

「さ、さて、そろそろ出ましょう。このまま話し続けていると、のぼせてしまいますわ」




　大浴場から出た後は夕飯を食べて、三人はアリーの部屋へと戻った。揃そろって寝間着に着替えたところで、アリーとココは話を聞く体勢を取る。ここからが今日の主題だ。

　フィオナは二人が聞く準備を取ったことを認識すると、単純過ぎる相談内容を伝えた。

「私、変でしょうか？」

「……はい？」

　フィオナの第一声にアリーの頭がこてん、と斜めに傾く。

「フィ、フィオナさん？　今のはどのような意味なのですか？」

　いきなりのことでアリーも上う手まい返答が思い浮かばない。

　なので、どうしてそんなことを訊きいてきたのか聞き返す。

「元を辿たどって説明すると、私は母から性格などが変わったと言われたんです」

「え、ええ。確かにフィオナさんは変わりましたわ。それはココさんもわたくしと同じ思いですわよね？」

「同じです。わたしもフィオナさんは変わったって思います」

　これはアリーにもココにも分かることだ。二ヶ月と経たたない付き合いではあるが、最初のフィオナと今のフィオナが違うということは理解している。

「だけど私の変わりようは変ではないか、と思いまして。なのでアリーさんとココさんに相談しようかと」

　フィオナの真まっ直すぐな言葉。

　けれどアリーは何な故ぜか両手を顔に当てて、緩みそうになる頰ほおを頑張って押さえた。

　──こ、これが『お友達の相談』というものですわ!!

　今まで友達がいなかった自分が『友達からの相談』というものを受けたことに、アリーは喜びを抑えきれず顔が緩んでしまいそうになる。

　すると彼女の不審な態度にココが気付いた。

「どうしてそんなに嬉うれしそうなんです？」

「お、お友達からの相談というものを実感したら、不ふ謹きん慎しんだとは分かっているのですが嬉しくなってしまいましたわ」

　これもまた、アリーにとっては初体験。

　友達だからこそ受けることが出来た相談に、嬉しくなってしまった。

「そういえば私も悩んではいますが、お友達に相談出来ることは嬉しくありますね」

「なんていうか、あれです。わたしたち、本当に〝友達〟って感じです」

　三人が三人とも嬉しさを内心で嚙み締める。けれど喜んでばかりもいられないので、アリーは両手で顔を軽く張ると、フィオナの相談の内容を再確認する。

「フィオナさんは自分の変わりようが変ではないか、と。そう思っているのですわね？」

「はい。仰おつしやる通りです」

　頷うなずくフィオナ。対してアリーは慎重に言葉を選びながら、

「けれどそれは、当然というものではないですか？　わたくしたちは初めてお友達が出来ましたわ。ということは、内面や表面に変化が出ても当然だと思うのですが」

「そうでしょうか？」

　フィオナは自分の変化が誰よりも大きい、ということを理解している。

　だからこそ他の面々以上の変化が起こった自分に違和感を覚えてしまう。

「アリーさんもココさんもクリスさんも、皆さんは性格がほとんど変わっていません。これほど変わっているのは私だけで、それは普通と違うということではないでしょうか？」

「……なるほど。ですが、わたくしとて変わっていないわけではありません。フィオナさんは目に見えて分かる範囲で顕けん著ちよというだけだと思いますわ」

「だからこそ、私の変化は皆さんと比べて奇き異いに映るのではないかと」

　どうにもアリーの話ではいまいち、納得出来ないフィオナ。自分自身の変化を上う手まく理解出来ていないのであれば、それも仕方ないことではあるとアリーは考える。

「ココさんは何か伝えられることはありますか？」

「ん～……と、わたしもアリーさんと同意見です。フィオナさんが変わっていったのは友達のおかげ……というより、ユウトさんとお喋しやべりを頑張ったからだと思います」

「けれど私は何な故ぜ、皆さんと友達になったからといって『お喋りしたい』と思ったのでしょうか？　今更ですけど、かなり唐突な感情だと自分では思っているのですが……」

　そこがフィオナは理解出来ない。今までの自分ではあり得ないと断言出来る感情だからこそ、何故芽生えたのかが分からない。

「なるほど。フィオナさんが問題としていることは、わたくしやココさんには難しいお話ですわね。わたくしたちはお話をしたい、お泊まり会をしたいと思っていたのですから」

　自分たちは望む人たちを得て、望むことをやっている。再燃した感情を当然だと思っているからこそ、アリーとココは彼女の相談について答えを出せない。

「であるならば、フィオナさんにお伝え出来る解決方法は一つですわ」

　彼女が不思議としている感情において、最初に関わった人物。彼女がまず話したいと思い、誰よりも長い時間を一緒にいた彼であれば、答えを導き出せるかもしれない。

「今の疑問をユウトさんにお話しするのはどうでしょうか。フィオナさんにとって最初に話したいと思った相手に相談してみる。それこそが一番の解決方法だと思いますわ」
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　翌日、王城から出たフィオナは優ゆう斗とたちが生活している寮へと向かった。

　午後から家庭教師として授業をする予定ではあったのだが、午前中に現れたフィオナの姿に優斗は大層驚いた様子だった。

　けれど相談があるとフィオナが伝えると、優斗はすぐに了承して出掛ける支度をする。

「どうせならカフェに行きましょうか。僕の部屋では息が詰まるでしょうからね」

　フィオナとしては優斗の部屋でも問題ないと思ったのだが、せっかくのお誘いだったので素直に頷うなずき、二人でカフェへ向かうことにした。

　テラス席に座って店員へアイスコーヒーを二つ注文する。少ししてテーブルに置かれた飲み物で優斗は喉を潤しながら、彼女が話し出すのをゆっくりと待った。

「えっと……ですね」

　時間にして数分ぐらいだろうか。優斗が三分の一ほどアイスコーヒーを飲んだところで、フィオナはゆっくりと話し始める。

「私は元々、本当に無口だったんです」

「そうですね。授業は喋らないといけないから別だとしても、それ以外の会話はありませんでしたからね」

　出会った頃のままであれば、未いまだ授業以外の会話なんて不可能だったろうし、一緒にカフェへ来ることもなかっただろう。けれどフィオナは首を横に振る。

「……そうではないんです。ユウトさんが知っている私より、実際はもっと酷ひどいんですよ」

　そして彼女は優ゆう斗とたちと出会う前のことを語り出す。

「例えばパーティーに出て話し掛けられても、冷たくあしらうだけです。誰かと話す、ということに興味を持っていませんでした」

　話す必要すらない、とさえフィオナは思っていた。もちろん家のしきたりであったり、喋しやべらないように育てられた結果ならば、まだフィオナは疑問を持たなかっただろう。

　けれど実際は社交性の高い両親や家政婦長から貴族の令嬢として普通の教育を受け、たくさんの愛情を注いで育てて貰もらった。

「お父様やお母様から育てられたのに、どうして話すことすら興味がなかったのか。今でも自分で理解出来ていません」

　父や母は生まれながらの個性、ということで特に気にした様子はなかった。自分も自身の性格には特に何かを思ったことがなかった。だから友達が出来て、周りを見るようになって〝世界〟が広がったからこそ、生まれてしまった感情がある。

「少し不安に思ってしまうんです。何な故ぜユウトさんたちと友達になったからといって、お喋りしたくなったのか。どうしても理由が分からないから」

　フィオナは思っていたこと、考えていたことを全て伝える。優斗は聞き終えるとアイスコーヒーを一口飲んで、どう話すべきか考えを纏まとめる。そして、

「ねえ、フィオナさん。その『どうして』って言葉は考える必要があるんですか？」

　彼女の不安を解決するために言葉を届ける。

「僕はですね。『運命の出会い』というものが、あると思っているんです」

　言いながら優斗は昔を思い出し、彼らと出会った日々に顔を綻ほころばせる。

「出会うべくして出会った人たちがいる。だから変われた。それでいいと思いませんか？」

　懐かしさと実感を伴った言葉。だからこそフィオナも気付く。

「それは……ユウトさんにとってのシュウさんたち、ということでしょうか？」

「はい。フィオナさんの言う通りです」

　優斗は素直に頷うなずく。自分にとって修しゆうたちと出会ったことは、どうしようもなく『運命』だと思っているからこそ、否定する要素は一切ない。

「そして特別っていうのは、二通りあると思うんです。出会った瞬間から特別であることと、積み重ねて特別に変わること」

　どちらも特別であることに変わりはないけれど、それでも『運命の出会い』と称することが出来る特別は一つ。

「僕にとって、修しゆうたちの出会いは前者だった」

　あの三人と出会ったことは、優ゆう斗とにとってそれほどの意味を持つものだった。

「特別な相手だから、特別な相手の言葉だから、どうしてか心に響く。今まで興味がなかったことにすら感情が湧き上がる。そこに理由も理屈も必要ないと僕は思います」

　そして優斗は言っている意味を間違えないようにと付け加える。

「別にフィオナさんのご両親が貴女あなたにとって特別じゃない、と言ってるわけじゃないのは理解していただけますか？」

　自身が変わるために出会った特別があるだけ。それを間違って欲しくないという優斗の想いをフィオナも分かったので素直に頷うなずいた。

「じゃあ、質問です。特別な人が届けてくれたものを享きよう受じゆして変わっていくのは、おかしいことでしょうか？」

「いえ、そうは思いません」

　フィオナは自分が思っていた以上に、簡単に否定の言葉を口にすることが出来た。

　優斗は彼女の即答に柔らかい笑みを浮かべる。

「だとしたら、今のフィオナさんであることを悩む理由は全くありません。今の自分が嫌いじゃないなら、喜ぶべきことだと僕は思いますよ」

　いつも通りに優斗の優しい反応。

　彼女のことを想い、過去の出会いを懐かしんだからこその微笑ほほえみ。

　けれどフィオナは彼の表情を見て、不意に形容しがたい悲しい感覚に襲われた。

　──ユウトさん？

　伝えたいことを全て伝え終わったからか、飲み物に手を伸ばそうとしている少年のことをフィオナは注視する。

　彼が語ったことは実体験だろう。だからこそフィオナには言葉以上に胸へ響いてくるものがあった。しかし、届けてくれた言葉を正しく捉えるのであれば、

　──ユウトさんも昔と今で性格が違う……ということですよね。

　今の彼の性格は『昔の宮みや川がわ優斗』とは違うということになる。

　そしてそれは、あの時に説明を濁した彼の過去に関わるはずだ。

　悲惨だと修に言われていた、優斗の過去に。

「……っ」

　何があったのか、今はまだフィオナには分からない。彼は話す必要がないとすら思っているかもしれない。けれど、フィオナは優斗のことを『理解したい』と思った。

　少しずつでいいから、目の前にいる男の子のことをもっと知りたい、と。

　そして今のフィオナは芽生えた感情に、疑問を持つことも臆することもない。

　大切な出会いがあって、変わったからこそ芽生える感情もあることを優斗に教えて貰もらったのだから。








第五話






　六月に入り、初めての土曜日。

　午後から始まるフィオナとの授業の前に、優ゆう斗とは寮の近くにある訓練場にいた。

　初級の攻撃魔法を何度も繰り返し放ちながら、どうにも煮え切らない感覚に首を捻ひねる。

「やっぱり違和感というか……妙な感じだね」

　授業などで魔法を使っている時に常々、思うことがある。

　何かがズレているような気がして、何かが決定的に足りていない。

　宮みや川がわ優斗は〝自身にとって正しい魔法の使い方を会得していない〟と、そう感じている。

　一応は修しゆうや卓たく也や、和泉いずみに確認を取ってみたが三人とも違和感はないと答えていた。

「なんていうか、厨ちゆう二に病びようっぽくて嫌なんだけど……」

　とはいえ優斗が勇者である修よりも『正しい魔法の才能』があるわけもない。チートの権ごん化げである修だからこそ勇者に選ばれ、圧倒的なまでの能力を得ているのだから。

「普通の神話魔法を使えなかったから、真っ当じゃないのは分かったけど」

　一応、神話魔法の詠唱は国やら遺跡やらにあるとのこと。

　リライトも神話魔法の詠唱を幾いくつか持っていたので、試しにアリーから詠唱を教えて貰もらって詠よんでみたのだが、最初の一音すら発することが出来なかった。

　そもそも中級魔法の詠唱破棄すら出来ないというのに、神話魔法を使えるとも思えない。

「だけど、この時点で納得して何もしないと修が一人になるから、どうにかして違和感を解消しないとね」

　ふと零こぼした独り言に優斗は頭を搔かき、まるで出来の悪い弟を慮おもんぱかるかのように苦笑した。

　自分が抱いている違和感を解消するために、まだやっていないことはある。

　正統な神話魔法が『求めるは──』という始まりであるのならば、正統ではない神話魔法は存在する。フィオナとの授業で聞いた、もう一つの神話魔法が。

「可能性を見出すならこっちなんだけど、はてさて上う手まくいくかどうか」

　けれど試してみないことには始まらない。だから優斗は大きく息を吸うと、もう一つの可能性を求めて言葉を吐き出した。
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　一方で卓也、和泉、ココ、クリスは午前中から商店街を渡り歩き買い食いをしている。

　まさかの和菓子を置いてある甘味屋があり、それぞれが串に刺さった団子を手にしながら与太話を楽しんでいた。

「ふと思ったことだが、クリスはいつまで俺たちのことを〝さん〟付けで呼ぶつもりだ？」

　和泉いずみが団子を頰ほお張りながら訊きいてみると、クリスは曖あい昧まいな表情を浮かべる。

「自分は基本的に相手を呼び捨てにする習慣がないのですが。それに呼び捨てにされて気に障る方もいらっしゃるのではないですか？」

「女性陣に対してはそれでいいだろう。だが俺たちは男同士だ。呼び捨てで呼ばれたところで何も問題はない。卓たく也やは問題があるか？」

「オレも別に気にしないよ。修しゆうや優ゆう斗とだって問題にしないだろ。だからクリスがオレたちのことを呼び捨てで呼びたいって思ったら、そうしてくれていい」

　あくまでクリスの意思に任せるような言い方をする二人。

　クリスは少しだけ視線を彷徨うろつかせて迷ったが、すぐに照れた様子を見せる。

「で、では──イズミ、タクヤ。これからは、このように呼んでも構わないでしょうか？」

「俺は気にしないと言っただろう。妙な遠慮はやめておけ」

「後は修と優斗も呼び捨てで呼んでやってくれ。きっと喜ぶだろうから」

　男同士で友情を確認していると、妙に羨うらやましそうなココの視線が三人に突き刺さる。

「じゃ、じゃあ、みんなのことを愛称で呼ぶとかは駄目です？」

　期待と希望を込めている言葉に、卓也がニヤっと笑って聞き返す。

「例えばココはどんな感じで呼びたいんだ？」

「タ、タクヤさんだったらタクとか、イズミさんだったらズミさんって呼びたいです！　それとクリスさんもクリスって呼び捨てにしたいです！」

　一気に自分の希望を口にするココ。

　けれど言い切ったところで不安になったのか、彼らの態度を窺うかがうように、

「……だ、駄目です？」

「いや、全然駄目じゃない。オレたちってあだ名で呼ばれることがなかったから、新鮮だなって思っただけだ。だからココがあだ名で呼びたいなら、呼んでくれて構わないよ」

「ズミさんか。何というか工事現場で呼ばれそうな愛称だが、それがいい」

「クリスが愛称ですから、呼び捨てでお願いしますと言うのも変な感じはしますね」

　三人は何も問題ないとココの愛称を了承する。

「だ、だったら、これからはタクにズミさん、クリスって呼ぶことにします！」

　嬉うれしそうに笑うココ。すると卓也がついでとばかりに、

「ちなみにだけど、ここにいない面々はどんな感じで呼ぶつもりなんだ？」

「え～っと、ですね。フィオナさんはフィオで、アリーさんはアリー。ユウトさんはユウで、シュウさんはシュウです」












　アリーも愛称なので、呼び捨ては修しゆうだけになった。名前的に愛称を考えるのが難しいものはあるが、何となく一人だけ呼び捨てなのは可哀かわい想そうな感じだ。

「そういえばユウとシュウは何してるんです？」

　早速使ってみたかったのか、ココが愛称でここにいない異世界人のことを話題にする。

「優ゆう斗とは気に掛かることがあるらしく、魔法の練習をしている。修はあまりにもサボり過ぎたので今日一日、アリーと勉強だ」

　和泉いずみが二人の予定を答えると、何な故ぜかクリスが額に手を当てた。

「……アリーさんがシュウを勉強させているとなると、自分もイズミを勉強させなければならないと思うのですが」

　修がサボり過ぎであれば、和泉は完全に論外だと断言できる。

　一教科を除いてしまえば、全くと言っていいほど勉強していないのだから。

「気にするな、クリス。どうせ俺は魔法科学以外の勉強などしない」

「それが自分は問題だと言っているんです。期末テストが悪くて補習になったら、どうするつもりですか」

　ペシっと和泉の頭を軽く叩たたくクリス。

　気軽なやり取りに、思わず卓たく也やとココの表情も綻ほころんでしまう。

「どうやらクリスが上う手まく和泉を扱ってるみたいで、オレとしては安心した」

「ホントです。ユウとフィオに比べたら雲泥の差です」

「そう言ってやるなよ、ココ。和泉いずみとクリスは男同士っていうのもあるし、フィオナは容姿が優ゆう斗との好みど真ん中だからな。緊張して仕方ない部分もあるんじゃないか？」

　一緒くたに考えてしまうのは、さすがに優斗が可哀かわい想そうになる。

「あれ？　そう考えるとタクもわたしと一緒にいると、緊張したりします？」

　からかうような声音でココが訊きくと、卓たく也やが呆あきれ顔で反論した。

「バカ言うなって。オレの好みに擦こすってれば緊張するかもしれないけど、お前のことは全く以もって恋愛対象と思えないからな。言うなれば女版の修しゆうとか和泉だから、どんなに頑張ったところで妹以外、見えることはない」

「うわっ、タクってば酷ひどいです！　わたし、タクにこの世界のことを教えてる先生なんですよ!?　なのに妹扱いです!?」

「こんなやり取りが基本なのに、ココが恋愛対象になってみろ。周りからロリコン扱いされそうで嫌だろ。だからやっぱり妹っていうのが一番合ってる」

「い、言ってはならないことを！」

　威力の弱いパンチで卓也を何度も殴るココ。

　先ほどとは逆に和泉とクリスが微笑ほほえましく二人のやり取りを眺める。

「俺たちがココと同列扱いされていることを悲しむべきか、ココが俺たちと同列にされていることを嘆いてやるべきか悩みどころだ」

「後者でしょう、絶対に。ココさんとて、イズミと一緒にされるのは可哀想です」

「そうか。しかし卓也とココは仲が良いとは思うが、確かに兄妹がじゃれているようにしか見えない。囃はやし立てる気にすらならん」

　お互いが完全に恋愛対象として除外しているからこその気軽さだろう。

「優斗とフィオナであれば話は別だがな」

「あの二人も最初と比べれば、随ずい分ぶんと仲良くなったものです。ですがユウトは未いまだ自分たちに対して丁寧に接していますね。自分も変わることが出来ましたし、そろそろ彼からもイズミたちと同じように接していただけるのでしょうか？」

　クリスは自分が男性陣を呼び捨てにすることが出来たので、優斗に対しても期待が生まれる。和泉は優斗の性格を鑑かんがみて、ある程度の予想を付けた。

「もう少し、といったところだ。警戒心も薄れてきている。夏休みまでには口調も俺たちを相手するものと同じになるはずだ」

　あくまで予想ではあるが、着々と仲良くなっているからこそ変わる時も近いだろう。

「無理強いをしたくはありませんが、その日が来ることを自分は願っています」

「ああ。クリスがそう言ってくれると、俺としてもありがたい」








第六話






　優ゆう斗とたちが異世界に来て三ヶ月ほど経たった六月の終わり。

　魔法もある程度は自在に使えるようになってきた頃、その話は出てきた。

「二週間ほど後になりますが、学生による闘技大会というのがあるのですわ」

　アリーから面白い情報がもたらされ、興味を持った修しゆうが尋ねる。

「なんつーか、バトル系の学院ってやっぱり闘技大会があるんだな」

　テンプレだと言えばそれまでだが、納得のイベントだ。

「なあ、アリー。参加資格は何かあんのか？」

　さらに修が詳しく訊きくと、アリーは参加するための最低条件を修に伝える。

「中級魔法を一つでも使えることですわ」

「じゃあ、ここにいる全員にその資格があるってことか」

「そういうことになりますわね」

　修とアリーがぐるりと八人を見回す。

　全員が参加資格を満たしているのであれば、言うことは一つしかない。

「よっしゃ。そんじゃ、誰か一人出てみようぜ」

　全員で出てしまえば、おそらく何人かは潰し合いになる。

　それは面倒で嫌なので、代表者一名を選定することにした。

「ならば、じゃんけんで決めるとしよう。後腐れなく一回勝負だ」

　和泉いずみが言うと全員から賛成、異議なしと次々と同意が得られる。

「じゃあ、始めんぞ」

　修の合図に全員がじゃんけんをする構えを取る。

「「「「最初はグー」」」」

「じゃんけん──ッ!!」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






「それでは、これで闘技大会参加ということになります。後日、通達などがありますので確認を怠らないようにお願いいたします」

「分かりました」

　闘技大会参加の受付所で、じゃんけんに負けた優斗は頷うなずく。

　傍らにはいつものようにフィオナが付き添っていた。

「大会、頑張って下さい」

　受付係に定型文のような応援を受けて、二人は踵きびすを返し教室へと歩いていく。

　途中、フィオナが今後のことについて優ゆう斗とへ話し掛けた。

「これからは魔法の練習に力を入れますか？」

　今までもやってきてはいたが、配分を歴史や魔法理論よりも実技に傾けたほうがいいのではないだろうか。けれど優斗は少し考えて、

「いえ、実はですね──」

「おや？　君も参加するのかい？」

　と、その時だった。ちょうど目の前にラッセルと取り巻きがいた。

　これ見よがしに声を掛けてくるので、優斗は心の中で嘆息する。

　自分たちとの出会い方が最悪だったからなのか、修しゆうを中心とする異世界組にラッセルは常々、八つ当たり気味のことをしてくる。

　今のところは厄やつ介かいなことをやってこないので優斗としても問題だとは思わないが、面倒なことに変わりなく出来るだけ関わりたくない人物だ。

「はい。僭せん越えつながら参加させていただこうと思っています」

「そうなのかい。実は私も闘技大会に出るんだよ」

　鼻で笑いながら優斗を値踏みするように睨ねめ付ける。

「私ほどの実力者が参加するんだ。田舎者なのに参加して怪我しても知らないよ？」

　そうだそうだ、と後ろの取り巻きが囃はやし立てる。まるで三下のチンピラと子分みたいだな、と優斗は心の中で再び嘆息した。

「ラッセル様。こちらとしてもまだ学院に来たばかりの若輩者ですので、対戦することになった場合には胸を借りるつもりで勝負させていただこうと思っています」

　あくまで下手に出て優斗が対応する。異世界組の中でもとりわけ丁寧に接する優斗には、ラッセルも気分が良いようだ。

「良い心掛けだ。せいぜい私と当たるまで負けないようにしたまえ」

「ありがとうございます」

　優斗は慇いん懃ぎんに頭を下げる。するとラッセルは隣にいるフィオナに視線を移し、ニヒルな二枚目を気取る表情を浮かべた。

「それはそうとフィオナ様。今度ディナーでもご一緒にいかがですか？」

「結構です」

　間髪入れずにフィオナが拒否する。

　けれどラッセルは、まるで分かってないといった様子で軽く首を振った。

「そうですか。ではせいぜい、貴族の嗜たしなみというものを忘れないでいただきたいものだ。そんな平民風情に構っているのならね」

「──っ!?」

　唐突にふざけたことを言われ、思わず反論しそうになるフィオナ。

　だがラッセルに気付かれないように優ゆう斗とがフィオナを制した。

「ラッセル様。フィオナ様は田舎から出てきた我々に王都での暮らし方、そして学院での過ごし方を教えて下さっています。それも良き貴族としての在あり方と存じておりますので何なに卒とぞ、ご理解をお願いします」

「……ふむ。なら仕方がない。平民には優しく在るのも貴族というものだしね。だからといって勘違いしてはいけないよ。君たちは施ほどこしを受けているのだということを」

「重々、承知しております」

「せいぜい、フィオナ様に迷惑を掛けないように」

　そして高笑いを響かせながら、取り巻きを引き連れて去っていくラッセル。

　彼が廊下の曲がり角を曲がって姿が消えた途端、フィオナが静かに怒りを見せた。

「ユウトさん。どうしてあんなことを言われたというのに、言い返さないのですか？」

「無駄な争いは面倒なだけです。修しゆうが蒔まいた種ですけど、標的は全員みたいですからね。実害がない限りはスルーしておこうかな、と」

「……私はユウトさんが悪く言われるのは嫌です」

「フィオナさんが代わりに怒ってくれているだけで嬉うれしいですよ」

　彼女が自分たちのことを悪く言われることに対して、嫌だと思ってくれただけで嬉しい。

　そして優斗はラッセルが消えていった場所を見ながら「それにしても」と続ける。

「ラッセルって強いんですか？」

　傍はた目めから見る必要もなく妙に自信ありげだった。

　授業で見ている限り弱くはないと思うけれど、実際のところはどうなのだろうか。

「少なくとも学院で十本の指に入るほどの強さは持っているかと思われます」

「なるほど。ということは凄すごく強いんですね」

「しかし、あんなやり方だけで強いと呼べるのかどうか、私は首を捻ひねります」

　納得がいかないようにフィオナは眉を顰ひそめる。

「どういうことですか？」

「彼の武器は名剣や魔法具です」

　名剣──剣に装飾された宝玉に魔法を付与されている剣であり、魔法具──アクセサリーなどに魔法が付与されている物だ。

　優斗も今まで、フィオナに授業の一環として教わったことがある。

「彼は貴重な名剣と魔法具を幾いくつも使っています。それは彼自身に実力がなくても、上級魔法が使える……といったようなものです。だから強くとも本人の実力ではないんです」

　元々、魔法具にインストールされているものを使っているだけなのだから、彼自身の強さがあるわけではない。

「本人が納得してるなら、別に良いと思いますけどね」

　加えてフィオナが評した通りの人物なら、優ゆう斗とにとっては〝取るに足らない〟相手だ。

　──勝負するだけなら問題ないかな。

　と、面倒事が去ったので優斗は先ほど話し掛けたことに会話を戻す。

「ああ、そうだ。さっきの話の続きなんですけど」

「魔法の練習の話ですよね？」

「ええ。二週間ありますが、最後の一週間は自主練習をしようと思っています」

「自主練習ですか？」

「先日から試していることがあるんです。けれどフィオナさんに見せるのは恥ずかしいので、自主練習という形を取らせて貰もらおうかと」

　優斗は頰ほおを搔かきながら照れくさそうに答えた。

「基本はフィオナさんのおかげでほとんど完璧に出来てますから、少し応用にも走ろうと考えているんです」




　魔法というのは、やはり人によって属性などに得手不得手が出てくる。

　優斗は問題なく魔法を習得しているほうだが、その中でも風とは相性が良いとフィオナが言っている。卓たく也やはどの属性が、というよりは攻撃魔法が苦手で防御魔法や治療魔法が得意。いずれは聖属性の防御魔法も使えるのでは、とはココ談。

　和泉いずみは魔法に興味がなく、魔法科学に大きな関心を持っている。

　なので得手不得手で考えれば魔法が苦手、ということになるのかもしれない。

　修しゆうは『勇者の刻印』なんてものを持っているから不得手などないが、彼が例外なだけ。

「……ん～、これは無理な気がするね」

　そして闘技大会一週間前、自室で色々と試行錯誤している優斗の姿があった。

「お邪魔するな、優斗……って魔法の練習中か？」

「しかし普通の魔法というわけでもなさそうだ。何をやっているんだ？」

　様子を見に来た卓也と和泉が興味半分で話し掛けてくる。

　優斗は親友たちの姿を認めると、身体の力を抜いて休憩することにした。

「上級魔法とマンガにあった魔法をたくさん試してたんだよ」

「マンガにあるとは、どのような魔法だ？　色々とネタはありそうなものだが、優斗の場合はポピュラーなところから取っていると見た」

「和泉、正解だよ。色々なマンガの魔法を思い出してやってるけど、今やってるのは相反するエネルギーを合わせて威力を高める魔法だよ」

「ということは聖と魔、もしくは氷と炎を合わせてエネルギーを発生させるやつか。優斗にしてはチョイスが面白い」

　和泉的にはロマンがあるので、期待してしまう。けれど優斗は苦笑いを浮かべて、

「僕も面白そうだとは思ったんだけど、幾いくらやっても無理」

　優ゆう斗とが炎と氷の魔法を使って実際に見せてみる。

　魔法陣から出てくる炎と氷をぶつけたところで、さっきから結果は同じだった。

　氷が溶けて火が小さくなり終了。しかし卓たく也やは優斗がそれをチョイスしたことが予想外だったらしい。

「それよりもお気に入りのゲームの魔法があるだろ？　そっちはやらなかったのか？」

「当然、もうやったよ」

「結果はどうだったんだ？　もしかして成功したのか？」

　興味津々に卓也が訊きいてくるが、優斗はにっこりと笑って、

「はてさて、実際出来たかどうかは内緒だよ」

　まるで悪戯いたずらを仕掛けるみたいに返答した。

「内緒って……いや、まあ、いいんだけどな。だけど頑張るのは程々にしておけよ。優勝する必要なんてないんだから、無理に特訓する必要はないからな」

　言っても聞かないことは分かっているが、それでも卓也は念を押すように伝えた。

「ありがと、卓也。でも、ここで一踏ん張りしておかないと闘技大会で大怪我しかねないし、それに……」

　優斗はそう言って、ここにいない親友のことを思う。

「修しゆうのことか」

　和泉いずみが考えていることを察した。卓也も優斗が何に対して心配しているのか気付き、

「そういえば、修はどこまで魔法を使えるんだろうな？　上級魔法を詠唱破棄できるのは知ってるし、神話魔法も幾つか使えるとは思うんだけど……」

　今でも破格としか思えない魔法の才能を持っている修。

　それがチートの恩おん恵けいによるものだと分かってはいるが、内うち田だ修という人間の才能も合わせて鑑かんがみてしまえば、彼が現時点でやっていることは〝その程度〟でしかない。

　憐あわれむことはないが、それでも和泉は二人と同じように心配になる。

「修はやはり……変わらないか」

　どこまで魔法を使えるのか、どこまで使えてしまうのか。

　まだ優斗たちは聞いていないし、修からも伝えられていない。けれど、

「あいつはたぶん、変わってない」

　優斗は僅わずかに悲しみを帯びさせた声で、首を横に振った。

　そして修が何一つ変わらず修のままであるのなら、優斗は自分が頑張らなければ彼が孤独になってしまうことを知っている。

「だから僕が変わるわけには、絶対にいかないんだよ」




　その日の夜更け。寮を抜け出して公園で一人、剣を振るう優ゆう斗との姿があった。

　彼は手に持ったショートソードを横に薙なぎ、斬り上げ、斬り下げる。

　同じことを二○分以上、淀よどみなく繰り返してから鞘さやに収めた。

「……ふぅ。まあ、一応はこれぐらいでいいかな」

　授業から周囲の実力を予想すれば、十分戦える状態だろう。

　──後は魔法だね。

　使いたいと思っている魔法を〝使えるようにする〟ために特訓をする。

「よう、優斗。頑張ってんじゃねーか」

　と、その時だった。優斗に声を掛けて近付いてくる足音がある。

「修しゆうと……あら、卓たく也やと和泉いずみも来たんだね」

「オレは飲み物と軽食の差し入れだよ。頑張るなって言ったけど、どうせ夜中も特訓してるだろうと思ってた。お前のことだから倒れたりしないと思うけど、一応な」

「お前がやっていることを知ったから興味が生まれた。だから来た」

　彼らには行動パターンを読まれているので、夜中に何をしているのか？　と訊きいてくることはない。卓也は手に持っていたコップとサンドイッチを優斗へ渡して地面に座る。

　修も和泉も同じように座ったので、優斗も飲み物を一口飲んで腰を下ろした。

「ちょろっと見たけどよ。剣も結構、振れてきてんな」

　修がショートソードに視線を向ける。

　とてもじゃないが、ズブの素人が出来る動き方ではなかった。

「まあ、昔に色々と仕込まれた一つだしね」

　優斗が何気なく答えたこと。それが〝何を意味するのか〟を修も理解している。

　結果、彼がどのように〝在あらねばならなかった〟のかも、痛いほどに。

「なあ、優斗。一つ訊いていいか？」

　けれど、そんな優斗だったから修は救われている。

　大切な三人と出会っても決して拭えないと思っていた、もう一つの孤独から。

　だから異世界に召喚され、勇者になり、最大のチートを貰もらった内うち田だ修にとって、ある意味で唯一無二の存在に希こいねがう問い掛け。




「お前はさ、この世界で……その、何だ。前と変わったところとか……あるか？」




　珍しく真顔で、しかも弱々しい声音で修は優斗に問う。

　卓也も和泉も昼間に話していたことを思い出して、修のことが心配になる。

　けれど問われた優斗は肩を竦すくめて、

「訊き方が逆だよ、修。リライトの勇者として召喚され、さらに『勇者の刻印』という僕たち以上のチートが付ふ随ずいされたお前は何か変わったの？」












「……変わんねぇよ。世界が変わったって、俺は何一つ変わってない」

　魔法という幻想が現実になったところで、修しゆうの在あり方に変化は訪れていない。

「いつだろうと、どの世界だろうと──俺は勝利の女神に愛されてる。誰であろうと敵になんて、なるわけがない」

　それがチートの権ごん化げと呼ばれる天才・内うち田だ修の真しん髄ずい。

　たとえ誰であろうと、勝負にならない圧倒的な実力を持ってしまう至高の才能。

「……全く、このバカは」

　しかし優ゆう斗とは話を聞いた瞬間、大きく溜ため息を吐ついて立ち上がった。

　そして修の背後に立つと、握り拳を思い切り振り下ろして彼の脳天に直撃させた。

「痛ってぇ！　ちょ、優斗、それマジ殴りだろ!?」

「当たり前だ、バカ二号。お前が変わってないなら、僕だって絶対に変わらない」

　優斗は再び座りながら、痛みに騒ぐ修の背へと寄り掛かる。

「立つ場所が違っても、至る道が違っても、お前と同じ〝高さ〟に僕はいる」

　周囲に誰も人がいないからこその孤独。そして天才であるからこその孤独。

　二つの孤独を持った修に、優斗は約束をした。

「決してお前を一人にしない。僕は三年前、そう約束したはずだよ」

　一つの孤独は救われたとしても、もう一つの孤独を修しゆうはなくならないと思っていた。

　凡人であろうと秀才であろうと誰一人届かない、天才だからこそ立つ頂いただき。

　けれど唯一、自分と同等の場所に立つ人間がいた。

　自らの才能を越えた場所に悠然と佇む、圧倒的なまでの実力者が。

「……そっか。そうだよな、優ゆう斗とだもんな」

「あれ～？　もしかして心配しちゃったのかな？　魔法は別物だとでも思ってたのかな？」

「うっわ、うぜぇ！」

　ほっとした様子の修を優斗がおちょくる。一方で和泉いずみと卓たく也やも安あん堵どの息を漏らした。

「結局のところ、お前たちはある意味で何一つ変わってない、ということか。修と同じ高さに立てる変人の優斗がいるのだから、俺たちも無駄な心配をせずに済む」

「というか、修もさっさと訊きいておけよ。優斗が一般人になるわけないんだから」

「……さ、散々な言いようだね、和泉も卓也も」

　ぞんざいな扱いをされる優斗だが、二人とも修のことを心配していたのだから、自然と笑みが浮かんでいる。そして修も安心して普段の明るい笑みに戻った。

「なあ、優斗。俺はたぶん『求め──』から始まる、全ての神話魔法を使えんぞ。それでも大丈夫なのかよ？」

「任せなよ。お前たちにも言ったけど、違和感はあって、自分の中の何が引っ掛かっているのかも気付いた。後はそれを形にするだけだよ」

　だから優斗は今、色々と試している。修と同じ高さに立つために。

「あ～、だから闘技大会に出るって決まった時から、あんま寝てねーのか」

「ちょっとした仮眠は取ってるよ」

「それで授業中に寝ないんだから優斗は凄すごいな。オレだったら絶対に寝ると思う」

「慣れだよ、卓也。気合いと集中でどうにかなるって」

「だからといって、眠いのに寝ないのはバカの所行だろう。変に真面目な優斗らしいと言えば、そうだが」

「……和泉。徹夜した次の日の授業で平然と寝るお前に、バカ呼ばわりされるのは僕も納得できないんだけど……」

　四人の視線が合うと、くつくつと笑い声が漏れた。

「そんじゃ、頑張れや。闘技大会、期待してんぜ」

「うん。期待してくれて構わないよ」

　修たちは立ち上がると、軽く手を振って去って行く。優斗は三人を見送った後、渡された飲み物とサンドイッチを一口、二口と食べてから立ち上がる。

　ここからが本番だ。優斗は軽く頰ほおを張り、

「やるか」

　宮みや川がわ優ゆう斗とだからこそ出来る、魔法を使えるようにするために。








第七話






　そして闘技大会当日。

「こいつはスゲーわ」

　周囲の騒がしい様子に修しゆうが思わず唸うなった。

　街はお祭りムード一色になり、出店が並び老若男女が揃そろって闘技場を目指している。

「リライトでも大きなお祭りのうちの一つですわ」

　年に数度あるイベントのうちの一つだということを、アリーが異世界組に教えてくれた。

「ギルドも金の卵を発掘するために闘技場を張っていますから、普通のお祭りとは違った一面があるのが学生闘技大会の特徴ですわね」

　国のギルドに所属してパーティを組んでいる者は、闘技大会を観戦して早めに金の卵を発掘しようとする。冒険者などを目指す学生にとっては、自分を見せる場の一つにもなっていた。

「だとしても、参加人数が少なくね？」

「仕方ないですわ。実力者揃いの闘技大会なので、参加する方はあまりいませんわ」

　トーナメント表を見ると、三二名が闘技大会にエントリーすることになっている。

　優斗がラッセルと当たるには準決勝まで勝ち進む必要があった。

「やっと着きましたわね」

　闘技場は円形のコロシアムみたいな形になっており、優斗たちは観客席中段に陣取る。

「で、優斗はあの馬鹿に勝てんだろ？」

　出番が来るまでノンビリしていた優斗に修が話し掛ける。

「どうにか頑張るだけ、って一応は答えておこうかな」

「俺としてはあの馬鹿をぶっ倒してくれれば、それでいいんだけど」

　面倒な上にうざったらしくキモいので、修とラッセルは相性が悪い。

　二人の関係が改善されることは絶対にないだろう。

「はいはい。せいぜい、期待して待ってなよ。裏切ることはしないから」

「当たり前だろ。お前は俺と同等なんだからよ」

　修は優斗が負けるはずないと確信している顔だ。

　自分が出ていないのだから勝ち続けるのは当然だろうと、暗にそう言っている。

『続いての試合は──』

　アナウンスが流れた。優ゆう斗との出番がそろそろとなる。

「じゃあ、行ってくるとしましょうかね」

　優斗が席を立ち、控え室へと向かって歩いていく。

「……ユウトさん」

　と、その時だった。フィオナが寄ってきて優斗の服の裾を小さく握った。

「無理、しないで下さいね」

「大丈夫です。フィオナさんが心配してしまうのであれば、無理はしませんよ」

「怪我したら駄目です」

「分かりました。なるべくですが、怪我もしないと約束します」

「それでは頑張って下さい」

「はい、ありがとうございます」

　優斗は笑顔を浮かべると、ヒラヒラと手を振って控え室に向かう。

　去って行く彼の背を見ながら、修しゆうが二人のやり取りに感想を漏らした。

「なんつーか、こう……ムズムズすんのは俺だけ？」

「オレも背中あたりが痒かゆくなった」

「自分もです。なんとも微笑ほほえましい光景ではあるのですが、こそばゆいものです」

　卓たく也ややクリスなど、次々と同意していく。

『勝負あり！』

　またアナウンスが流れた。優斗とフィオナのやり取りに気を取られているうちに、試合の一つが終わっている。三試合後が優斗の出番だ。

「ユウって緊張とかしないんです？　これだけ観客に囲まれて試合するなんて、わたしなら緊張しちゃいます」

　優斗が戦うにあたって大丈夫なのかとココが心配するが、卓也が笑い飛ばした。

「あいつは緊張しないって。全然、問題にする必要がないよ」

「そうなんです？」

「だって優斗、やたら緊張する場面に慣れてるしな。むしろオレが今まで見た場面だと、フィオナ相手が一番緊張してる」

　優斗が闘技大会程度で緊張し固まっていたら、それこそ気持ち悪い。




「ミヤガワさん。出番となりますのでよろしくお願いします」

「分かりました」

　運営委員に促されて優斗は闘技場内へと入っていく。

　リングに踏み出すと、すでに対戦相手がいた。トーナメント表に記載されている最低限の情報では、対戦相手の名前と学年が一つ上だということだけ分かっている。

　優ゆう斗とは歩きながら観客席を見回す。修しゆうたちが、幾いく人かのクラスメートが、見知らぬ人たちが、優斗に向かって「頑張れ」と声を張って応援してくれていた。

　──ありがたいものだね。

　優斗は客席に手を振りながら闘技場中央へ向かう。そこには対戦相手の他に、審判をする壮年の男性騎士がいた。騎士は二人にルールの説明を行う。

「制限時間は一○分。決着がついたと思った時点で私が止める。それ以上の攻撃を行った場合は反則だ。最低限、命さえあれば治療可能だから存分に戦うこと」

　説明の内容がかなり物騒だったが、優斗も対戦相手も素直に頷うなずく。

「開始線まで離れて」

　二人が一○メートルほどの距離で向かい合う。そして一呼吸置き審判が宣言した。

「試合、始めっ!!」

　声が響くと同時に歓声が小さくなり、観戦しているアリーたちにも僅わずかに緊張が走った。

「ユウトさんの試合が始まりましたわ」

　アリーが相対している二人の様子を窺うかがう。

「シュウ様。ユウトさんはどのように動くと思いますか？」

　せっかく観戦しているので、戦いの動きをアリーは先読みしようとする。

「とりあえず初戦だからな。体をほぐすためにも、ゆっくりと始めるんじゃねーか？」

　修が自分の予想を告げると同時、優斗が動きを見せた。

「あっ、ショートソードを抜いて……右回りに動き始めましたわ。ということは魔法を使わないのでしょうか？」

「どうだろうな。さすがに内容までは考え付かねーぞ、特にあいつの場合は」

「そうなのですか？　真面目な方ですし、ある程度は動きも分かると思うのですが」

「いやいや、あそこにいるの優斗だからな。普通にやると思ったら負けだぞ」

　と、修が優斗の説明をしている途中でリング上に変化が起こる。

　対戦相手の詠唱を詠よむ声が響いたからだ。

「おっ、炎の玉が出てきたな」

　何な故ぜか修が嬉うれしそうにリング上に注目する。詠まれた詠唱は火の初級魔法ではあるが、オーソドックスな魔法故に誰もが最初に牽けん制せいで使うものだ。

「優斗も構えたな。足も止めたし、何かやらかすんだろうな」

　やる、というよりはやらかす。そしてやらかす中身なのだが、同じく観戦している卓たく也やが優斗のやりそうなことを思い付いた。

「あいつ、もしかして……」

「タクヤさん、何をするか分かったのですか？」

　アリーが興味深そうに訊きくと卓也は頷き、

「優ゆう斗との奴、魔法を斬ると思う」

　予想を告げた瞬間、対戦相手から炎の玉が撃ち出される。そして向かってくる魔法に対して優斗は腰を入れて構えると、真下から縦一線にショートソードを振り抜いた。

　同時、炎の玉が真っ二つに割れて、明後日あさつての方向へ急激に小さくなりながら消える。

　わっと観客席からは盛大な歓声が生まれたのだが、

「……ほ、本当に斬りましたね」

　クリスは啞あ然ぜんとして、優斗がやったことに目を丸くする。

「わ～、ユウってば凄すごいです！」

　ココは素直に賞しよう賛さんし、卓たく也やと和泉いずみはココの感想に同意しながらも驚きはない。

「まっ、あれくらいは当然だろ。何たって優斗なんだしよ」

　修しゆうは当たり前とばかりに口の端を上げた。

　けれどアリーはクリス同様に驚きで目を見開いたまま、反論する。

「と、当然ではありませんわ、シュウ様！　魔法を斬るなど、一流の剣士か騎士でなければ到底不可能なことですわ！」

　実際にやったところを見たとしても、理解が追いつかない。異世界人は魔法を扱う能力に長たけているだけで、剣について高い能力を与えられるわけではないのだから。

「アリー、よく見てみろって。剣技だけじゃなくて、ちゃんと魔法を使ってんぞ」

　修が優斗を指差したので、アリーは目を凝らしてみる。確かにショートソードの周りに微かすかに何かが渦巻いているのが見えた。

「……風の属性付与があるショートソードを使っているのでしょうか？」

「ちげーよ。純粋な魔法だ」

　ショートソードは何の変哲もない一般的なもの。

「風の魔法を纏まとわせて切り裂く。単純といえば単純だろ。魔法的にも初級以下でお手軽、簡単だしな」

「で、ですがシュウ様、魔法を斬るなんて度胸とタイミングが──」

「あるんだよ、あいつはな」

　優斗ならば何一つ問題ない。出来ないはずがない。

「それにたぶん、これからの対戦相手に牽けん制せいする意味も込めてんだろうよ」

「……どういうことですか？」

　アリーが首を傾げた。どうして魔法を斬ることが今後に繫つながっていくのだろうか。

「普通に見たら、だ。アリーたちみたいに魔法を斬れる一流の剣士だと勘違いする。何かに気付いたとしても、属性付与されてるショートソードを使っているように見える。これからあいつと対戦する相手からしてみれば、初級の魔法程度は使えない。そう思わされる」

　つまり、と修は続ける。

「使える手駒が一気に減らされんだよ。実際、優ゆう斗とがどのレベルの魔法までぶった斬れるのか知らねーけどな。今後の戦いを楽にするためにもやったんだろ」

　未いまだ驚きの表情を浮かべるアリーを尻目に、優斗が動いた。

「ゆっくりやると思ってたけど違ったな。決めに行くぞ」

　優斗が弾はじけるように駆け出す。対戦相手は慌てて火の中級魔法を詠唱し始めるが遅い。

　詠よみ終える前に優斗が袈け裟さ斬りで襲い掛かった。

　対戦相手は慌てて詠唱をやめ、振り抜かれるショートソードを下がって躱かわす。

「躱された!?」

「いや、これで終わりだ」

　アリーが叫んだことを修しゆうは瞬時に否定する。事実、優斗は勢いそのままに間を詰めた。

　そして攻撃を躱して体勢を崩した相手に、左手を軽く押し当てると同時に風の魔法を叩たたき込み吹き飛ばした。勢いそのままに壁へ叩き付けられた相手は、あっさり崩れ落ちる。

「勝負あり!!」

　審判が地面に伏した対戦相手の様子を窺うかがった後、優斗の勝利を宣言した。




　中々にど派手な勝利をした優斗は、観客に大きな拍手を貰もらいながら応援席へと戻る。

「とりあえず、一回戦突破おめでとう。心配はしてなかったけど、さすがだな」

「卓たく也や、ありがとう。初めての参加だから、ちょっとは緊張したけどね」

　フィオナの隣が空いているので、優斗はそこに座る。

「お疲れ様です、ユウトさん」

「ありがとうございます」

「ユウトさんが怪我をしなくてよかったです」

　ほっとした表情のフィオナに、優斗も柔らかい笑みを返す。

「言った通り、無茶はしなかったでしょう？」

「この後も、です」

「相手も強くなっていくので、難しいと思いますけど……できる限り気を付けますね」

　怪我をしないことも、無理をしないことも、対戦相手が強くなっていくからこそ難しくなっていくだろう。けれど彼女が本当に心配してくれているのが分かるから、せめて心掛けてはおこうと優斗は思った。




　その後の試合は修の予想通りと言うべきか、対戦相手が優斗の実力を懸け念ねんして消極的になり、優勢に勝負を進めた優斗が問題なく勝ち進んだ。

　そして準決勝。トーナメントの戦いぶりから大方の予想通り、優斗とラッセルの勝負となった。リング中央へ二人が歩いていく。

　大きな歓声が上がっている最中、ラッセルは優ゆう斗とにニヤニヤと話し掛ける。

「へぇ、ここまで勝ち上がるなんてやるじゃないか」

「ありがとうございます、ラッセル様」

「せいぜい、一分は持たせてくれよ？　すぐに決まってしまっては客も白けるからね」

　ラッセルは自分が絶対有利だと思っているようで、さらに挑発的な言葉を投げ付ける。

「おおっ、そうだ。君がもっと頑張るためにも賭けをしよう」

「賭けですか？」

「君が負けたらフィオナ様をこっちに譲って貰もらう。どうだい？」

　いきなりのふざけた発言に、優斗の眉間には僅わずかばかり皺しわが寄った。

「……何な故ぜでしょうか？」

「君たちのところには少しばかり、公爵家が集まり過ぎているからね。一人ぐらい、いなくなっても問題はないはずだ」

「決めるのはフィオナさんですよ。僕にその権限はありません」

　優斗は落ち着いて言葉を返す。が、ラッセルは一切優斗を考慮せずに会話を続けた。

「あの美び貌ぼうは、この私に相応ふさわしいと思うからね。今のうちに未来の夫の側そばにいさせてもいいだろう？　いや、そうすることこそ彼女のためにもなる」

　ラッセルは優斗の言葉の一切合切を耳に入れる気がないのか、話が全くと言っていいほどに繫つながっていない。さらには勝手にフィオナを将来の嫁とか言っている。

　──何でいきなり妄想を垂れ流された挙げ句、賭けをすることになってるんだ？

　しかも賭けの内容が『フィオナを譲れ』だとか、喧けん嘩かを売っているのだろうか。

「…………」

　優斗は観客席にいるフィオナを視界の端に入れる。

　彼女は自分の友達で、家庭教師だ。少しずつ変わっていく彼女の姿を見るのは優斗も本当に嬉うれしくて、だからこそ〝大切〟だと思えるようになっていった。

　──なのにフィオナさんを物のように扱った上に譲れ、だって？

　ムカつく相手が喧嘩を売ってくるのなら、買うのが優斗の性格だ。

「君が勝ち上がってくれてよかったよ。おかげでこんな提案を思い付いたのだから」

　下げ卑びた笑みを浮かべて舐なめたことを抜かすラッセルに、さすがの優斗もイラッときた。




　観客席にいるクリスと卓たく也やが、リング上での二人のやり取りに気付く。

「ユウトとラッセルさんが何か話しているようですね」

「みたいだけど……優斗、なんかキレてるっぽい」

　遠目なので詳しくは分からないが、おそらくは怒っているだろうと卓也は察する。

「ユウトがキレている、ですか？」

　クリスが驚きを表した。あの冷静沈着な人物が怒っていると言われても信じかねる。

　けれど修しゆうたちが知っている優ゆう斗とは、一定の条件に対してかなり沸点が低い。

「あいつの大切な何かをぞんざいに扱ったんじゃね？」

「でなければあいつがキレる、ということはないだろう」

　修と和泉いずみはしみじみと話す。そしてラッセルが優斗を怒らせたのであれば、どのような結果になるのか目に見えて分かってしまう。

「だとしたら五秒ってところか？」

　卓たく也やが突然、秒数を言い始めた。すると修と和泉も破顔し、

「いやいや、たぶん八秒だろ。五秒はやり過ぎな感じになっちまうしな」

「ならば俺は一○秒で決着だと言っておく」

　二人も同じく秒数を発言し、まるで賭けでもするかのようにニヤリと笑った。

「何の話ですか？　もしやとは思いますが、ラッセルさんが倒される時間でしょうか？」

　クリスが三人のやり取りが気になって尋ねると、和泉は当たりだと肯定した。

「その通りだ。ラッセルが何秒で倒されるか、楽しみに見ていることだ」

　和泉が言ったと同時に、リングの中央にいる優斗とラッセルが開始線まで離れた。

「始めっ！」

　そして審判が開始を宣言した瞬間だった。優斗は四つの炎の玉を瞬時に出現させ、ラッセルの手前に叩たたき付ける。爆炎と砂煙でラッセルの視界が一瞬にして閉ざされた。

　さらに人の大きさ程度の石の塊を初級魔法で作り上げ、正面へ飛ばす。

　相対しているラッセルは、優斗の瞬間芸に驚きを隠せず狼狽うろたえた。

「なっ!?　何だ!?」

　対して優斗は彼の声を聞きながら、身体の重心を前に傾ける。

　──さあ、どうなる。

　ここでラッセルが先ほどの石の塊を、一瞬でも自分と勘違いしてくれているなら。

「そ、そこか!!」

　煙で薄っすら影しか見えないラッセルの姿だが、それでも右手を石に翳かざすように動いているのが優斗には判断できた。

　──掛かった。

　ハッ、と鼻で笑った優斗は前に飛び込みながら、簡易的な風の魔法を使って大きくジャンプする。空中でさらに二度、地の魔法を使って石を出現させると、蹴り飛ばしながら自身の身体を加速させた。最後にラッセルの直上まで行くと、自分の身体に風の魔法を叩き付けて上空から下へ押し下げ、彼の真後ろに降り立つ。

　そしてラッセルが反応する間も与えず、優斗はショートソードを首筋に押し付けた。

「──なっ!?」

「終わりです、ラッセル様」

　優ゆう斗とが風の魔法を使って土煙を晴れさせる。僅わずか八秒ばかりの出来事ではあるが、決着と判断するに十分の体勢が整っており、審判がすぐさま宣言する。

「そこまで！　勝者、ユウト・ミヤガワ！」

　勝った者の名が告げられると、今までで一番大きい歓声が闘技場を轟とどろかせた。

　準決勝での圧勝劇に観客の誰も彼もが興奮している。けれど優斗はショートソードを鞘さやに収めると観客に応えることもせず、対戦相手を一いち瞥べつすることもせずに戻っていく。

　ラッセルが何か審判に言っているようだが、それもどうでもいい。

　──とりあえず戻ろう。

　何となく、フィオナの顔を近くで見たくなった。

　優斗はリング上からさっさと退き、観客席へ戻るとフィオナの隣に座る。

　未いまだラッセルが審判に文句を付けている姿が見えるが、覆ることはないだろう。

「ユウトさんの勝利が確定したというのに、無様なことをしていますね」

　フィオナが真顔で淡々と評する。けれど隣に座った優斗には、僅かに笑みを零こぼした。

「お疲れ様です、ユウトさん。すぐに倒してしまったので、驚いてしまいました」

　真逆の態度を取るフィオナだが、元より彼女はラッセルに対して悪い印象しか抱いていないので、それも当然というものだ。

「今までと戦い方が違うように思えたのですが、何かありましたか？」

「恥ずかしい限りですが、少し彼との会話で苛いら立だってしまったんです」

　会話の中身をフィオナに伝えるつもりはない。

　ただし彼女が疑問を持ったのであれば、理由について噓うそを吐つくつもりもなかった。

「でしたらユウトさんが悪いわけではありません。彼がユウトさんにまた、何か酷ひどいことを言った所せ為いですから」

　二人がどのような会話をしたかも知らないフィオナなのに、ラッセルに対して怒りを覚えたようだ。彼女の無条件の信頼に、優斗も嬉うれしくなって顔が綻ほころぶ。

「そのように怒ってくれるだけで、僕もありがたいです」

　と、ほんわかした空気で会話をしていた時だ。

　リング上にいるラッセルが物凄すごい視線で優斗を睨にらみ付けてきた。圧勝したこともだろうが、おそらくフィオナと話し合っている姿も相あい俟まって睨んでいるのだろう。

　あまりにお粗末な態度に、観客からもブーイングが出始めている。

「何な故ぜユウトさんを睨んでいるのでしょうか？　負けたことが腹立たしいとはいえ、試合ですから恨むのは筋違いだと思いますけど」

「不意打ち、と言えば否定出来ない試合運びをしましたからね。僕としてはラッセルが納得出来ないのも仕方ないと思うしかありません」

　わざと負けようとは思っていないので、結局はどのような展開になろうと優ゆう斗とが負けることはなかっただろう。しかし戦い方としては間違いなくラッセルの株を下げる方法で、言ってしまえば相手を一番貶けなす勝ち方を優斗は選んだ。

　だから睨にらまれるのも恨まれるのも、しょうがないと諦めるしかなかった。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　最終的にラッセルは騎士たちに無理矢理連れて行かれて、次の試合が行われた。

　準決勝二試合目も瞬またたく間に終わってしまい、しばしの休憩が挟まれる。

　修しゆうは売店で買ったフランクフルトを頰ほお張りながら、今更ながらアリーに訊きく。

「決勝の相手、名前なんだっけ？」

「……シュウ様。学院の生徒会長をやっている三年生のレイナ様ですわ」

　アリーが呆あきれたように答える。今し方、戦っていた人物なのにどうして覚えていないのだろうか。というか生徒会長ぐらいは覚えているとアリーも思っていた。

「ああ、そんな名前だっけか。でも、あいつだけレベル違ってたよな」

　今まで試合があった中で、優斗以外では一番目立っていたのがレイナという女性だ。

　黄色い声から野太い声援まで、男女問わず様々な層から応援を受けていた。

　そして、その一人でもあったココがうっとりした様子ではしゃぐ。

「女性なのに『学院最強』と呼ばれていて、一番強いんです！　わたしの憧あこがれなんです！」

　尊敬している女性のことを嬉うれしそうに語るココに、優斗が苦笑しながら頰を搔かいた。

「そんな方と対戦する僕は大丈夫なんでしょうかね？」

　戦っている姿を見ても、他の出場者と比べて抜きん出ていることが分かる。

「だ、大丈夫です。たぶん骨の一本か二本ぐらいで……」

　安心させる気がないココに、優斗もがっくりと項垂うなだれた。

「ま、まあ、出来る限りは頑張りますよ」

　とりわけ楽天的な口調で取り繕って、優斗はどうにか笑みを零こぼす。

『一五分後、決勝の始まりとなります』

　場内アナウンスが流れた。

「それじゃ──」

　優斗は立ち上がると、修を始めとした全員が一斉に握り拳に親指を立てて優斗に向ける。異世界組が教えたのだろうが、全員が綺き麗れいにやってくれていた。

「また古風なことをやってくれるね」

　そう言いながら優斗も同じポーズを取った。

「行ってきます」




　そして始まる決勝戦。優ゆう斗との目の前には、赤味がかった綺き麗れいな髪の毛をショートカットにしているモデル体型の美少女が立っていた。

「君がミヤガワ君か」

　決勝の相手であるレイナは、優斗を興味深そうに見る。

「準決勝は爽快だった。あのラッセルをわずか八秒で倒したのだからな」

「ありがとうございます」

「いや、何。あいつの性格には、ほとほと困っていたからな。いい薬になっただろう」

　そしてレイナは初対面にもかかわらず、優斗に対して目をギラつかせる。

「君はこの大会中、初級魔法しか使っていない。まだまだ底が知れぬということだ」

　上のレベルの魔法はどこまで使えるのか誰も判断できない。

　もしかしたら上級まで使えるのではないかとさえ、対戦相手のレイナは思っている。

「心から楽しみだと言う他ない」

　優斗と戦えることが嬉うれしくて仕方ない様子を、レイナは全く隠そうとしない。

　好戦的としか称せない性格だった。

「あまり期待しないで下さいね」

　ただ、それだけを伝えて優斗とレイナは距離を取る。そして観客の歓声も自然と静まると、互いが始まりのタイミングを合わせるかのように同時に深呼吸をした。

　呼吸が整ったところで優斗とレイナは眼光を鋭く合わせる。

　審判は二人の準備が整ったことを察し、

「それでは決勝戦──」

　大きな声で始まりを宣言しようとした瞬間、〝それ〟は唐突に現れた。どこからともなくカラン、と音を立ててリング上に現れた正八角形の板。

　音に反応した闘技場内の三人だが、

「なっ、あれは!?」

　いち早く場にあるものが何なのか気付いたのはレイナだった。次いで審判が気付き、二人はいきなり板に飛び付いて砕こうとする。優斗は板が何なのか分からず傍ぼう観かんしているだけだったが、レイナたちの様子からして面倒な物だということは理解した。

「くそ、間に合わない！」

　しかし二人の対応は一歩遅かった。レイナが剣を振り抜く直前、板を中心とした巨大な魔法陣が地面へ描かれる。なので優斗は理解出来ずとも身構えた。

「魔法具だから魔法なんだろうけど……」

　と、優斗は考えたが正確に言えば違う。始まったのは──召喚だ。

　召喚陣から徐々に人間ではない、明らかに異種族の身体がせり上がってくる。

「……竜の魔物？」

　思わず優ゆう斗とが呟つぶやいた。しかも姿は見目綺き麗れいなものではなく、黒い体に歪いびつな棘とげが生えている。大きさも一○メートル、といったところか。

『────ッ!!』

　竜が咆ほう哮こうを上げた。人間ではどうしたって出せない音量と迫力。

　観客席にいる人々でさえ恐怖に陥れるのは容易だ。

「二人とも逃げろ!!」

　同時、審判がリング上にいる優斗とレイナへ声を張り上げる。

「非常事態だ！　一○秒後には強力な結界魔法を使う規則になっている。取り残されたらお前たちでも出られなくなるぞ!!」

　突然のことだがレイナも優斗も反応は早かった。言われるや三つある闘技場内への出入り口に向かって、それぞれ駆け出す。だが、みすみす逃す魔物でもなかった。

　審判と優斗とレイナを見回し、一番近かったレイナを標的にする。

　様子を視界の端で確認していた優斗には、竜が彼女に狙いを定めたのが見て取れた。

　傲ごう慢まんなまでの鉤かぎ爪がレイナ目掛けて掲げられている。

　──くそ、あれは不ま味ずいな。

　優斗は立ち止まり、反射的に炎の玉を竜に目掛けて当てる。威力はないが注意を引くには十分だ。そのまま二発、三発、四発とぶつければ完全に竜の視界には……優斗がいた。

　優斗が他の出入り口を確認すれば、審判もレイナもすでに辿たどり着いている。

　自分も最速で出口に向かえば、残り二秒ちょっとだとしても確実に──。

「……噓うそでしょ」

　と、考えていたが無理だった。白く輝く壁のようなものが、出入り口の手前に出現していた。すでに結界は張られ、優斗は完全に閉じ込められる。

「一○秒経たってないのに……」

　そう言ったところで張られてしまったものは仕方がない。優斗は改めて竜と対たい峙じする。

　魔物に出会ったことも初めてではあるのだが、

　──召喚っぽいやつが異世界召喚以外にあるなんて、習ってないんだよね。

　後回しにして良かった情報なのだろうから、フィオナが悪いわけではない。

　このような状況を想定できるほうが、どうかしている。展開が唐突な上に情報不足な有様なので、優斗は出来の悪い超展開シナリオみたいだと他ひ人と事ごとのように思ってしまう。

「さて、と。だからといって現状が変わるわけでもないし、どうにかするしかないか」




　そして観客席でも大きな動揺と騒ぎが起こっていた。

「……カルマがどうしてここに」

　アリーの呟つぶやきに修しゆうがすかさず反応する。

「あのカルマってのは強いのか？」

　周りの観客が兵士と騎士に先導され逃げる最中、修たちは逃げることなくその場にいた。

「シュウ様なら普通に倒せるとは思いますわ。しかしながらカルマはＡランクの魔物。上級魔法を使える人物が最低三人はいないと倒す、ということすら本来は難しい魔物ですわ」

　アリーの説明を聞いた瞬間、フィオナもココもクリスも状況の悪さに青ざめる。

「この結界魔法も上級魔法すら容易に防ぐものですわ。リング全てを包み込むので、出入り口も封鎖されてしまうのです」

　観客だって全員が逃げ切るには少なく見積もったところで一分以上かかる。その間、カルマを結界魔法から出してはいけない、というのは子供だって分かる図式だ。

　つまり優ゆう斗とは観客がいなくなるまで、一人でカルマと対たい峙じしなければならない。

「何だよ。だったら話は簡単じゃねーか。優斗があれをぶっ倒せばそれで終了だ」

　けれど安心したように修が肩を竦すくめた。しかし彼の仕草がアリーには理解できない。

「け、けれどシュウ様！　カルマは上級魔法を使える人が最低三人はいないと──ッ！」

「俺が倒せるってことなんだから、優斗も問題ねえってことなんだよ」

　特に慌てた様子もなく修が答える。しかし、どうしたって彼と優斗は比べられない。

　フィオナは誰よりも青ざめた表情のまま、リングを見続ける。

「……私、まだユウトさんには基本四属性の中級までしか教えてないんです。それなのにＡランクの魔物を倒せるはずがありません」

　どうしたって無理だ。自分が知っている優斗の実力では、カルマを倒せる要素は一つたりとも存在しない。アリーもフィオナの言葉に同意し、

「ですから観客が逃げた後シュウ様に結界を破って貰もらい、ユウトさんを助けに行っていただくしか方法が……」

　なのにどうして修が悠ゆう長ちように構えているのか、アリーには分からない。

　修でしか普通に倒せないと言ったはずなのに、彼の余裕は何なのだろうか。

「まあ、知らねーんだから慌てるのもしょうがないけどな」

　もちろん修もアリーたちの考えと言っていることの意味は理解できる。

　けれど、それはあくまで相対しているのが優斗以外であれば、だ。

　修が知っている『宮みや川がわ優斗』という存在は、この程度で殺されるわけがなかった。

「お前らは今日、あいつの何を見てたんだ？」

　中級魔法一つ使わずに勝ち進んできた。常に余裕を持って決勝の舞台に立っている。

「しかも優斗は俺の親友やってんだから、まともなわけないだろ。俺は基本すらぶっ飛ばすけど、あいつは基本を完璧に習ったらはっちゃけるぞ」

「……つまりシュウは何を言いたいのですか？」

　クリスが先を促すように相あい槌づちを打つと、ニヤリと修しゆうが笑った。

「俺より性た質ちが悪い時があるんだよ、あいつは。それにさっきも言ったけど、俺が倒せる魔物を優ゆう斗とが倒せないわけがない」

　どんな魔物であろうと、どんな相手であろうと、修が倒せるなら問題がない。

「あいつは俺にとって唯一の『同等』で、俺と同じ高さに立つ異常な人間だからよ」

　優斗が一週間前に言ってくれたことを修が忘れることはない。魔法というものが存在している世界に来ても、優斗は変わらず約束した場所に立ってくれていることを。

「こんな勇者の刻印なんてもの貰もらってる俺でも、あいつとガチで勝負したら普通でイーブン。良くても勝率は六割ぐらいだぞ」

　実際に向き合って闘ってはいないけれども、優斗が言ってくれたのだから分かる。

　親友でもあるが、それ以上に修が唯一認めた〝ライバル〟だからこそ断言できる。

「後な、優斗はいつも冷静沈着な感じで穏やかだけど──」

　熱量なんて持ってなさそうな性格に見えるけれど、

「──あいつほど凄すげえ奴を俺は他に知らない」

　つまり、だ。

「俺がチートの権ごん化げなら、あいつは〝化け物〟なんだよ」




　優斗がカルマと対たい峙じしてから三○秒ほど経たった。

　警戒されているのか何なのか、まだ攻撃してくる気配はない。着々と時間が過ぎていけば観客だって大勢が逃げられるので、その時間は稼ごうと思っていた。

　だが視界の端に映る修がカルマを指差すと、親指だけ突き出して首を切る仕草をした。

　──あのジェスチャーは倒せってことだよね。

　優斗はカルマを改めて凝視する。気配、圧力、感じるもの全てを鑑かんがみて、

　──まあ、大丈夫か。

　確かに修のジェスチャー通り〝倒せないわけがなかった〟。

「面倒だけど倒したほうが手っ取り早いんだろうね」

　観客が全員逃げるのも、後少しで終わる。客席を見るついでに出入り口へ視線を移すと、レイナが結界を叩たたいている姿が見えてしまったので笑いそうになった。

「それじゃ──」

　優斗は気を取り直してカルマに視線を戻し、瞬時に意識を切り替える。

「──倒すか」

　ショートソードを抜いて戦闘態勢を取る。まるで牽けん制せいし合うように睨にらみ合い、さらに二○秒ほど経過した。観客はほぼ全員が逃げ出しているが、優斗の視界には入っていない。

　ただ、時間の計算からいなくなっていると理解しているだけだ。

『──ッ！』

　先に動いたのはカルマだった。何度も翼を羽ばたかせながら突進してくる。その行動を受けて優ゆう斗とは風の魔法を使って一気に跳躍し突撃を躱かわした。

　空中を飛んでいる途中で、カルマの口の中に炎の球が生まれているのが見える。

　発射された上級魔法と同威力の炎弾を、優斗は空中にいながらショートソードを振り抜いて斬る。着地すると即座に左手を翳かざした。

「求めるは地の縛り、重き懲ちよう罰ばつ」

　闘技場で優斗が初めて魔法の詠唱を口にした瞬間、カルマの動きが止まり僅わずかに下へと押し潰され、さらにカルマを中心とした地面に円状の窪くぼみが現れて姿が歪ゆがんで見えた。

　──まだまだ、これじゃ足りない。

　続いて右手を振り抜き、ショートソードに風を纏まとわせて全力で投げ付ける。

　弾丸のように飛び出していった剣はカルマの腹部に突き刺さる……が、固い鱗うろこに阻まれて深手には至らない。詠唱した魔法もカルマの動きを鈍らせているものの、大きなダメージを与えているとは言い難い。

「上級魔法だと、やっぱりこの程度だね」

　だというのに優斗は一切動じなかった。最初から、この程度の攻撃で倒せるなんて欠片かけらも考えていない。カルマの動きを僅かでも鈍らせる効果があれば、それでいい。

　優斗は右手を前に翳すと、大きく息を吸った。カルマを見み据すえる視線に怯おびえはなく、恐怖を抱いている様子は一切ない。あるのはただ、己が使うものに対する絶対の自信。

　──さあ、やろうか。

　目の前にいる魔物を殺すために、必要な魔法を使おう。




　観客席にいるフィオナは、リング上の光景に驚きを隠せない。

「地の派生である重力系の上級魔法を、いとも簡単に……」

　魔法の中では特に難しいと言われる魔法だが、優斗は簡単そうに使った。

　気付けばフィオナの表情も少しだけ良くなっているが、修しゆうの言葉を信じ切れていないのか不安な様子は消えていない。けれど修は気楽な様子でフィオナへ告げた。

「目を離すんじゃねーぞ、フィオナ。ここからが優斗の真しん骨こつ頂ちようなんだからよ」

「ここから……ですか？」

　修が言ったことにフィオナは戸と惑まどいを浮かべる。

　──すでに上級魔法を使ってます。

　優斗は今でさえ驚きの魔法を使っているのに、さらに何かがあると言っている。

　──そんなこと……。

　幾いくら異世界から来たとしても、どんなに凄すごいと言われても、魔法を習い始めて三ヶ月も経たってない優ゆう斗とが、これ以上のことを出来るはずがないとフィオナは──




『降り落ちろ裁きの鉄てつ槌つい』




　今の今まで、思っていた。優斗を中心に魔法陣が広がっているのが見て取れる。

　ということは彼が詠んだのは間違いなく詠唱であり、魔法を放つための言葉なはずだ。

「ですが、これは……？」

　最初の言葉からして自分が知っている魔法の詠唱とは異なっていた。

　フィオナが見つめる先には、足を肩幅に開きカルマへ右手を翳かざしている優斗の姿。

　彼の口から、ゆったりとした調子で新しい言葉が紡がれる。

『眼前の敵に断罪を』

　それはフィオナが……いや、この世界の誰もが聞いたことのない、独自詠唱による神話魔法──〝言こと霊だま〟の始まりだった。




　優斗はカルマを見み据すえたまま、自分が望むままに使う魔法の詠唱を声にする。

『降ろすべきは神なる裁き』

　今、口にしているのは生まれて初めてやったゲームの詠唱で、大好きなゲームの魔法詠唱だ。格好良くて、繰り返しこの魔法を使ったものだ。

『願うことは破壊なる一撃』

　自分が好きな魔法がある。であるならば、使えるようにすればいい。たとえ定められた詠唱がこの世界にあるのだとしても、使えないと決められているわけではないのだから。

『望むべきは贖あがないの白夜』

　優斗の足下以外にカルマを中心とした魔法陣が生まれては広がる。

　さらに天空へと魔法陣が幾いく重えにも連なって浮かび上がった。

　──これで終わりだ。

　さあ、轟とどろけ剛ごう雷らい。

『女神の雷』

　張られた結界魔法すらも容易に壊す魔法が、甲高いノイズを響かせてリングに届いた。

　闘技場一面を白く染め上げる雷がカルマへと降り注ぐ。

『────ッ!!』

　甲高いノイズのような音とは別に、断末魔のような悲鳴が聞こえる。

　同時、絶大な威力の余波が観客席まで震わせるほどに伝わった。

　そして雷が降り注いだ数秒後、闘技場を包み込むほどの白光が消え、一人と一体の魔物が相対していた闘技場内に立っているのは優斗のみ。












　皆が恐れていたはずのＡランクの魔物は、

「うん、勝ったね」

　消し炭すらも残っていなかった。そして観客席で事の詳細を見ていたフィオナは、カルマが消え去ったことでようやく修しゆうの言っていたことを信じることができる。

「これがユウトさんの真しん骨こつ頂ちよう……なんですね」

　修が言っている優斗の実力。勇者が自身と同等だと言ってのける自信の根源。

「……独自詠唱の神話魔法」

　フィオナも彼との授業で、独自詠唱の神話魔法について触れたことは覚えている。

　けれど触っただけで、詳しい話をした覚えはないのに優斗はやってのけた。

　平然と過去の〝伝説〟に肩を並べ、当然だとばかりに魔法を放った姿がそこにある。

「だからシュウさんは大丈夫だと……」

　確かにフィオナも優斗の強さは理解出来た。余裕だと思えるほどに圧倒的だった。

「……だけど」

　どれほど強いのだとしても。修と同じくらいに強いのだとしても。

「……それでも」

　この気持ちは拭えない。フィオナは震える手を固く握り締める。

「えっと、みんな大丈夫だった？」

　すると優ゆう斗とが観客席まで戻ってきた。いつも通りの様子で、先ほどカルマと戦ったところでさえなかったように思えるほど、普通に話し掛けてくる。

「ちょっとやり過ぎちゃったかな？　これでも威力は抑えたんだけど……」

「……ユウトさん」

　けれどフィオナは彼のすぐ近くまで寄ると、ぎゅうっと胸元を強く握り締める。

「へっ!?」

　素っ頓狂な声を上げて、優斗が固まった。

　後ろでは六人がいきなり始まった面白そうな展開にニヤニヤしている。

「無理はしないって……言いました」

「え、いや、あの……」

「心臓が止まるかと思いました。カルマの気を引いて、逃げ遅れてしまった時は……」

　フィオナの行動に自分の心臓が止まりそうです、と優斗は間違っても口にしない。

　けれど口にしないだけで、内心は大混乱に陥っていた。

「そ、それはね、でも、そうしないと──」

　優斗がどうにか弁明しようとする。もちろんフィオナも彼が行動しなければ、レイナがやられていたことは理解している。けれど感情は納得出来ない。

「ユウトさんが強いのは分かりました。だけど心配で怖かったんです」

　目じりに涙が溢あふれてくる。先ほどの恐怖がまだ自分の心に残っているから、優斗の存在を感じていたくて彼の服をさらに強く握り締める。

「えっと、ですね……」

　優斗がどうすればいいのかと困っていると、後ろでニヤついている連中から「抱きしめてあげろよ」などなど囃はやし立てられる。

　ふざけんな、と優斗は思う。だがフィオナが震えるほど怖がっている以上、安心させてあげたいのも事実。だから優斗は意を決すると、恐る恐る右手で彼女の頭を撫なでる。

「ごめんね、フィオナ。生徒会長は逃げるのに必死だったし、僕は少なくとも死なない自信があったから竜の気を引いたんだ。閉じ込められたのは予想外だったけど、それでも時間稼ぎどころか簡単に倒せることは自分で理解してた」

「……はい」

「でも、フィオナを心配させたのは謝るよ。あと──」

　ごめん、と単純に謝るだけではなくて。

「ありがとう。フィオナが心配してくれることが、本当に嬉うれしいよ」

　自分が認められている。こんな人間でも誰かの大切になれていると思えるから。




　まるで演劇のような一幕が目の前で繰り広げられ、ニヤニヤと二人の様子を見ている面々ではあったが、

「オレたちは後、どれくらい見てればいいんだ？」

　卓たく也やのツッコミに、優ゆう斗との服を摑つかんでいたフィオナが驚いて離れた。優斗は彼女の反応に笑みを零こぼし、いつも通り落ち着いて卓也に答える。

「とりあえずフィオナさんが落ち着いたから、これ以降はないよ」

　すると優斗の目の前にいる家庭教師が、急に不満げな表情を浮かべた。

「フィオナさん、どうかしましたか？」

「……フィオナです」

「フィオナさん？」

「違います。フィオナです」

　なんて言われても、優斗には理解不能だ。意味が分からず周りに助けを求める。

「えっと、どういうこと？　ちょっと意味が理解できてないんだけど……」

「お前、さっきは口調が違ったんだよ。普通にタメ口だったな」

　卓也が助け舟を出した。けれど優斗は目が点になる。

「マジで？　今、僕が普通にタメ口を使ったの？」

「マジです。フィオナさんのことも呼び捨てで呼んでいましたよ」

　クリスが駄目押しをする。卓也は優斗の肩を嬉うれしそうに何度も叩たたき、

「お前もやっと、みんなに慣れてきたってことだろ」

「……うん、そうみたいだね」

　優斗が頷うなずくと、謀ったかのようにフィオナが要求する。

「ユウトさん。もう一度、私のことを呼んで下さい」

「……えーっと……あー……うー……」

　先ほどは意識していなかったから出来たが、意識しての呼び捨ては凄すごく恥ずかしい。

　だがフィオナが呼び捨てじゃないと今後は認めてくれないのも、何となく分かる。

　だから優斗は恥ずかしさをぐっと嚙み締めて、彼女の名前を呼ぶ。

「フィオナ」

　意識して、初めて呼び捨てにする。顔が赤くなるのは慣れていないのだから仕方ない。

　けれど同時に、呼び捨てにして心から良かったと優斗は感じた。

　彼女の名前を呼ぶだけで、本当に嬉しそうな返事が届いたのだから。

「はい、〝優斗〟さん」
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　結局のところ、魔物が出てきてしまったので全てはうやむやのまま終わった。

「優ゆう斗と。何であんなもんが出てきたのか、分かってんだろ？」

　帰っている途中、優斗と一緒に最後方を歩いている修しゆうがそれとなく話題に出した。

「まあね。状況から考えたら〝あいつ〟しか考えられないし」

　展開的にもあまりに分かりやすく馬鹿馬鹿しく、逆に罠わなかと思えるぐらいだ。

「国が捕まえたりはしねーのか？」

「どうだろうね。一応は犯人を捜しているとは思うけど、金を握らせて他人に召喚用の魔法具を投げさせた可能性だってある。それに本人が投げ込んでいたとしても、あの大人数の注目が最大限にリング上へ集まった瞬間だよ。特定するのは難しいとは思う」

　偶然なのか狙ってやったのかは分からないが、タイミングとしては最高だろう。

「俺らで潰すか？　これからも余計なことされちゃ面倒だろ」

「いや、別にいいよ。次に何か仕掛けてきたら、その時は容赦なくやるけど」

「つっても、今回はお前のミスだかんな」

「分かってるよ。もうちょっと上う手まくやればよかったって後悔してる」

　優斗だってよく理解している。自分がキレて容赦なく叩たたき潰したのが原因だ。

「そもそもよ、あの野郎に何を言われたんだよ？」

「……フィオナを貰もらうって言われた。彼女の容姿は自分に相応ふさわしいとか、将来の夫の側そばにいさせる必要があるとか、ふざけたこと抜かしてきたんだよ」

　フィオナに対して失礼で、アクセサリーとでも見み做なしている言葉の数々が優斗の怒りを買った。憮ぶ然ぜんとした表情の優斗とは逆に、修は両手を組むと真上に大きく伸びをして、

「まあ、でも少し安心したわ。お前の中でフィオナも『大切』になってたんだな」

　ほっとした笑みを浮かべ、修は優斗と一緒に視線を前に向ける。

　そこには先頭を歩いているアリーとフィオナが、穏やかな表情で会話をしていた。

「俺らの中で一番、大切なものを〝作らない〟のがお前だからな」

　修が唯一、同等と評する優斗。勝利の女神に愛された修がライバルだと思える親友。

　けれどそこに至る道は誰よりも悲惨で、何よりも壮絶だった。

　誰も信じることが出来ず、誰も信じてはいけない状況で彼は生きてきた。

　でなければ優斗は生きていくことが出来なかった。それは修だって分かっている。

「俺ら全員、歪ゆがんでるけどよ。俺らは俺らなりに大切なもの──信じられるものを作ってもいいんじゃねーかって思ってんだ」

　中でも特に優斗は、もう少し誰かを信じられるようになって欲しい。

「これから、この世界で……もっと出来ればいいんだけどね」

「だったら安心しろよ、優斗。問題なんてもう、どこにもねえんだよ」

　修は夕闇に染まる空を見上げながら答える。

「俺らが大嫌いだった、あっちとは違う世界なんだから」




　中央を歩いているココたちは、今日の優ゆう斗とがやったことについて話していた。

「もしかしてタクたちもあれくらいやれます？　独自詠唱の神話魔法とか出来ちゃいます？」

「無理、絶対無理。あんなこと、オレや和泉いずみが出来るわけないだろ」

　ふとしたココの疑問に卓たく也やが間髪入れず返した。

「即答ですね。とはいえ二人には申し訳ありませんが、自分も出来るとは思えません」

　クリスが苦笑を浮かべ、和泉は当然だとばかりに首を縦に振る。

「それはそうだ。優斗は自身の魔法使用に違和感を持っていたから、もしかしたらチートの中身が俺たちと違うのかもしれん。だが元々のスペックが尋常じゃないからこそ出来たことだろう。それに今回の大会に向けて優斗は自分なりに出来ることを分析し、行動している。俺たちが容易にやれることじゃない」

　凡人がチートによって圧倒的な力を持った、というわけではない。

　凡人ではないからこそ、優斗は独自詠唱の神話魔法が使えたのだと和泉は思う。

「はぁ～、実はユウって凄すごい人なんです？」

　ただ単純に穏やかで優しい性格なだけではないのだろう。

　けれど卓也は一度だけ振り向いて優斗を視界に入れると、曖あい昧まいに笑った。

「まあ、な。あいつはどんな時でも強く在ある必要があったからさ」

　だから仕方ないんだ、と。そう付け加えて。




　そして分かれ道に到達すると、皆が今日の出来事を思い返し笑いながら解散する。

　フィオナも家に帰ると、僅わずかに興奮した様子でエリスに顚てん末まつを伝えた。

「優斗さん、凄かったんですよ」

　母は娘の報告の内容を知っていたのか、訳知り顔で大げさに頷うなずく。

「カルマを瞬またたく間に倒してしまったのよね」

「えっ？　お母様も知ってるんですか？」

「学生主催の闘技大会にＡランクの魔物が出れば問題になるわよ。マルスも現場にいたから、さっき家に寄った時に話を聞いたわ」

　母の報告にフィオナが少しだけ驚く。父が会場にいたとは露にも思っていなかった。

「だからユウトさんが神話魔法を使ったことだって知ってるわよ。まあ、これに関しては箝かん口こう令れいが敷かれたから、これ以上広まることはないでしょうけど」

「箝口令、ですか？　どうしてそのようなことを？」

「我が王の配慮よ。神話魔法……しかも独自詠唱のものを使える人物が学院にいるなんて知られたら、それだけで注目の的よ」

　あの歳で紛まごうことなき独自詠唱の神話魔法を使うなんて、規格外にもほどがある。

「フィオナも理解しているでしょう？　ユウトさんがやったことは歴史上で〝最強〟と呼ばれる『大魔法士』と同じことなんだから」

　過去に優ゆう斗とと同じことをやっている人物は歴史上、数人しか文献で確認されていない。

　その中にはセリアールで最も有名と呼べる伝説の人物──『大魔法士』がいる。

　これだけで優斗の異常性がどれほどのものか分かるだろう。

「確かにそうですね」

　納得したように頷うなずくフィオナ。するとエリスは小さく笑い声を漏らした。

「ふふっ、ユウトさんが魔物を倒した後のことで、マルスが驚いていたわよ」

　貴族の一人として観戦をしていた旦那が驚愕していた。

「フィオナったらユウトさんに思いっきり近付いて、彼の服を握り締めたんですって？」

「……ど、どうしてそれを知っているんですか？」

　いきなりの話題にフィオナは動揺する。時間が経たっている今になって当時のことを思い返すと、大それたことをやってしまったと自覚できる。

「ガラガラの観客席に残ってるだけでも目立つのに、そこにユウトさんが歩いていけば余計に注目されるわよね。しかも全員の視線が集まった瞬間、貴女あなたが抱き付きそうな勢いで目の前に行くんだから完璧よ」

　現場にいたほとんどがフィオナたちの光景を目の当たりにしていた。

「物語のワンシーンだった、って言ったのはマルスだけどね」

　まるで御お伽とぎ噺ばなしのようだ、と。旦那は語っていた。

「それとマルスが明日、問題がないのであればユウトさんと酒でも酌くみ交わそうと思ってるみたいだから、ユウトさんの都合を確認しておいてね」

　エリスがそう言うと、珍しく顔を赤くさせていたフィオナは、

「……はい」

　素直に頷いた。
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　翌日、登校した優斗が何な故ぜか机に突っ伏したまま、微動だにしていなかった。修しゆうが遅ればせながら登校すると、彼の異変に気付いて声を掛ける。

「優斗、どうしたんだよ？　昨日の疲れでも出たんか？」

「……違う。登校してる途中、ラッセルに因いん縁ねん付けられたんだよ。『不正行為をするなんて、君は何を考えているんだ!?』ってね」

　優斗が一人で学院へ向かう通学路を歩いている最中、いきなり言われた。

　内心で盛大に疑問を浮かべたのだが、ラッセルは「然しかるべき処分をして貰もらう」とか「早く将来の妻を救わねば」とか、半ばどころではない言い掛かりを取り巻きと言いながら、優ゆう斗との前から去っていった。今、彼らが教室にいない理由は先生か生徒会だかに話を持っていっているからだろう。もちろん修しゆうにはラッセルの行動の意味が理解出来ない。

「何だそりゃ？　どうしたらそうなんだよ？」

「僕だって知るわけないよ。彼の中で、そういう解釈になったんじゃないの？」

「いやいや、お前とラッセルの戦いのどこに不正の入る余地があんだよ。もしかしてラッセルの奴、すげー馬鹿なんじゃねーか？」

「……かもしれない。どうにも自分の妄想を現実として見る性質があるっぽい」

　フィオナの容姿は自分に相応ふさわしい、彼女は将来の妻だ、などと平然と言ってのける点からも分かることだ。加えて自分の妄想通りにいかなければ、相手に問題があると思う都合の良い精神をしているらしい。

「考えるのやめようぜ。あいつの顔が浮かぶと、なんかムカつく」

「そうだね。僕も余計に疲れる」

　二人して共通の見解が生まれて、同時に溜ため息を吐ついた。と、優斗が起き上がるタイミングを見計らっていたのか、フィオナが近付いて声を掛けてくる。

「あの、優斗さん。今度はお父様が優斗さんとお話ししたいと言っているのですが、今日は大丈夫でしょうか？」

「僕は問題ないよ。昨日の今日だから、放課後に何も予定は入れてないし」

　たとえ予定があったとしても、彼女からのお誘いであれば優斗の優先順位は入れ替わる。

　彼の返答にほっとしたフィオナは、僅わずかに笑みを浮かべた。

「でしたら今日もお願いします、優斗さん」




　そして放課後になり、優斗とフィオナは教室を出て行く。二人が去った後の教室も続々と生徒が帰っていき、残っているクラスメートの数も少数になった頃、

「ミヤガワ君はいるか？」

　教室の扉を堂々と開け、生徒会長──レイナ＝ヴァイ＝アクライトが用件を口にした。

　残っていたクラスメートは顔を見合わせるが、その中に和泉いずみとクリスの姿がある。

　優斗の行動を把握していた二人が、レイナに優斗がいないことを伝えた。

「彼なら用事があるとかで、つい先ほど帰りましたよ」

「そうか。ありがとう」

　優斗がいないと分かるや、生徒会長は踵きびすを返して教室を後にしようとする。

　だが、嫌な予感を抱いた和泉が呼び止めた。

「ちょっと待て、生徒会長」

　彼女は闘技大会の時、優ゆう斗とと決勝で戦うはずだったことはさすがに覚えている。

　だからこそ抱いた嫌な予感だった。

「どうして優斗を探している？」

「決まっている。決勝があのような形になってしまった以上、再戦の申し入れをしに来た」

　やはりか、と和泉いずみは心の中で呟つぶやいた。そして優斗の性格を考慮し、

　──優斗が再戦することはないな。

　すぐに結論が出た。和泉は彼女に余計な手間を取らせるのも悪いだろうと思い、

「あいつは面倒事が嫌いだから、生徒会長との再戦をやることは絶対にない。それに勝てない勝負はするものじゃないだろう」

　端的に事実を述べた和泉の発言だった……が、見事にレイナの怒りを買った。

「いきなりふざけたことを。戦ってもいないのに、決め付けられるのは──」

「いや、決め付けているわけじゃない」

　事実を述べただけ。勝負をしたいと言うのであれば、しっかりと理解して然しかるべきだ。

「生徒会長は優斗と勝ち負けする戦いをしたいんだろう？」

「ああ、その通りだ。私はミヤガワ君と勝負するためにここへ来た」

「だとしたら生徒会長は、あの魔物を一人で倒せるのか？」

　和泉からの単純明快な質問。レイナは口唇を嚙み締めると、首を横に振った。

「倒せない以上、圧倒的に実力で負けている。優斗と勝負になるわけがない」

　何な故ぜ、これほど単純なことが分からないのだろうか。子供でも分かる図式だ。

「しかし私は──ッ！」

「あの時でさえ全力というわけじゃない。つまりは生徒会長を相手にする際、優斗は確実に手加減する。生徒会長の矜きよう持じは自身が軽んじられることを許すのか？」

　彼女がカルマよりも格下である以上、どうしたって全力を出せるわけがない。

　そして仮に戦ったとしても優斗から加減されていることが分かれば、真面目を絵に描いた堅物っぽいレイナが納得するとは思えない。

「……貴様が言いたいことは理解した。至極真っ当な意見を、どうもありがとう」

　きっと和泉の言うことは正しくて真実なのだろうとレイナは思う。

　けれど言われた内容に対して、感情が納得するかどうかは別物だ。

「しかし私は騎士を目指す者の端くれとして、戦う者として、彼と戦いたいと思ったのだ。貴様にそこまで言われる筋合いはない」

　だから彼の言葉は初対面で交わす範はん疇ちゆうを超えている。直球で和泉に対する感想を言わせて貰もらうのであれば、失礼としか表現することが出来ない。

「俺も好みはツンデレ美少女だ。生真面目堅物女に好かれるために言ったわけじゃない」

　すると和泉も半ば挑発とも思えるような言動を返した。眉間に皺しわを寄せたレイナは、苛立たしげに教室を去ろうとする。けれど和泉いずみはレイナに最後の一声を掛けた。

「ちゃんと忠告はした。断られても文句は言うな」

　確実に聞こえていたとは思うが、レイナは何も反応しないまま教室を去っていく。

「珍しいですね、イズミ」

　すると彼の態度にクリスが一言、感想を述べた。

「イズミが真面目に誰かと話す、というのは滅多に見ない光景です」

「それは、いつも不真面目ということか？　いや、聞き返すことではないか」

「ご自身で理解してるのですね。だからレイナ様と真面目に話している姿は貴重でしたよ」

　クリスが肩を振るわせて笑うと、和泉は頭を搔かいた。

「最近、クリスの俺たちに対する扱いが若干、キツくなってきたのは気のせいか？」

「三ヶ月以上も一緒にいれば、さすがに自分もツッコミを覚えます」




　和泉とレイナが教室でやり合ってから十数分後。

　優ゆう斗ととフィオナがトラスティ邸を目指して歩いていると、後ろから声を掛けられた。

「ミヤガワ君！」

　名前を呼ばれて優斗は素直に振り返る。

　けれど声を掛けてきた人物を見て、頭の上にハテナマークを灯ともした。












「えっと……レイナ様？」

　何な故ぜ彼女が自分の名を呼んだのだろうか、と優ゆう斗とは理由が分からず首を捻ひねる。

　しかしレイナは呼び止めた相手の前に立つと、即座に要望を伝えてきた。

「ミヤガワ君、勝負をしてくれ！」

「勝負？　それは……もしかして昨日の続きということでしょうか？」

「もちろんだ！　君と戦うために私はここへ来た！」

　目を爛らん々らんとさせているレイナ。初めて会った昨日は好戦的と評したのだが、もしかしたら戦闘狂の間違いだったかもしれない、と優斗は思い直す。

　そして彼女への評価を改めたところで丁寧に頭を下げた。

「申し訳ありませんがお断りします」

「……えっ？　な、何故だ!?」

「レイナ様と勝負する理由がこちらにありません」

　優斗は断りを申し入れる。だが彼女は彼の返答を簡単に納得することが出来なかった。

「理由がない、だと……。では君は何故、闘技大会に出たのだ!?」

　あの場に立っていた以上、少しは戦いを好むものだとレイナは思っていた。しかし、

「何故と言われても、じゃんけんで負けたから闘技大会に出たんですよ」

　優斗が簡潔に理由を述べた瞬間、レイナは呆あつ気けに取られた。

「……それだけ、か？」

「あの大会に関して言えば、それだけです。他に理由はありません」

「そう……なのか」

　レイナがあまりにも呆ほうけているので、優斗も少しだけ申し訳ないと思う。

「戦うことが嫌いなわけではないですけど、必要以上のことをやるのは労力を使いますし」

　つまるところ、大会が終わっているのにレイナと勝負するのは面倒。

　さらに優斗にとってはトラスティ邸へ行くことのほうが、戦うことより大事だ。

「なので申し訳ありませんが、戦いたいのなら他を当たってくれると嬉うれしいです」

　優斗が再度、戦う意思がないことを伝える。するとレイナが自嘲するように笑った。

「……やはりトヨダの言った通りになったな」

「和泉いずみが何かレイナ様に無礼なことを？」

「いや、君が決勝の続きはしない、と言っていた。私としては、そんなことはないと思ったのだが……奴の言った通りになった。ただ、それだけのことだ」

　レイナが優斗の友人の忠告を取り合わなかっただけ。

「まあ、笑える話だな」

　はっはっはっ、とレイナは全く面白くなさそうに渇いた笑い声を出す。

　けれど優斗は彼女とは逆に感嘆の声を上げた。

「それはまあ、珍しいこともあるものですね」

「珍しい？　何かミヤガワ君に驚くところがあったのか？」

　レイナが不気味な笑いをやめて、不思議そうに問い掛ける。

　あの真っ当とは言い難い対応の何が珍しいというのだろうか。

「和泉いずみと話してあいつを変人と思わないなんて、かなり意外で珍しいですよ」

「何だ？　トヨダの行動がミヤガワ君にとって意外だったのか？」

「ええ。和泉がレイナ様に『手間を取らせないように』と考えたのが意外です。あいつ、どうでもいい人物は放っておくタイプですから」

　別にレイナの目的ぐらいなら、優ゆう斗とに害があるとも思わなかっただろう。

　普段の和泉なら「勝手にしろ」で終わらせているはずだ。

「……まさか一ひと目め惚ぼれとか、そういうオチかな？」

　小さく呟つぶやいた優斗ではあったが、耳みみ聡ざとく拾ったレイナが鼻で笑った。

「それこそ、まさかだ。奴は自分で好みは『つんでれ美少女？』とか言っていたぞ。私のような堅物で生真面目な女は好みではないとな」

　レイナが不機嫌そうに和泉の言葉を再現する。

　けれど優斗は聞いた瞬間から吹き出し、笑いが止まらなくなった。

「ど、どうしたミヤガワ君？」

　レイナが困った表情をしているが、優斗はお腹なかが痛くてそれどころではない。

　──和泉もよく言うよ。

　何が好みはツンデレ美少女だ。

「いや、実は和泉の好みなんですけど、あいつが言ったことは真逆です」

　優斗はくつくつと抑え切れない笑い声を漏らしながら、何となくこれは伝えたほうが今後〝とっても面白くなる〟という確信があった。

「和泉の好みは堅物生真面目な女の子。嫌いなのがツンデレです」

　優斗が一息に言うと、今日一番の呆ほうけた顔をさせたレイナがいた。




　そしてレイナの襲来を退けた優斗は、トラスティ邸へとお邪魔する。今は彼女の父であるマルスと二人、テラスにあるテーブルで向かい合って座っていた。

「ユウト君は飲めるかな？」

　フィオナたちとは異なる容姿を持った金髪碧へき眼がんの男性は、優斗と視線が合うと笑みを浮かべながら酒瓶らしきものを掲げた。

「向こうの世界では飲酒は二〇歳以上でしたので、飲んだことはありません」

「そうか。なら果実酒にでもしておこう」

　手元にあるウイスキー瓶を置き、代わりに葡ぶ萄どう酒を持ってくるよう家政婦に伝える。

「本当は息子も欲しかったんだ。こうやって歳離れた子供と男同士で酌み交わすのが夢の一つだったんだよ」

　家政婦が戻ってくるまでの間に、マルスはウイスキーを自前のグラスに注ぎ始める。

「ただ、二人目は恵まれなくてね。フィオナが婿を連れてくるまでは出来ないと思っていたのだけど、家内や娘から君のことを聞いていたら、実際に会うついでに夢の一つを叶かなえたいと思ったんだ。だからおじさんのくだらない夢に付き合っては貰もらえないかい？」

　言われた通りに家政婦が葡ぶ萄どう酒を持ってくる。優ゆう斗とは感謝の意を述べて受け取った。

　そしてマルスに向き直り、グラス同士を打ち合わせる。

「もちろん、喜んで叶えさせていただきます」

　甲高い音を響かせてから優斗は一口、葡萄酒を含んでみる。

　──あっ、おいしい。

　飲み心地が良いというか、口当たりが軽い。これなら優斗も好きになれそうだった。

「君を初めてしっかりと見たのは闘技大会の日でね。本当に驚かされたものだよ」

　マルスもそれまで幾いく度か見かけたことはある。書類上でも優斗の情報を目にしたことはある。しかし、あれほど長い時間、彼を意識することが出来たのは初めてだった。

「君の魔法は初めて見たよ」

「そうだと思います。向こうの世界にある物語の魔法ですから」

「物語の中でもあれぐらいの威力なのかい？」

「いえ、もっと上がります。一応は魔王と呼ばれる存在を倒せる威力は持っていますから」

「ふむ。本当に独自詠唱の神話魔法なんだね」

　おそらくは詠唱が間違いなく『言こと霊だま』となっているだろう。

　むしろリライトの新しい神話魔法と認定してもいいかもしれない。そして彼が成長した暁には、宮廷魔法士にでもなって貰い……と、ここまで考えてマルスは頭を振った。

「いや、今はこんなつまらないことを話しても仕方ない」

　マルスは話題を変えるため、明るい口調でフィオナのことを話し始めた。

「娘は明るくなった。よく話すようになったし、喜怒哀楽も前よりずっと顕けん著ちよに表れる」

　周囲に対して無口で無愛想だった娘が、だ。

「以前と比べ、一皮むけたと言えばいいだろうか。君のおかげだと聞いているよ」

　親の欲目かもしれないが、人間としても女性としても魅力的になった。

　けれどマルスが言ったことに優斗は謙けん遜そんする。自分だけの功績だとは到底思えない。

「周りに友人たちがいたから、フィオナはあれほどすぐに変わったんだと思います。僕だけだったらきっと、緊張ばかりしているだけで何の影響も与えられなかったでしょうから」

「そんなことはない。皆の中で君が一番、フィオナに影響を与えてくれたんだよ」

　いつもフィオナと一緒にいてくれたから、あれほど変わった。

　親として心から嬉うれしく、素直に彼を賞しよう賛さん出来る。

「ありがとう、ユウト君」

　くしゃり、と優ゆう斗との頭をマルスは撫なで回すが、すぐに馴なれ馴れしかったことに気付き、

「おっと、初対面の君にやることじゃないかな。申し訳ない」

　エリスからは良い子だということをいつも聞いており、フィオナからは素晴らしい人だということを耳にしているせいか、どうにも初対面という感じがなく距離感が摑つかめない。

「いえ、大丈夫ですよ。嫌ではありませんでしたから」

　いきなり頭を撫で回されて虚を突かれた優斗だが、嬉しそうに表情を崩した。

「話は変わるが、裏工作も一段落してね。君たちも貴族の爵位を持つ家柄となった」

　ふと思い出したことをマルスは告げたものの、先ほどと同様に楽しい話でもないのだから、最初に言っておけば良かったと少し後悔する。

「シュウ君は田舎に領地を持つ伯爵の家系、他の子たちは同じく遠方で功績を立てた子爵の家系ということにしたんだよ」

「……なるほど。裏工作をした理由をお尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「メリットがあるから、だよ。いずれ異世界の客人ということが発覚すれば、パーティーなどにも呼ばれることが多々ある。その時に困らないよう慣れておいて欲しい。そして、もう一つは──」

　マルスが少し言い淀よどんだ。優斗はそれだけで理由を察し、代わりに続きを口にする。

「アリーのような王族や重要な人物を守る絶対防御としての役割、ですか？」

「……そうだね。場合によっては不特定多数が集まるパーティーで君たちがいてくれれば、何かあっても対処ができると誰もが思っている」

「修しゆうがリライトの勇者としての役目がある以上、仕方ないことではありますね」

　そのために異世界人を召喚しているのだから、むしろ当然の考えだろう。

「とはいえ、私たちが考えているような状況はほとんどないだろう。つまりはパーティーマナー向上のための爵位と考えて貰もらうのが一番だよ。そして私とエリスが正式にユウト君の後見人になったから、よろしく頼む」

「……えっ？　マルスさんとエリスさんが後見人ですか？」

　優斗が目を丸くさせたことに、マルスは笑って答える。

「爵位を得たことによって、君たちの身分を証明する人たちが必要になる。まあ、今まで仮だったことが正式になっただけだよ」

　それぞれ、家庭教師を請け負っているアリーたちの両親が彼らの後見人となっている。

「迷惑じゃありませんか？」

「まさか。こうやって酒を一緒に酌くみ交わせるのに、何が迷惑なものか」

　マルスはグイっとウイスキーを呷あおる。

　優ゆう斗とも付き合うように一口飲んでから、この言葉を〝当然のように〟口にした。

「出来る限り迷惑は掛けないようにしようと思いますので、よろしくお願いします」

　優斗が口にした『迷惑を掛けない』という台詞せりふ。しかしマルスは一いつ蹴しゆうした。

「それは駄目だ。出来る限り迷惑を掛けなさい」

　マルスたちにとって悪い言い方をすれば、優斗たちには無理矢理この世界へ来て貰もらった。

　だとしたら最大限、迷惑を掛けて貰って構わない。いや、迷惑を掛けて欲しい。

「君はまだ完全に大人だと言い切れる歳でもないのだから」

　遠慮することは一切ない、と。噓うそも偽りもなくマルスは正直に伝えた。

「…………」

　だから優斗の心はじわり、と温かくなるのを感じていた。

　──何で初対面の僕に「迷惑を掛けろ」だなんて、簡単に言えるんだろう？

　ある程度の理由は優斗にも分かる。異世界人であるから、都合を無視して喚よび出した相手であるからこそ、自分の遠慮は間違っていると思っているのだろう。

　けれど、それだけではない。優斗はたくさんの〝最悪な大人〟を相手にしてきたから、何が噓で何が本当かどうかを分かってしまう。

　──この人は信用するに足る人だ。

　驚くぐらいに実直で分かりやすい。本当に噓偽りなく言ってくれたことが理解できる。

　しかし素直に頷うなずけるのか、となれば答えは否だ。

「……出来る限り頑張ってみます」

「頑張ってみるとは、どういうことなのかな？」

　マルスが頼っていい、と伝えたのに『頑張る』とは不可思議な返答だった。

　だが優斗にとっては『大人を頼る』ということ自体、難しい話にしかならない。

「僕はまだ大人に頼ったことはありません。というより誰であろうと頼らない生き方をしてきましたし、頼れるような大人も周囲にはいませんでした」

　優斗は今まで、一度も大人を頼るように生きてきたことがない。

　マルスも優斗の自嘲的な告白を聞いて、思わず眉間に皺しわを寄せる。

「それは……、どうやら本当のことのようだね？」

「ええ。僕は『大人』という存在を信じていませんから」

　優斗はそう言いながら、自分の言葉に少し語ご弊へいがあることに気付く。

「いや、というよりも信じられる人生を過ごしていませんでした」

　これが正しい。優斗は過去に出会ってきた大人たちを思い返し、嘲るように鼻で笑う。

「僕の周りにいたのは、僕を紛まごうことなく道具として扱う両親。大金に目が眩くらみハイエナのごとく集たかる親戚や知人。つまりは最低の人間たちばかりだったんです」

　誰一人として信じられないほどに碌ろくでなしで、低俗で、最悪な大人ばかりだった。

「とはいっても、大人の全てがそうじゃないってことも分かってます」

　だったら社会が正常に機能しているはずもない。

「むしろ僕の周りにいたのが特殊過ぎて、異常過ぎることも理解出来ています」

　自分の境遇が彼らを引き寄せたのは分かっている。

　だからこそ優ゆう斗とはマルスを真まっ直すぐに見つめた。今、自分の目の前にいる男性は今までとは違う、真しん摯しに優しい言葉を届けてくれた大人と分かっている。

「マルスさん」

　だから優斗は思ってしまった。異世界に来て、新たな友人たちを得て、最悪だった世界と決別したからこそ、一度だけ頑張ってみようと。

「教えて下さい。迷惑の掛け方を」

　そして、いつものように柔らかな笑みを優斗は浮かべる。

「貴方あなたやエリスさんが、今まで会ってきた大人と違うのは分かりますから」

　迷うことなく言い切った優斗。だからこそマルスは彼の心情を疑問に思う。

　──何な故ぜだろうか？

　彼が『大人を信じていない』のは真実だろう。とても噓うそとは思えない雰囲気があった。

　──何があって私を信じるに値すると思ったのだろうか？

　大人というものを信じてこなかった彼が、どうして自分は信じてくれたのか。

　それをマルスは己の人徳だと思えるほど傲ごう慢まんにもなれない。

　確かに自分の感情を噓うそ偽りなく伝えたし、彼も感じ取ってくれたことだろう。しかし優斗の言葉を鵜う吞のみにすれば、初対面の人間を彼が全面的に信用してくれるとは思えない。

　しかし〝何故〟をマルスが理解している範囲で推測するとすれば、

　──やはりフィオナが大きな理由になっているのだろうね。

　行き着いたのは娘の存在だった。

　あの子の父親だということが、大きな力になってくれているのだろうと思う。

　──フィオナの父親というだけで、彼は他の大人より私のことを信用してくれている。

　我が娘ながら凄すごいものだ、とマルスは感心する。

　──いいコンビなのだろうね。

　優斗がフィオナに、というだけではない。フィオナも優斗に影響を与えている。

　──もしかしたら。

　ふとマルスは闘技大会で見た光景を思い出した。

　──ユウト君がカルマを倒した後に見た、一枚の絵のようなやり取りは。

　あながち間違いではないのかもしれない、とマルスは今更ながら思い返していた。








第八話






　生徒によっては阿あ鼻び叫きよう喚かんとなった試験とテスト返却が終わった、七月の終わり。

「……何でだ」

　生い茂る草木を踏みながら、卓たく也やは一人ごちる。

「夏休みは海に行くんじゃないのか!?」

　今、卓也たちがいるのは学院の近くにある森の中。普通に過ごしていれば入るはずのない場所を、どうして自分が歩いているのか納得できない。

　けれど修しゆうが珍しい形の石を拾いながら、満面の笑みで答える。

「和泉いずみが勉強ほったらかして魔法科学にハマってたから明後日あさつて、追試受けることになっちまったしな。クリスも今回ばかりは和泉を机に縛り付けて追試用の個人授業。仕方ねーだろ、海に行く時はあいつらも連れてかないとよ。だから今回は森に来てみた」

「何でだよ!?　別に来る必要はないんじゃないか!?」

「だって面白そうじゃんよ」

　というわけで今回、優ゆう斗と、修、卓也、フィオナ、アリー、ココの六人で森の探索をやることになったわけだ。卓也は頭を乱雑に搔かきながら、周囲を見回す。

「この森って魔物がいるんじゃなかったか？」

「ほとんどいないルートを通るから大丈夫だって。心配すんなよ、卓也」

　あっけらかんと言う修だが信じるわけもない。

　優斗も諦めろとばかりに卓也の肩を叩たたき、

「絶対に何かあるから、慌てるだけ無駄。覚悟したほうが精神的に落ち着くよ」

「……そうだな。何もないとか、あり得ないよな」

　今までの優斗と卓也の経験上、何もないなんてことはあり得ない。

　そんな二人の気苦労を知ってか知らずか、修はアリーに声を掛ける。

「歩きやすい場所、あんまりないけど大丈夫か？」

「はい。ぜんぜん大丈夫ですわ」

　デコボコの地面を軽やかに踏み締めながら、アリーも修と同様に楽しそうに笑う。

　森の探索などもちろん、やったことがない。だから彼女は新鮮で面白いと思っていた。

「薬草やら原石やら、色々なものが生えていたり落ちていますわね」

「採取を本業としてるギルドパーティも来るらしいからな。普段の生活じゃ見ない物も、ここにはたくさんあるんじゃねーの？」

　修は何かを拾ったり見つけたりしては面白そうに眺める。他の五人も森を散策して楽しんでいることは同じなのだが、いかんせん動き回る範囲が修だけ圧倒的に広い。

「おっ！　なんか洞窟っぽいところ発見！」

　そして暴れ回るように動いていた修しゆうは面白そうな場所を見つけ、意気揚々と飛び込んでいく。優ゆう斗とと卓たく也やは修の様子に肩を竦すくめ、

「あいつの元気はどこから来てるのか、時折気になるんだよね」

「言えてる。無駄に有り余ってるんだよな」

　二人がある意味で尊敬していると、洞窟っぽい場所に向かった修が全員を呼び寄せた。

「お前ら、ちょっとこっち来てみろよ！　面白いのあるぞ！」

　大きなジェスチャーで手招きしているので、五人は呼ばれるがままに向かう。

「どうしたの、修。洞窟ってだけじゃないの？」

「いや、そもそも洞窟じゃねーっぽい！　それに面白いのは他にあるんだよ！」

　修は入り口の奥を指差す。おおよそ五メートルほどの穴が奥に広がっているが、そこで行き止まり。どうやら岩壁が削れているだけ、らしい。

　そして修が優斗たちを呼び寄せた理由は穴の最奥にあった。

　卓也とココも到着して修が指差す方向を見てみると、

「……何だこれ？　卵か？」

「うわ～、なんかピカピカに光ってます」

　そう、修が見つけた面白いものとは光り輝いている謎の卵。

　サイズは横が五○センチ、高さは七○センチほどあるだろうか。外には漏れない程度の光を放っている卵を、卓也とココはまじまじと不思議がって眺める。

「これ、絶対に何かあるぜ！」

　修が興奮しながら卵を指差した。確かに光っている卵なんてものだから〝何か〟はあるだろう。卓也たちに続いて優斗とフィオナも卵をじっくりと見る。

　するとフィオナが何かに気付き、小さく驚きの声を漏らした。

「……あっ。もしかして龍りゆう神じんの卵でしょうか？」

「この卵のことを知ってるの？」

　優斗が訊きくと、フィオナは昔読んだ書物の内容を思い出しながら答える。

「おそらくこれは龍神の卵だと思います。数十年から数百年に一度……セリアール最大の信仰対象である龍神は卵を産み落とします。歴史上でも幾いく度か人間が育てていますから記録が残されていますし、今回の状態は生まれる寸前のもののはずです」

　彼女の説明から出てきた卵の正体は正直、優斗の想像以上の代物だった。

　思いがけない出会い……というか、これは笑えない出会いでしかない。

　龍神がいまいち分からない優斗でも、一大事になるほどの代物だと思ってしまう。

　しかも驚いてばかりいられないのが、優斗たちの持っている悲しい経験則だ。

「ねえ、卓也。龍神の卵なんて珍しいものを見つけた、ということはさ」

「嫌な予感しかしないだろ。完全にフラグが立ったと言い換えてもいい」

　二人の実体験から考えて、この後に何かしらの騒動が起こると分かり切っている。

「あら？　何でしょうか？」

　そして嫌な予感の先走りに気付いたのはアリーだった。

「地面が揺れていませんか？」

　アリーに言われて、優ゆう斗とと卓たく也やも足裏に感覚を集中してみる。確かに揺れていた。

「……うわ～、間髪入れずにやって来たね」

「これが嫌なんだよ。当たり前のようにトラブルが現れるんだから」

　言った途端にやって来る。変な言い方ではあるが、さすが修しゆうだと思わされてしまう。

「みんな、戦闘準備して。厄やつ介かいなのが来るよ」

　優斗が指示し、そして全員が穴から出てみれば、

「……うっわ。三体で一斉に来ることないだろ」

　卓也が手で顔を覆う。まさかの大型な魔物が三体、目の前に現れていた。

「大方、龍りゆう神じんの卵を狙ってきたってオチなんだろうね」

　何とも面倒くさそうに優斗が呟つぶやく。

　彼らの前にいる魔物は一○メートル級が二体と、五メートル級が一体。

「アリー、どれがどんな魔物か分かるか？」

　修が尋ねると、彼女はやってきた魔物の凄すごさに少々驚きながらも頷うなずく。

「サ、サイクロプスにシルドラゴン。他の二体より小さい魔物がオークキングですわ」

　一つ目巨人と銀色の竜。そして豚の人型巨大バージョン。

「サイクロプスとシルドラゴンはＡランク。オークキングはＣランクになりますわ」

　正直な話、このメンバーでなければ絶望する強さだ。

「まあ、何てことなさそうな魔物だしチーム分けすっか」

　修はぐるりと全員に視線を送ると、気軽に配置を決めていく。

「オークキングは卓也とココでなんとかなるだろ。サイクロプスは俺とアリーが担当。シルドラゴンは優斗とフィオナでどうにかしてくれ」

　これほどの魔物が集まっているというのに、チーム分けをやれることが凄い。

　アリーもフィオナもココも、彼らの強さをしみじみと実感してしまう。

「分かった。だけどオレとココだから、すぐに倒せると思うなよ」

「こっちも了解だよ。僕とフィオナはあまり気にしなくていいから。修とアリーは倒し終わったら、卓也たちのフォローよろしくね」

　卓也と優斗も来てしまったものは仕方がない、と腹を括くくる。

「そんじゃ、優斗。まずはぶっ飛ばして散り散りにすんぞ」

「分かったよ、修。風の上級攻撃魔法、合わせてよね」

　二人はとりわけ吹き飛びやすそうなサイクロプスとオークキングに手を翳かざし、

「「求めるは風かざ切きり、神の息吹いぶき」」

　風の上級攻撃魔法を同時に詠よんだ瞬間、豪風が吹き荒れ魔物二体を吹き飛ばす。

「うしっ！　行くぞアリー！」

　意気揚々と魔物に飛びかかる修しゆうと、慌てて付いていくアリー。続いて卓たく也やとココもオークキングに向かって走っていく。残った優ゆう斗ととフィオナはシルドラゴンと相対を始めた。

「フィオナはこのまま、卵を守ってて」

「大丈夫ですか？」

「もちろん。この前もちゃんと倒したのを見たよね？」

　軽く笑って優斗はシルドラゴンを見み据すえる。

　──とは言っても『女神の雷』じゃ広範囲過ぎるし……、森とか出来る限り傷付けちゃいけなさそうなんだよね。

　採取系を請け負っているギルドにバレたりしたら、怒られるかもしれない。

　だとしたら、もっと狭い範囲で使えてＡランクの魔物を倒せる魔法。

「……これ、うろ覚えな上に間違えてる詠唱なんだよね」

　昔に覚えた記憶があるけれども、いかんせん三年ほど前の記憶。正しい詠唱と間違った詠唱がある魔法なのだが、覚えていたのは詠唱が間違っている不完全版。イメージも若干の齟そ齬ごがあり、実際に出てきた魔法は残念な出来だった。

「詠唱だと剣って言ってるのに、なんか延々と伸びる棒みたいだし」

　だから不完全と言えるのだが、それでも威力としては申し分ないはず。

「まあ、これならいけるか」

　オークキングとサイクロプスは他がきっちりと引き受けていて、向かってきているのはシルドラゴンのみ。しかも狙いは龍りゆう神じんの卵だけなのか、優斗たちに攻撃すらしてこない。

　優斗は運が良いと思いながら一度、大きく息を吐き、

『その一振りを防ぐ術すべはない』

　迫ってくるシルドラゴンに対し、全く気け圧おされる様子なく言こと霊だまを紡ぐ。

『力を求め、糧かてとし、その全てを剣と在あらせる』

　右手に光が集う。そして段々と光は右手から溢あふれ出し、長く伸びていく。

『数多あまたの存在を屠ほふるべき──』

　そして光が確かな存在を示した瞬間、優斗は振りかぶった。

　光が一筋の棒となって、シルドラゴンへと向かう。

『──神殺の剣』

　光る棒がストン、とシルドラゴンを両断した。シルドラゴンに対して叫ばせることもなく、何かをさせたわけでもなく、斬られたことすらも分からせずに絶命させた。

「うん。遠距離から攻撃されなかった分、気楽に終わったね」

　優ゆう斗とが小さく頷うなずいて振り向けば、啞あ然ぜんとした表情のフィオナがいる。

「……優斗さんといると、Ａランクの魔物は簡単に倒せそうな気がするから怖いです」

「実際は威力でごり押ししてるだけ、なんだけどね」

　優斗が苦笑いを浮かべて答えると、フィオナも表情を崩した。

　そして二人は穴に戻って、卵の状態を確かめようとした……その時だ。

「──っ！」

　ぞくり、と優斗の背筋が凍った。ほぼ反射的に振り向いた先には、倒したシルドラゴンの屍しかばねと……まるでシルドラゴンを模したような漆黒の体たい軀くを持った謎の存在が、いつの間にか音すら立てることなく存在していた。

　完全に想定外の状況に優斗の思考も一瞬、パニックに陥る。

　──何だ、こいつは!?

　魔物は三体しか存在していなかった。それは間違いない。

　ということは、目の前にいる漆黒のシルドラゴンは突如として現れた。しかも厄やつ介かいなことに、シルドラゴンと同じ体軀をしているとしても存在として全く別物。

　同じ魔物だとは一切思えないほどに異常な存在感を放っている。

「求めるは風かざ切きり、神の息吹いぶき！」

　優斗は穴から飛び出すと右手を前に突き出し、咄とつ嗟さに風の上級攻撃魔法を使う。

　だが漆黒のシルドラゴンは、右前足を軽く浮かせて振りかぶる姿を見せた。距離としては一○メートル以上も離れているというのに、何をするつもりなのかと優斗が考えた瞬間だ。右前足が優斗たちを目掛けて伸びてきた。

　しかも優斗が放った風の上級攻撃魔法の影響を一切感じさせずに、だ。

　──魔法を切り裂い……いや、搔かき消されてる!?

　切り裂いているなら、少なくとも狙った場所まで魔法の影響による土煙は見えるはずだ。

　けれど実際は右前足にぶつかる直前、消えたかのように土煙が止まっている。

「──ちっ、厄介な！」

　ショートソードで攻撃を逸そらすにしても、体格差からいって僅わずかばかりのコース変更が関の山で、龍りゆう神じんの卵がある穴にギリギリ入っていく可能性は高い。

　そして攻撃を通してしまえば、穴の中にいるフィオナが傷付いてしまう。

「だとしたら……っ！」

　優斗はショートソードを抜き放つと右下から薙なぎ、漆黒のシルドラゴンの攻撃を僅かに左へ逸らしながら鉤かぎ爪をわざと自身の左肩に食い込ませる。同時、吹き飛ばされる直前に右足へ力を込めて左に飛び、自身の身体を用いてさらに攻撃の軌道を穴から遠ざける。

　──一度で逸らし切れないなら二度、同じ方向から力を掛けて逸らせばいい！

　ショートソードで攻撃を逸らしたとしても、かろうじて穴の中に入ってしまう。

　であれば、だ。単純に考えて龍りゆう神じんの卵がある穴の中に攻撃を通さないにはもう一度、同じ方向から力を掛ければいいだけのこと。そして魔法はかき消され、剣けん戟げきも一度しか出来ないのであれば、それ以外の何かを使えばいい。

　──左腕一本ぐらい、くれてやる！

　思惑通りショートソードと自身の身体で二度の妨害を受けた攻撃は逸それ、優ゆう斗ともろとも岩壁へと突き刺さる。

「……痛……つ……」

　岩壁に叩たたき付けられ、鉤かぎ爪がさらに食い込んで優斗は僅わずかに顔を顰しかめるが、狙っていた攻撃が不発に終わった漆黒のシルドラゴンは鉤爪を引き抜く。そして伸びた右前足を元に戻し体勢を整えると、視線を穴ではなく攻撃を止めた優斗へと向けた。

　──まずは僕を排除することを選んだわけか。

　優斗も左肩の怪我を気にする様子は一切見せず、真まっ直すぐに相手を見み据すえる。

「まあ、邪魔者を消すのは当然といえば当然なんだけど……」

　龍神の卵を狙うために邪魔をした存在を取り除く。

　だから今、優斗を敵として見定めたのは間違ってはいないが、

「幾いくらミスって手負いになったとはいえ、甘く見てくれるね」

　確かに右肩を負傷し上う手まく動かせない。だが邪魔者を倒した後に龍神の卵を狙う、という考えは優斗を倒すことが出来ればの話であり、もっと言えば漆黒のシルドラゴンは互いの立場を大きく勘違いしている。

「確かに突然現れたと思ったら魔法を消したり腕が伸びたりと、僕がこっちで得た常識を色々と吹っ飛ばしてくれる存在だから、調子に乗れるほど強いのは分かるよ」

　異世界に来て数ヶ月の自分が理解の及ぶ相手ではない。というより本当に魔物なのかどうかを怪しむほど、異様な雰囲気と異常な存在感を眼前の敵は持っている。

「だからといって未知だから勝てない、とでも言うと思った？」

　怪我をしていようとも〝この程度の敵〟に優斗が後れを取ることはないし、幸運や偶然が何一つ起こらずとも劣勢に陥ることすら存在しない。

　そんなことをまかり通す〝過去〟を歩んでいない。

　だからこそ優斗は見据えた視線をそのままに、柄に力を込めて言い放つ。




「お前如きが僕を殺そうだなんて笑わせるなよ」




　敵に対して、そんな甘いことをへらへら笑って許すつもりはない。

　相対している存在が何であろうと、殺そうとするのであれば嘲笑って殺す。

　優斗はそうやって立ち塞がる全てを蹴散らしてきた。たとえ相手が自分より力があろうとも、大きかろうとも、凄すごかろうと、強かろうと、自身の全てを用いて勝ってきた。

　そうしなければ宮みや川がわ優ゆう斗とは──死ぬしかなかったのだから当然だ。

「あの、優斗……さん？」

　と、その時だった。フィオナが穴から出て様子を窺うかがうように声を掛けてきた。

　けれど戸と惑まどうような声音になってしまったのは、優斗の様子が一変していたから。

　彼女が知っている男の子とは、著いちじるしく乖かい離りしている言葉遣いと雰囲気。

　今まで見てきた彼の姿と何一つ合致せず、別人に思えてしまうほどの違いがあった。

「フィオナ、ここは危ないから下がってろ」

「で、ですが怪我が……。それにシュウさんたちを待つ時間を稼ぐなら私も──」

「あの程度の敵、修しゆうたちを待つ必要もない。確かに怪我はしたけれど、それも僕が気を抜いたミスだから心配しなくていい。すぐに終わらせる」

　視線を漆黒のシルドラゴンから外さず淡々と話す優斗。いつもの彼と違う雰囲気にフィオナはふと、自分の変わってしまった性格を相談した時のことを思い出す。

　──特別な出会いがあったから、私は性格が変わったと言われました。

　話すこと、何かをすることに興味が生まれた。そして優斗も同様の経験をしているだろうからこそ、自分の心に響くものがあった。

　──けれどもし、優斗さんが私以上に変わっていたとしたら？

　フィオナのように内面的な変化だけではなくて、対外的なことも変わったとしたら。

　──もしかして今の優斗さんは……昔の優斗さんなのでしょうか？

　怖い言葉遣いと雰囲気が、おそらくは『昔の優斗』なのだということをフィオナも何となく察することができた。けれど、だからといって何も問題になるわけがない。

　──それでも優斗さんだということに変わりはありません。

　今もフィオナを庇かばうように立っている優しい彼のことを、どうして豹ひよう変へんしたからといって別人だと思うことができようか。怖い言葉遣いに怖い雰囲気があろうと、優斗自身のことを怖いとフィオナが思うことは絶対にない。

「これ以上……怪我はしないで下さい。無理もしないで下さいね」

　だからフィオナは素直に下がった。すぐに終わらせると言った彼の言葉を信じて。

　優斗も彼女に了承の意を返すと、自分の雰囲気が変わったことで警戒している漆黒のシルドラゴンの観察を始める。同時にゆっくりと歩き、龍りゆう神じんの卵がある穴から離れた。

「こういうふざけた特殊能力を持っている相手の場合、ゲームやマンガであれば何かしら弱点があるのが通例みたいなものだが……」

　この時点で分かるわけがない。そもそも魔法が消されるという、戦い方を大幅に削られる能力を持った相手だ。普通に考えると剣でダメージを与えることが正攻法ではあるが、

　──幾いくら斬るつもりがなかったとはいえ、一筋の切り傷さえ出来ないとなると剣も勝負になるわけがない。

　だから優ゆう斗とがどうやって倒すかなど、一つだけだ。

「搔かき消されようと何だろうと、まずは魔法でのごり押しがベター、か」

　森を燃やすだの壊すだの、全て度外視して独自詠唱の神話魔法を使う。他に方法があったとしても、手間も危険度も探す時間も圧倒的に増すのだから選ぶに値しない。

　特に弱点を探すなど、何が弱点になるのかさっぱり分からない時点で論外だ。

「さて、と。決めたんだから殺すとするか」

　そして優斗が戦闘に入る準備をした瞬間、敏感に空気を感じ取った黒いシルドラゴンも再び攻撃姿勢に入った。

「なるほど。構えるのだとしたら、通用する可能性があると考えていいか」

　虫けらのような攻撃であれば、ダメージはないのだから構えたりはしないだろう。

　けれど本能的に〝殺される〟と思ったのであれば、話は別だ。

「だとしたら確実に詠よみ切らせて貰もらう」

　優斗は断言し、言こと霊だまを吐き出し始める。イメージするのは竜を殺すことに特化した魔法。

　思い出そうとするまでもなく覚えている、ゲームの詠唱だ。

『その屈強な存在を倒せぬなど、誰が決めたのだろうか』

　声を響かせながら、優斗は自分を殺すことを目的として伸びてきた魔物の右前足を躱かわし、今度は自ら飛びかかる。

『倒せぬと決められたわけではなく、殺せぬと定められたわけでもなく、ただただ、強者故に絶対と恐れられた竜よ』

　初動さえ読めるのであれば、近接で戦ったほうが危険性は少ない。

　巨大な体たい軀くに加え、炎弾を間近に迫った相手へ当てることは至極難しいのだから。

『なればこそ、私がやり遂げてみせる』

　すると漆黒のシルドラゴンは翼を羽ばたかせ、優斗の頭上へと飛んだ。

　さらに迎撃とばかりに口からは灼しやく炎えんが溢あふれ出て、数秒後には炎弾が放たれるだろう。

　けれど優斗は相手の攻撃に興味を見せることもなく、

『その体軀を、その血を、その翼を、その頑強な全てを切り裂いてみせよう』

　ショートソードを地面に突き刺し、右手を空高く掲げる。そして、

「これで殺してやる」

　浮かび上がった巨大な魔法陣から豪風や鎌かま鼬いたちと呼ぶことすら生温ぬるい数十、数百もの烈風が漆黒のシルドラゴンを切り刻んだ。優斗の神話魔法に対応すべく放たれた炎弾も何一つ意味を成さず、まるで羽虫でも吹き飛ばすように消えてしまう。

「一応は威力を軽減しているみたいだが……、意味はないみたいだな」

　一定のラインで魔法の威力が弱まっていることは確か。

　けれど優ゆう斗との神話魔法は、魔法を搔かき消す量を圧倒的に超えているようだ。

　全ての魔法を搔き消すのであれば厄やつ介かいだったが、これならば問題ないのでラッキーだと言える。戦うにおいて、一番の正解を用いて勝負しただろう。

　優斗は彼方へ吹き飛ばされていく漆黒のシルドラゴンを見送ると、大きく息を吐いた。

「あれだけの魔法を放ったんだから、さすがに殺せたはず」

　右手で服に付いた汚れを叩たたいた後、地面に突き刺したショートソードを鞘さやに収める。

　そしてフィオナのところへ戻ると、彼女が呆ほうけたように優斗を見ていた。

　彼女の様子に優斗も自分がしでかしたことを察する。

　──ですよね。口調が変わるとか完全に厨ちゆう二に病びようみたいになってたもんね。

　余裕がなくなったり真剣度が増していくと、ふとした拍子に優斗は昔の言葉遣いに戻ってしまう。そしてそのような人物は第三者から見ればまさしく厨二病としか見えない。

　しかも何一つ否定出来ないほどの怖さがあるのだから、申し訳なさしかなかった。

「ごめん。きっと君のこと、怖がらせちゃったよね」

「いえ、確かに普段の口調とは違って驚いてはしまいましたが、私が優斗さんのことを怖がるわけがありません」

「……ありがとう、フィオナ」

　先ほどの優斗が以前の性格の優斗だろうとフィオナも察することは出来た。

　呆けてしまったのは全く別、彼の使った魔法の威力があまりにも凄すさまじかったからだ。

　だからフィオナは躊躇ためらうことなく優斗に近付き、彼の肩の怪我に治療魔法を施ほどこす。

「そういえばさっきのやつ、シルドラゴンと同じ体たい軀くをしてたけど魔物なのかな？　魔法を搔き消されるとか、僕も想定外で驚いたんだけど」

「どうなのでしょうか？　私も魔法を消す能力を持った魔物は知りません」

「……ん～。やっぱり魔物じゃなさそうな気がするんだよね。何というか気配とかそういうのが、魔物の延長線上にないっていうか奇妙というか……」

　しかし考えたところで分からないのだから、これ以上考察するのも無駄だ。

　なので優斗が治療に専念しようと思った時、フィオナが困惑しながら首を捻ひねった。

「どうしたの？　致命傷は避けたはずだけど、思った以上に重傷だったりする？」

「……あの、血が止まらないんです。私はあまり治療魔法が得意ではありませんが、全く癒やせていないというのは、さすがにあり得なくて……」

　肩の怪我から流れ落ちている血が止まらない。幾いくらフィオナが得意ではないとしても、そんなことはあり得ないのだけれど、優斗は少し考えると納得したように項垂うなだれた。

「なるほど。ダメージも受けたら駄目ってパターンなんだ。あれに攻撃されたら、普通の治療魔法も使えなくなるってわけだね」

　魔法が搔き消されるのは分かったが、受けた傷にも通常の魔法は通用しないらしい。

「す、すみません。私がもっと級位の高い治療魔法を扱うことが出来れば……」

「たぶん治療の神話魔法とかじゃないと治らないからフィオナのせいじゃないし、申し訳ない顔しないで。後で何でもありのチート勇者にやらせるよ」

　そう言って優ゆう斗とはフィオナへ小さく微笑ほほえむと、彼女と一緒に穴の奥へと向かう。

「攻撃は通さなかったし、卵は大丈夫そうだね」

「はい。優斗さんのおかげで攻撃を受けずに済みましたから」

　優しく卵を撫なでるフィオナ。優斗も彼女に倣ならって卵に触れてみた。殻の感触は固く、まるで恐竜かダチョウみたいだと優斗が思った時、卵が一際大きな光を発する。

「えっ？」

「きゃっ!?」

　何事かと二人が思うのも束つかの間、卵の殻が割れる音が聞こえた。光が眩まぶしいのでかろうじてしか見えないが、割れた殻から見えるのは、

「……えっと？　これって人間の子供？」

「赤ちゃん、でしょうか？」

　二人の視界に映っているシルエットは人の形をしている。

　おおよそ一歳半ぐらいの赤ん坊が、座っているように二人の目には見えていた。

「あのさ、フィオナ。龍りゆう神じんって龍じゃないの？」












「いえ、龍りゆう神じんと祀まつられているのは確かに龍なのですが……すみません。私も小さな頃の姿までは知らないです」

　優ゆう斗ととフィオナが混乱していると、魔物を片付けた他のメンバーが穴に集まってきた。

「色々と優斗がやらかした戦闘したみたいだけど、卵も面白いことになってんな」

「何やら先ほどより卵が光っていますが、どうなりましたか？」

　まず修しゆうとアリーが駆け足で戻ってきた。

　優斗は完全に意味不明な状況ながらも、とりあえず現状で起こっていることを伝える。

「……無事、というよりは無事に生まれちゃった」

　ちょい、と優斗が割れた卵の方向を指差す。さらに卓たく也やとココも戻ってきて、

「えっと……何だ？　人間の赤ん坊っぽいけど、どうなってるんだ？」

「ん～？　どういう状況なんです？」

　シルエットで判断できたのか、卓也とココも首を捻ひねる。そして次第に光も弱まりシルエットでしか判別できなかった赤ん坊の姿も、しっかりと視認できるようになると、

「やっぱ赤ちゃんか。つーか、卵から生まれるって想像以上にシュールな光景だな」

「あっ、それも女の子みたいですわ」

　修とアリーが再確認するように声を発した。すると赤ん坊の目が薄らと開き、

「あいっ！」

　可愛かわいらしい声を上げて、優斗とフィオナの姿をしっかりと捉えた。

　しかも、よたよたしながら立ち上がろうとする。

「ちょ、ちょっと待った！　危ないって！」

「い、いきなり立ち上がったら危ないですよ！」

　一番近くにいた優斗とフィオナが慌てて赤ん坊に駆け寄る。

「か、かなり驚いてしまいました」

　そして優斗よりも早く辿たどり着いたフィオナが赤ん坊を抱き寄せた。

「確かにビックリしたね」

　ほっ、と優斗は一息つく。ただでさえ謎な状況なのに、いきなり焦らせないで欲しい。

　けれど赤ん坊は慌てた様子なく、フィオナをじっと見る。

「どうしたんだろ？」

　赤ん坊の視線が気になった優斗。けれど次の瞬間に赤ん坊は大きな声で、

「まんまっ！」

　そして優斗を見て、

「ぱ～ぱっ！」

　なんて言葉を幸せそうに言ってのけた。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　森から帰った一行は、とりあえず図書館にある一冊の本を借りてきた。

　優ゆう斗とだけは修しゆうに治療を受けた後、一回寮に戻って着替える。そしてアリーを筆頭にカフェテラスで本を読み進めている連中と合流した。

「アリー、僕がいない間に有益な情報は出てきた？」

「とりあえず龍りゆう神じんは自らを育ててくれるものと同じ種族の姿に生まれるみたいですわ。早ければ数ヶ月、遅ければ数年の後、卵を産み落とした龍神がやって来て子供を引き取る。それまで龍神の子供は親となった種族の者が責任を持って育てる、とのことです」

　さきほど確認した一番重要なところを優斗に伝えると、アリーは本を閉じた。

「これが今回起こった、おおよその概要というものですわね」

「放っておく、ということは出来るの？」

　する気もないが、とりあえず優斗は言ってみる。

「畏おそれ多くて出来ませんわ。龍神を育てるというのは、大変名誉なことなのですから。何よりも赤ん坊を捨て置くというのは、さすがに……」

「だよね。人としてかなり終わってるのは僕でも分かるよ」

　優斗は頭を搔かきながら苦笑いを浮かべる。政治的に最悪な状況になるのは間違いないのだが、それ以上に倫理的にも問題がありすぎる。

「とりあえず、埒らちがあかないからエリスさんに相談しに行こうか」

　優斗は龍神の赤ん坊を抱きかかえたフィオナに合図して立ち上がるが、本当に困ったことになったと頭を悩ませた。

　──どうしたほうがいいんだか。

　自分とフィオナはこの子のパパとママらしい。

　ただ突然そんなことになっても、何をどのように判断していいか分からない。

　なので呆ぼう然ぜんとしているよりはエリスに相談したほうが建設的だろう。

「アリーも王様に話を通しておいて貰もらっていい？　かなり重要そうなことだから」

「了解しましたわ。一大事ですし、すぐにでも話しておきます」

　アリーが頷うなずくと同時に修が立ち上がり、

「そんじゃ、一旦解散すっか。これ以降は優斗とフィオナの問題だしな」

　自分は関係ないですよ、と吞のん気きに言ってくる。

　それが優斗は気に入らず、両手に握り拳を作ると修の頭を挟み込んだ。

「いったい誰のせいで大変なことになってると思ってるのかな、おい？」

　グリグリと万力のように締め付ける。

　森へ行ったことも、龍神の卵を見つけたことも、全ての始まりは修だというのに。

「い、痛てててて！　わ、悪かった！　俺が悪かったから、ギブギブギブ!!」

　修しゆうが慌てて優ゆう斗との腕をタップする。

　少しは気が晴れたので、優斗は拳を収めるとフィオナと一緒に歩いていく。

「極力、こっちでどうにかするから安心しといてね」

　優斗は後ろにいる友人たちに振り向きながら声を掛けると、フィオナと赤ん坊と一緒にトラスティ邸へと向かった。




　そして家に帰ってきたフィオナたちを見るや、エリスの第一声はとんでもなかった。

「貴方あなたたち、そこまで進んでたのね。本当にそっくりだわ」

　優斗とフィオナは赤ん坊の容姿をマジマジと見る。確かに髪の色は黒髪。そして瞳は少し赤みがかった黒。パッと見れば二人の子供だと言われても納得する。

「……いろいろと待って下さい」

　優斗は全力でエリスを押し留める。彼女が自分たちをからかっているのは分かっているが、それでも言い訳をしなければならない。

「誠心誠意、説明をさせていただきますので聞いて下さい」

　そうしてエリスを交えて、今日あった経緯を最初から話していく。

「女の子の龍りゆう神じんの赤ちゃん？」

「はい。僕とフィオナは生まれた瞬間に立ち会ってしまったんです」

　エリスは優斗の説明に慌てる様子もなく、眼前にいる三人を見比べる。

「もしかして選ばれちゃったの？」

　過去、人間による龍神の親が存在しているのはエリスも知っている。

　直近ではおよそ三○年前ぐらいだったと記憶していた。

「そのようなんですよ」

　優斗に頷うなずかれてエリスは考える仕草を取った。彼も娘もエリスに対して噓うそを吐つくタイプでないのは百も承知だが、確認してみないことには始まらない。

　エリスはフィオナが抱いている赤ん坊に近付き、

「ねぇ、この人は誰？」

　ピッと指差した先には、困った表情をしている優斗。

「ぱーぱ！」

　赤ん坊が嬉うれしそうに答えた。続いてエリスはフィオナを指差し、

「じゃあ、こっちは誰かしら？」

　すると赤ん坊は優斗の時と同じく嬉しそうに答える。

「まんま！」

　紛れもなく赤ん坊は二人のことを『パパ』と『ママ』だと言った。

「あら、凄すごいわ。言葉もちゃんと分かっているのね」

　エリスが赤ん坊の理解力に感嘆する。優ゆう斗とも思わず感心してしまった。

「言葉をそこそこ理解してると思ったほうがいいですね」

「そうみたいね。まだ赤ん坊の姿なのに、ここまで分かると思ってなかったわ」

　ということで優斗とフィオナが両親だというのは間違いないだろう。

　ならば、とエリスは自分のことを指差した。

「私はママのお母さんだから〝ばあば〟よ。ちゃんと言えるかしら？」

「ばーば？」

　首を傾げながらはっきりと声にする赤ん坊。

「そうそう、よく言えたわね。えらいえらい」

「あいっ！」

　エリスに褒められて、赤ん坊がフィオナの腕の中で嬉うれしそうにはしゃぐ。

「良い子じゃないの、この子」

「そうですね。龍りゆう神じんの赤子ですから、悪い子ではないと思いますよ」

　素直に頷うなずくフィオナ。と、何な故ぜかエリスはいやらしい笑みを浮かべて、

「この子の名前は何にするか決めたの？」

　突然の爆弾を二人に落とす。優斗とフィオナは何を言われたのか、一瞬理解出来なかったのか少し呆ほうけてしまった。けれど把握した瞬間、

「えっ!?　なっ、ちょっ、エリスさん！　どういうことですか!?」

「お、お母様!?」

　エリスは予想通りの大慌てをしている二人を楽しみながら、さらに言葉を続ける。

「ユウトさんもフィオナも、この子を育てないの？」

「……あのですね。それを貴女あなたに相談しに来たんですけど」

　じとっとした視線で優斗が苦言を呈すが、エリスは意に介さない。

「パパとママになっちゃったんだから、育てなさいな。安心しなさい、学生生活を疎おろそかにしろと言うわけじゃないし、私がしっかりとフォローしてあげるから」

「いや、でも……」

　何か不安があるのか、優斗にしては歯切れが悪い。というより否定的になっている。

「心配しないの。こういうのって出来ないところには来ないようになってるんだから。貴方あなたたちなら育てられるから、この子も両親に選んだのよ」

「そう……なんでしょうか？」

　優斗は固い表情のまま聞き返すと、エリスは不安を煽あおらないよう注意しながら頷いた。

「もちろんじゃない。でなければ龍神の子供を育てた記録が、幾いくつも出てくるわけないでしょう？　ちゃんと今までの結果から導き出される結論よ」

「……確かにそうかもしれませんが」

　言われてみればそうだ、と優ゆう斗とはエリスの言い分に納得させられる。

　フィオナもエリスの話を聞いて優斗と同様に思ったのか、

「頑張ってみましょうか……」

　と、小さく呟つぶやいた。そして彼女は優斗に向かって、どうするのかを相談する。

「優斗さんはどうされたいですか？」

　今、零こぼれたのはあくまでフィオナ自身の心境だ。けれど赤ん坊を育てるには、自分だけの意思では駄目だ。優斗の了承も得られないと意味がない。

「どうしたい、か」

　優斗は彼女の相談に対して、再確認するかのように問い返す。

「フィオナは今、育てたいって思ったんだよね？」

「はい。私は育てたいと思いました」

「理由を訊きいてもいい？」

　何を以もって育てたいと思ったのか。その理由を優斗は知っておきたかった。

　するとフィオナは真まっ直すぐに優斗のことを見ながら、自らの想いを伝える。

「私はこの子を〝優斗さんと一緒に育ててみたい〟って、そう思ったんです」

　赤ん坊が龍りゆう神じんだから育てなくてはいけない、と思ったわけではない。

　優斗と一緒に龍神の赤ん坊を育てたい、という気持ちが芽生えてしまっただけのこと。

　そしてフィオナは芽生えた想いに対して、疑問を抱くことはない。

「その想いを否定しなくていい、と。優斗さんに教えて貰もらいましたから」

　優斗と出会う前の自分であれば、理解出来ずに気持ちを疑った。

　けれど今の自分は芽生えた気持ちに、それでいいと肯定出来るようになった。

　迷う素振りなく理由を告げたフィオナに対して、優斗は自分の気持ちを考える。

　──僕はどうしたいんだろうね。

　自分が味わってきたのは、一般的な子育てとは掛け離れた代物だ。

　無論、それが理解出来るということは、優斗自身が一般的な子育てを知っている証拠に他ならないし、何より自身が理想の父親像というものを持っている、ということ。

　──だけど、出来るかどうかと問われたら微妙。

　子育てなどやったことがないのだから、当たり前といえば当たり前の話だ。

　──でも、ね。

　優斗は赤ん坊と、赤ん坊を抱いている女の子を視界に入れて表情を和らげる。

　フィオナだって子育てをしたことがないのは同じなのに、彼女は言ってくれた。

〝優斗と一緒に育てたい〟と。であれば、自分の答えは自然と決まってしまう。

「なら、僕も覚悟を決めるよ。フィオナが頑張るんだから、僕も君と一緒に頑張る」

　優ゆう斗とはマイナスなイメージを振り切って、彼女と共に子育てすることに決めた。

「はい。よろしくお願いします」

　フィオナが嬉うれしそうに返事をすると、エリスが二人に声を掛ける。

「話は纏まとまったわね？」

　エリスの確認に優斗とフィオナは頷うなずきを返した。

「だったら親として最初の仕事、この子の名前を決めちゃいなさい。相談も提案もしてあげるけど、決定するのは貴方あなたたちよ」




　エリスから提示された、親としての最初の仕事。

　優斗とフィオナはエリスと一緒に赤ん坊の名前を決めるため頭を悩ませる。

「名前……って、どういうものがいいのかな？」

「何か良いのはないでしょうか？」

「龍りゆう神じんの子供だからリューナとか、そういうのはどう？」

　とりあえずエリスが何も思い浮かばず唸うなっている二人に提案してくれた。

　だが〝リュージン〟の子供だから〝リューナ〟というのは、

「エリスさん、安易過ぎませんか？」

「そうかしら？　単純明快で私は結構好きよ」

　分かりやすくて良いとエリスは思うのだが、優斗はうーんと首を捻ひねる。

　次にフィオナが良い名前を思い付いたとばかりに、

「シャルロッテというのは、どうでしょうか？」

「「却下」」

　優斗とエリスが同時に駄目出しする。さすがに日本人じみた風ふう貌ぼうには似合わない。

「ん～、リューネはどうかしら？」

「エリスさん。お願いですから〝リュー〟から離れてください」

「それではフランソワはどうでしょう？」

「フィオナはちょっと乙女的な名前から離れようか」

　西洋っぽくない顔立ちで、その名前は辛つら過ぎる。キラキラネームと捉えられかねない。

　優斗は思いの外、名付けというものが難しいと実感し、

　──何か由来でもある名前を……。

　それをヒントに名前を考えようとして、ふと気付く。

「……あっ、そういえば気になったんですけど」

　今更だとは思うが訊きいておきたいことがあった。

「龍神は世界で信仰のある種族なんですよね？　ということは本物の神様なんですか？」

　今までいた世界に神様、という存在は宗教として崇あがめられていたけれど、この世界ではどうなのだろうか。エリスは優ゆう斗との質問を肯定するように頷うなずいた。

「そうね。神聖な種族として崇あがめられていて、最大の宗教でも幾いくつかの宗教でも基本的に神様として扱われているわ」

「そうですか。やっぱり神様であり、神聖であるんですね」

　エリスの説明を聞いて、優斗は一つの名前が思い浮かぶ。

　──とりあえず提案するだけしてみるか。

　自分が龍りゆう神じんの赤ん坊に見合ったと思う名前を。

「じゃあ、僕からも名前を一つ」

　昔に読んだ小説に、この名前があった。それがこの子には合っている気がする。




「マリカ」




　優斗が名を紡ぐと、エリスが興味深そうに尋ねてくる。

「どういう意味なの？」

「茉莉花──マツリカと呼ばれる花の別読みなんです」

　名前に意味を込める。中でもポピュラーなのが花にまつわる言葉だ。

「そして僕たちがいた世界には花言葉というものがあります」

「この世界にもあるわよ」

　エリスが付け加える。そうなんだ、と優斗は感心しながら言葉を続けた。

「じゃあ、細かい説明は飛ばしまして花言葉だけ言いますね」

　優斗はエリス、フィオナ、赤ん坊を見回すと名前に込めた意味を告げる。

「清せい浄じよう無む垢く」

　先ほどのエリスとの会話を聞いて思い浮かんだ。

　神様として存在しているならば、神様に相応ふさわしい意味を持つ名前を。

「他にも愛らしさ、愛あい嬌きよう、素直などあるんです。だから僕はこの花が意味する言葉のように育って欲しい」

　と、言ったところで優斗は急激に恥ずかしくなってきた。

　ただ名前を決めるだけなのに、ものすごく語ってしまったような気がしてならない。

「ど、どうでしょうか？」

　却下されたところでどうこう、というわけでない。別の案を出せばいいだけだ。

　ただ、案外真剣に考えた名前を吟味されるというのは緊張する。

「私はこの名前が良いと思いました。お母様はどう思いますか？」

「こっちの世界でも違和感はないし、私も良い名前だと思うわよ」

　そしてエリスは優斗とフィオナに最終確認を取る。

「二人は、この名前がいいのね？」

　優ゆう斗ととフィオナはしっかりと首を縦に振った。

　二人が納得したのを確認したエリスは、改めて赤ん坊の名前を告げる。

「じゃあ、この子は今日からマリカ。〝マリカ＝フィーア＝ミヤガワ〟ね」

　エリスが言った優斗の名字に聞き慣れない単語があって、フィオナが首を捻ひねった。

「お母様、フィーアというのは？」

「ユウトさんの爵位名よ。これからはフィオナも名乗る場合があるかもしれないから、覚えておきなさい」

「……えっ？　わ、私もですか？」

「ビックリすることないじゃない。この子の両親ってことは夫婦よ、夫婦」

　エリスが口にした単語を二人は頭の中で反はん芻すうする。ポン、と同時に顔が赤くなった。

「それともユウトさんが婿養子ということにして〝マリカ＝アイン＝トラスティ〟にでもする？　私はどっちでもいいわよ」

　こういった類いの話は優斗もフィオナも全く以もって耐性はないが、フィオナよりも早く立ち直った優斗が頑張ってエリスに聞き返す。

「ど、どっちを名乗ったほうが問題あります？」

「どっちもどっちじゃないかしら。一長一短よ」

　優斗はまだ火照り覚めやらぬ頰ほおを手で扇ぎながら、慎重に判断する。

「だとしたら時と場合で使い分ける方向にしませんか？　基本的には爵位が低い僕のほうを使う方向でいいので」

「それもそうね。おそらく明日には国とも話し合いがあるだろうから、この件は我が王にも言っておくことにしましょう」

　すでに王様へ話を持っていくよう優斗がアリーに頼んでいるので、リライト王国としてどのように動くかも明日には分かるはずだ。

　優斗は少しだけ姿勢を崩すと、フィオナに笑い掛ける。

「明日から、また騒がしくなりそうだね」

　困ったようで、楽しそうな表情をフィオナに向けた。

　そろそろ夏休みにも入るから、修しゆうもさらに騒ぎ出すことだろう。和泉いずみも一緒に暴れるだろうし、卓たく也やと優斗は今までで一番疲れる夏休みになるはずだ。

　加えてアリーやココ、クリスは友達が出来た夏休みだからこそ、やりたいことも増えたはずだし、フィオナは優斗と一緒に子育てすることを決めた。

　どうなったとしても、騒がしくなることが確定だ。

「私は待ち遠しいですよ。皆さんと──優斗さんと過ごしていく夏休みが」

　フィオナも表情を崩すと、華咲くような笑みを浮かべる。それは優斗が初めて見る彼女の満面の笑顔で、照れるよりも緊張するよりも先に嬉うれしくなった。












「そうだね。きっと楽しくなるよ」

　この世界で過ごすからこそ得られる日々を、誰もが望んでいるのだから。






エピローグ






　異世界召喚という代物に巻き込まれた少年と、異世界召喚に巻き込まれた友人たち。

　彼らは元の世界は最悪だと全員が実感し、たった四人で生きてきた。

　たった四人の家族がいれば、他に何もいらないと思っていた。

　けれど、だ。異世界に召喚されたことで──彼らは少しずつ変わり始める。

　勇者として召喚された少年は、変わらず同等でいてくれる親友に喜び、いつも共にいる親友たちに感謝し、そして新たな仲間たちとさらなる楽しい日々を過ごす。

　誰よりも優しい少年は、新たな仲間と一緒になって時に呆あきれ、笑い、誰も傷付かないようにと、傷付いても癒やせるようにと頑張っていく。

　魔法科学に興味を惹ひかれた少年は、新たな仲間と共に己が興味を持ったものへ突き進んでいく。いつかは自分が新しい物を創り出せるように、と。

　そして勇者と同等の少年は、新たな出会いがあったからこそ──誰よりも変わっていく。

　勇者の孤独を救うために立つ場所は、そのままで。三人と出会ったからこそ変わった自分もそのままに、新しい仲間に助けられて新しい自分を切り拓ひらいていく。

　無論、それが幸いだと断言することは難しいかもしれない。

　新たな問題が生まれることもあるだろうし、苦しい思いをする可能性もある。

　けれど、彼らは世界が違うからこそ信じた。

　どこかしら歪ゆがんだところを持っているとしても、幸せを求めていくことにした。

　だからもう、たった四人だけで完結した日々はこれから存在しない。

　新しい出会いがあって、新しい仲間がいるからこそ〝四人だけ〟で過ごすことはない。






あとがき






　この度は本作を手にとっていただき、まことにありがとうございます。

　またｗｅｂ版から読んで下さっている方々にも、再び厚く御礼申し上げます。

　この『巻き込まれ異世界召喚記』はｗｅｂ版を加筆・修正し、一冊の本として出版させていただいたものになります。

　長年、書き続けてきた作品が書籍となったことは嬉うれしい限りです。

　とはいえ、お話をいただいた頃、ｗｅｂで自由気ままに書いていた作品の書籍化というものは、いらない部分を削除し文章を正しいものへ修正する作業だと勘違いしていました。

　なので、飛ばし飛ばしになってしまっていた書き始めの場面を、さらに削ってしまうのだろうなと内心は不安に思っていました。

　ですが実際には大幅な加筆の機会をいただき、この巻で中心となっている主人公とヒロインを、より深く描写することが出来ました。

　特にヒロインは、さらにヒロインらしくなったかなと思います。

　またこの作品は少しばかり青春群像劇のようになっており、中学時代に出会ったことでお互い救われた主人公たちがこれから、異世界でどのように幸せになっていくのか。

　そこに焦点を当てた作品作りを目指しました。

　なので、ライトノベルとしては珍しく登場人物に男の子が多く、誰をイラストとして登場させるのか考えた時、ヒロインよりも男の子のほうが多かったのは自分でも驚きました。

　しかも、たくさんの可愛かわいらしいヒロインを描かれている作品が多いＭＦ文庫Ｊ様なので、こんな男女逆転した人数比で大丈夫なのかな、とその時は色々と考えたものです。

　けれどイラストをいただき、自分が書き続けてきた登場人物を文章ではなく絵として見た時、単純に嬉うれしさだけが込み上げました。

　ずっと書き続けていた作品でしたから自分が考えている以上に、『巻き込まれ異世界召喚記』に対する思い入れが強かったみたいです。




　最後になりますが、この作品を編集してくださった方々。イラストを描いて下さり、キャラクターたちをより鮮明にしていただいたｈａｔｓｕｋｏ様。

　そして何よりも手にとって下さった皆様。

　この作品に関わっていただき、本当にありがとうございました。





二○一七年　三月　　　　　　　結城　ヒロ











　著者

　結城ヒロ（ゆうき・ひろ）

　　神奈川県在住。

　　幸いにもお話をいただき本作『巻き込まれ異世界召喚記』にてデビュー。

　　常々、喫茶店でコーヒーを飲みながら小説を執筆。




　イラストレーター

　hatsuko（はつこ）

　　関西出身関東在住のイラストレーター。

　　「スクールライブ・オンライン」（このライトノベルがすごい！文庫）「もふドル」シリーズ（文化放送エクステンド）「ＣＨＵＮＩＴＨＭ」キャラクターデザイン（株式会社ＳＥＧＡ）他ライトノベル、ゲーム関係のイラストを担当。

　　女性向け、男性向け共に幅広く活動中。

　　運動せねばとジムへ入会しましたが全然行けてません。今年こそは頑張って通います。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／hatsuko

　　装丁／ウエダデザイン室
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